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富士見ファンタジア文庫









本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
















口絵・本文イラスト　カグユヅ
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プロローグ

１章　魔弓の射手

２章　服従者の論理

３章　ささやかな諍い

４章　愛は夢の終わりとともに

エピローグ




　あとがき







　プロローグ







　街は、明るい光に彩いろどられていた。

　第６エデン。

　かつての東京二十三区と西部のいくつかの都市が、二年前に日本から独立した。

　それが第６エデンである。

　神しん魔ま──世界の絶対的支配者であり、人間をはるかに超こえる超ちよう越えつ者。

　彼らの命令によって、世界各所の霊れい脈みやくの流れが集中する土地に築かれた街が、神聖都市と呼ばれている。

　第６エデンはもっとも新しい神聖都市だ。

　基本的には、日本国の法を踏とう襲しゆうしつつ、独特なルールも敷しかれている。

　エリア池いけ袋ぶくろ──

　時刻は、夜の十時過ぎ。

　この時間でも街はまぶしいほど明るい。

　ネオンがきらめき、道を行く自動車や人々の姿も絶えない。

　神聖都市などと呼ばれていても、清貧な暮らしを市民に要求するわけではないのだ。

　五月も下げ旬じゆんにさしかかり、夜はまだ冷えるが、外を歩くには悪くない時期でもある。

　池袋駅から五分ほどの距きよ離りに、一いつ軒けんの牛ぎゆう丼どん屋があった。

　特に珍めずらしくもない、全国に展開しているチェーン店である。

　最近は、この手の店でも女性客が多い。

　その例に漏もれず、店内に一人の女性の姿があった。

　コの字形になったカウンター席の端はじに腰こし掛かけている。

　正確には、女性というより少女だった。

　顔のつくりは整っており、どこか上品な雰ふん囲い気きを感じさせる。

　あまり、牛丼屋には似合わないタイプの女の子だ。

　つややかな黒くろ髪かみを腰まで伸のばし、白いカチューシャを着けている。

　身長は女性にしては少々高く、一六〇センチ程度だろう。

　身体からだにフィットした薄うす手でのセーターにジーンズという、部屋着のようなラフな格好だ。

　胸は大きすぎず、小さすぎないふくらみがあり、腰は細くくびれ、足もすらりと長い。

　だが──

　少女の前には、カラになった丼どんぶりが五つほど積み上がっている。

　むろん、彼女がたいらげたものだ。

　このスレンダーな少女の身体のどこに収まったのか。

「すげーな……」

　カウンター席の一つに座っている、金きん髪ぱつの若者がつぶやいた。

　彼は、少女が店に入ってきたときから、ずっと見ていたのだ。彼女の食べっぷりに見入っていたせいで、自分が注文した牛丼は、ほとんど減っていない。

　少女はみそ汁しるもサラダも頼たのまず、紅ショウガも載のせずにひたすら肉と米をかきこんでいる。

「むぐむぐ、んん……んっ、もぐもぐ……ふぅ」

　少女は六杯ぱい目の牛丼をカラにして、立ち上がった──かと思ったら、また座った。

「あ……」

　顔を赤くして、箸はしを丼の上に置いた。

　それから、「ご、ごちそうさまでした」と消え入りそうな声で言って、席を立つ。

　店の客たちの視線を集めながら、少女は小走りに店を出て行った。







　ああ、またやってしまった──

　店を出て、少女はがっくりと肩かたを落とした。

　六杯では飽あきたらず、危あやうく七杯目のために食券を買いに行くところだった。

　いくらなんでも食べ過ぎだ。

　ちなみに、夕食は普ふ通つうに食べた。さっきの牛丼は夜食だった。

　やたらにお腹なかが空すく体質と、どれだけ食べても太らない体質。

　この二つを併あわせ持ってしまった彼女は、欲よく望ぼうのままに食べ物をむさぼってしまう。

　食べたいときに好きなだけ食べるなど、ケモノと変わらないではないか。

　これではいけないと、常々思っているのだが、食しよく欲よくは止まってくれない。

「はぁー……私ってダメダメですね……」

　少女が、この世の終わりでも見たかのような深いため息をついた瞬しゆん間かん──

「ひぁっ!?」

　ドォン、と凄すさまじい轟ごう音おんが響ひびき、少女は間ま抜ぬけな悲鳴を漏らしてしまう。

「な、なんですか……？」

　少女は、音がした方向に目を向ける。

　牛丼屋や他ほかにも飲食店が多く並んでいる大通りの先、十字路になっているところに巨きよ大だいな怪物の姿があった。

　真っ黒なカニのような形をしており、一いつ対ついの巨大なハサミを持っている。

　高さは五メートル、幅はばは十メートル近くあるだろう。

　怪かい物ぶつの足あし下もとが大きくえぐれているところを見ると、さっきの轟音はこの怪物が跳とび上がり、着地した音らしい。

　沈ちん黙もくのカインズ──そう呼ばれる怪物である。

　普段は地中を流れる霊脈を霊体で漂ただよっており、稀まれにこうして地上に飛び出してくる。

　地上に現れたカインズは実体となり、その形態やサイズは様々だ。

　既き存そんの生物を模したものが多いが、このカニ型の巨大すぎるハサミのように、どこか微び妙みように違ちがっている。

　彼らは言葉を持たない。一いつ切さいのコミュニケーションを拒きよ否ひする。

　ただ、この地上のあらゆるものをひたすら薙なぎ払はらう。

　それ以外に目的を持たないのだ。

「グオオオオオオオオッ！」

　咆ほう哮こうを上げ、カインズがいきなり近くのビルに体当たりする。

　巨体に似合わない、凄まじいスピードだった。

　ビルの壁かべがぐしゃりと崩くずれ、窓が粉々に割れて、ビルの一階に入っていたコンビニは原形も留とどめていない。

　通行人たちが、大おお騒さわぎしつつ逃にげていく。

　しかし、夜中だというのに人が多すぎて、押し合いへし合いになってしまっている。

「なんだ、カインズですか……」

　少女は、逃げ惑まどう通行人たちを見つつ、またため息をついた。

　カインズは、一いち撃げきで人間など数十人単位で薙ぎ払ってしまう怪物だが──少女はその姿が少しも怖こわくなかった。

　自分の食欲のほうがよほど恐おそろしい。

　少女は、首元に下げていた十じゆう字じ架かをそっと右手で握にぎった。

「主を讃えよアレルヤ──」

　そうつぶやいて、十字架を鎖くさりから外して目の前に掲かかげる。

「二にノの宮みや咲さく耶やの名において、神しん威いの行使を許し給たまえ」

　少女──二ノ宮咲耶の言葉に応こたえ、十字架は強きよう烈れつな輝かがやきを放ち──

「来たれ、空くう絶ぜつの魔ま弓きゆう──」

　十字架の光がさらに大きくなり、その光がぱっと弾はじけると。

　咲耶の左手に、漆しつ黒こくの弓が握られていた。

　弓には紫むらさき色いろの鋭えい角かく的なラインが入っており、どこか禍まが々まがしくも見える。

　まさに、魔弓と呼ぶにふさわしいデザインだった。

　空絶の魔弓。

　それは、神魔から人に与あたえられた武装、神じん器きの一つである。

　神器は普段は十字架の形をしているが、使い手──神器適てき性せい者しやの意志に呼応して、固有の形状に変化するのだ。

「距離、四十一、四十三……六十二……動き、速いですね。ターゲットも見づらい」

　ぶつぶつ言いながら、咲耶は弓の弦つるに右手をかけた。

　それから、ゆっくりと弦を引くと──キラキラと輝く光の矢がどこからともなく生じる。

　神器適性者はみずからの霊気オドを〝霊れい磁じフィールド〟というエネルギー場に変へん換かんし、神器から溢あふれ出す強大な霊気を制せい御ぎよする。

　神器の霊気をコントロールすることでつくりだされた光の矢は、徐じよ々じよに輝きを増して実体化する。

　咲耶は、矢をつがえ、ギリギリと限界まで弓を引き絞しぼる。

　矢が向いている先には、逃げてくる大勢の人々と、その向こうにカインズがいる。

　形はカニそのもの。硬かたい甲こう羅らを狙ねらっても、射い抜ぬけない可能性もある。

　ならば──

「五、四、三、にー……いちっ！」

　咲耶は、逃げてくる人々に向けて矢を放った。

　人々はぎょっとしたが、どうにもならない。

　後ろにはカインズ、前には飛んでくる矢。逃げようがない。

　咲耶が放った矢は、人々の首の横、脇わきの下、人と人のわずかな隙すき間まを縫ぬうように高速で飛んで行く。

　人々の間を抜けていった矢は、カインズの柔やわらかそうな腹の中心に刺ささり──

　刺さった矢を中心にして、円が広がるようにして腹部がえぐれていく。

　腹部に直径一メートルもある巨大な穴が開くと、カインズはがくりと倒たおれ込む。

　それでも、ぴくぴくと痙けい攣れんしていたが、すぐにぴたりと動かなくなる。

　停止したカインズの身体は、少しずつ消えていく。

　カインズの身体は、物質でありながら、本質は霊れい体たいだ。

　霊体に修復不能なダメージを受けると、物質的な身体も含ふくめて、消しよう滅めつしてしまうのだ。

「あっ……」

　咲耶は、不意に我に返った。

　思わず、あまり穏おん当とうとは言えないやり方でカインズを射てしまった。

　絶対に人に当てない自信があったとはいえ、通行人たちにはそんなことはわからない。

　人に矢を向けずに済む位置に移動するだけでよかったのに、無駄に驚かせてしまった。

「うう……」

　咲耶は弓を握っていた手を開いた。

　空絶の魔弓が、ぱっと光り、元の十字架に戻もどる。

　咲耶は首から下げていた鎖に十字架をつけ直し、さっと身を翻ひるがえして走り出した。

　こんな目立つことは、彼女の好むところではない。

　通行人たちの、化け物を見るような目からも逃げたかった。

「…………？」

　駆かけ出して、すぐに気づいた。

　通りを挟はさんだ向こう側で、ガードレールに一人の少年が腰掛けていることに。

　髪はぼさぼさで、顔立ちはなかなかだが、目つきが悪い。

　エプロンを着けているのは、この近くの店の店員だからだろう。

　彼の手にはアップルパイがあり、それをちびちびと齧かじっている。

　休きゆう憩けい時間に軽く腹ごしらえ、といったところか。

　しかし、少しばかり異様でもあった。

　まだ、そこらの通行人たちはざわざわと騒いでいる。

　第６エデンではカインズの出現は珍めずらしくないが、慣れるようなことでもない。

　だが、少年は驚おどろいた様子もなく、のんびりとアップルパイを齧り続けている。

　度胸が据すわっているのか、それとも少し鈍にぶいのか──

「え……？」

　その少年が、不意に咲耶のほうを向いた。驚いて、思わず足を止めてしまう。

　彼は、まっすぐ咲耶を見つめながら、自分の口の下を指先でとんとんと叩たたいた。

　なんのことだろう、と思ったのは一いつ瞬しゆんだけだった。

「あぅっ……！」

　咲耶は、慌あわてて口元をぬぐった。

　アップルパイを見たとたん、よだれを垂らしてしまっていたのだ。

　肉と米だけだったので、次は甘いものがほしくなっていたせいだ。

「ごっ、ごめんなさいー」

　咲耶は、意味もなく謝りながら再び走り出した。

　もうしばらく、この界かい隈わいには近づけない。

　あの牛ぎゆう丼どん屋はお気に入りだったのだが、今後は別のチェーン店を使うしかない。

　咲耶は涙なみだ目めになりながら、走り続けた。







「はー……」

　数百メートルほど走り、咲耶は閉店した和わ菓が子し屋の前で立ち止まった。

　シャッターに背中を預け、少しばかり乱れていた息を整える。

「なにをしているんだよ、おまえは」

「……え？　あっ、あれっ？」

　不意に、目の前に一人の少年が現れていた。

　いや、見た目的には青年と呼んだほうがいいかもしれない。

　さらさらの黒髪に、細いフレームの眼鏡。一九〇センチ近い長身。

　Ｔシャツの上にジャケットをはおり、腕うで組ぐみをしている。

「に、兄さん。兄さんこそ、どうしてここに……？」

　そう、彼は咲耶の兄──二ノ宮鷹たか耶やだった。

　兄といっても双ふた子ごで、歳としは同じである。

「おまえを捜さがしに来たに決まってるだろう。また夜中に出歩いて」

「ご、ごめんなさい。あ、でも……カインズを倒しましたよ」

「見てた。カインズの相手など、おまえがする必要はない。まだわからないのか、おまえはただの適性者じゃないんだぞ」

「カインズ殲せん滅めつも、適性者の仕事ですし……」

「警察の対カインズ部隊に任せておけばいい。それが彼らの仕事なんだ」

「そ、そうですけど……」

　咲耶は言葉に詰つまってしまう。

　同い年とはいえ、咲耶は兄に逆らえない。

　子供の頃ころから、ずっとそうなのだ。

　それには理由もあるのだが──

「まあいい。それより、咲耶。新しい〝神殺し〟の話は聞いてるか？」

　兄の質問に、咲耶は黙だまって首を振ふる。

「僕もさっき耳に挟んだばかりだがな。先日、聖せい十じゆう字じ学園の教会が一つ吹ふき飛んだだろう。その際に神魔様がお一方敗れたそうだ。おそらく、背徒ハイトの仕し業わざだな」

「兄さん、まさかその背徒を……？」

「ＳＯＧソーグは、神魔様のご命令がなければ、背徒にも手出ししない。それがルールだが……チャンスだと思わないか？」

「に、兄さん。やっぱり……」

　神魔に忠誠を尽つくす者たちの組織、ＳＯＧ。

　この神聖都市の支配を神魔から委ゆだねられている。

　むろん、治安維い持じもＳＯＧの役目だ。

　神魔を殺したような不届き者をＳＯＧが始末するのは、不自然なことではない。

　だが、命令もなしに独断で実行するというのなら話が違ちがう。

「兄さん、あの……勝手なことをすると上の人たちに……」

「おまえの力が必要だ、咲耶。手伝ってくれるよな？」

　鷹耶は咲耶の言葉を聞き流し、じっと妹の目を見つめながら言った。

　なおも咲耶は反対しようとしたが、その目には逆らえない。

　咲耶は──黙って、小さく頷うなずいた。







　１章　魔ま弓きゆうの射手







　第６エデン、エリア池いけ袋ぶくろ。

　騒がしい池袋駅から十分ほど歩いただけで、街の様子はがらりと変わる。

　商店でにぎわう繁華街から静かな住宅街になり、人通りもぐっと少なくなる。

　穏おだやかな街中に、その巨きよ大だいな学園はあった。

　聖せい十じゆう字じ学園──

　中高一いつ貫かんの共学校で、生徒数は一万人を越こえる。

　ＳＯＧソーグが深く関かかわっている学校で、神じん器き適てき性せい者しやを育成するためのカリキュラムが組まれている。

　とはいえ、基本的には普ふ通つうの中学高校だ。

　神器適性者は数少なく、ほとんどの生徒がごく当たり前の学園生活を送っている。

「広すぎて、学食に来るのも面めん倒どうだけどな」

　冴さえ木きジュカは、第三学食のテーブルの隅すみに座り、ぼそりとつぶやいた。

　髪はぼさぼさで、目つきの悪い少年だった。

　ブラウンのブレザーに、ネクタイを締しめている。

　どこか殺さつ伐ばつとした雰ふん囲い気きが漂ただよっていて、制服をきっちり着ているのがちぐはぐに感じられるだろう。

　彼の前には、天ぷらそばとおにぎり二つのセットが置かれている。

　今は昼休みで、学食は空席を見つけるのが大変なほどのにぎわいだ。

「わたしはもう慣れた。中学からだし」

　同じく、ぼそりと言ったのは天あまヶが崎さき杏あん里りだった。

　テーブルを挟んで、ジュカの正面に座っている。

　杏里は、目の覚めるような美少女だ。

　彼女の前には野菜サンドが置かれている。

　ただ食事をしているだけなのに、絵になる少女だった。

　不思議な青い色をした長い髪に、透とう明めい感かんの漂う顔立ち。髪の左側にはシルバーのピン。

　赤いブレザーの上からでもはっきりとわかる大きな胸のふくらみ。

　胸むな元もとにはリボン、チェックのミニスカートに黒いニーソックス。

　聖十字学園の派手な制服がよく似合っている。

　周りの男子生徒たちが、ちらちらと彼女に視線を向けているのも、仕方のないことだろう。

「俺は転校生なんでな。このバカバカしい広さは不合理に思えて仕方ない」

　ジュカは、無ぶ愛あい想そうな口調で言った。

　別に怒おこっているわけではなく、彼は愛あい想そが悪いのがデフォルトなのだ。

「あなたは普段、口数が少ないのに文句ははっきり言うのね」

　杏里の口調も愛あい嬌きようがあるとは言えない。

　彼女はやや、感情に乏とぼしいところがあるのだ。

「ていうか、あんたら二人揃そろってると辛しん気きくさくてしゃーないわね」

　杏里の隣となりに座っていた少女が、大げさな仕草で肩かたをすくめた。

　赤い髪を伸のばし、やや目つきがきついが、杏里に負けず劣おとらずの美少女だ。

　ブレザーは着ておらず、ブラウスの上にクリーム色のベストを着ている。

「そういうハルは、ちょっと騒がしい。みんな、見てるわ」

「んー……？」

　杏里に指し摘てきされ、赤毛の少女──伊い原はらハルはぐるりと首を回して周囲を見た。

　何人かの男子生徒が慌てて顔を背そむける。

　ジュカも気づいていなかったが、確かに注目を集めていたらしい。

「はんっ、騒さわがしいからじゃないでしょ。あたしが可愛かわいいから見られてるのよ」

　小声で毒を吐はきつつ、ハルは周囲に笑え顔がおを向けた。

　彼女は凶きよう暴ぼうだが、学校では猫ねこをかぶっているのだ。

「まあ、そろそろ化けの皮も剝はがれそうだな」

「うるさいわよ、ルーキー」

「…………」

　ハルは、出会ったときから一貫してジュカを「ルーキー」と呼ぶ。

　ジュカとハルは二人とも高校二年生で、今年十七歳だ。

　それでもハルがジュカを新人扱あつかいするのは──

　彼ら二人が〝背徒ハイト〟と呼ばれる存在で、背徒としてはハルのほうが先せん輩ぱいだからだ。

　背徒とは、世界の支配者である神しん魔まに抗あらがう者たちのことだ。

　人間をはるかに超こえる力を持つ神魔に逆らうなど、正気ではない。

　しかし、その狂きよう気きを実行しているのが背徒なのだ。

　とはいえ、その抵てい抗こうは絶望的ではない。

　背徒は人間を大きく超える身体能力を持ち、神魔に立ち向かうためのある種の特とく殊しゆ能力も備えている。

　ハルは、背徒の中でも最強の部類に入る。

　七つの大罪──そう呼ばれる背徒の一人で、彼女は〝憤ふん怒ぬのハル〟。

　対して、ジュカはまだ実戦に出たばかりだ。

　ルーキー呼ばわりは甘んじて受けるしかない。

「ああ、そうだ。視線の話で思い出したんだが。杏里」

「…………？」

　杏里は、小さく首を傾かしげた。

　ちなみに、杏里は背徒ではない。

　学園内では有名な、優すぐれた神器適性者だ。

　その杏里を巡めぐって、とある事件が起きたのは、ほんの一週間ほど前のこと。

　ジュカとハルが杏里を救い出し、その後はこうして行動をともにしているのだ。

　ちなみに杏里も高校二年生で、ここにいる三人の歳は同じだ。

「杏里、おまえ人に見られたりしてないか？　好こう奇きの視線じゃなくて、じっと粘ねばりつくような視線だ」

「……自分で言うのもなんだけど」

　杏里は、野菜サンドをぱくりと一口かじった。

「わたしは、けっこうよく見られてる。たぶん、これのせい」

　そう言って、杏里は片手で自分の胸を持ち上げるようにした。

　ただでさえ目立っている胸のふくらみが、さらに強調される。

「……そうか。だったら、見られてても区別はつかないか」

「とか言いながら、杏里のおっぱい見てるんじゃないわよ。ムッツリなんだから」

　ハルが、にやにや笑いながら言った。

　いわれのない非難だったが、なぜかジュカは反論できない。

「別に、わたしは見られても気にしない。それがどうかしたの？」

「いや杏里になにもないならいいんだが……」

　ジュカは小さく首を振った。

「少し気になることがある。どうも、誰だれかの視線を感じるような気がするんだ」

「はぁ？　あんた、目つき悪いからヤンキーにでも目をつけられてんじゃないの」

「素人しろうとが相手なら気づく。視線を感じて振り向くと、誰もいないんだ」

　錯さつ覚かくではない、とジュカは確信している。

　ジュカは、杏里の事件の際に神魔と激闘を繰り広げた。

　身体からだに負担がかかる力を使ってしまったため、その後は二日ほど寝ね込こむハメになった。

　今は、背徒の回復力をもって全快している。

　だから、不調のせいで錯覚しているということもあり得ない。

「もしかすると、ＳＯＧかもしれない」

　ジュカは、杏里を見ながら言った。

　神魔は──美しい少女の魂たましいを好んで食らう性質がある。

　杏里は一体の神魔に魂を狙ねらわれ、ＳＯＧのメンバーが手先として差し向けられてきた。

　ＳＯＧという組織は、第６エデンの直接の支配者だ。

　この第６エデンのどこにでも、ＳＯＧのメンバーは存在している。

　もちろん、聖十字学園も例外ではない。

　いや、聖十字学園は神器適性者を育成し、ＳＯＧに送り込んでいるのだ。

　学園は、ＳＯＧともっとも繫つながりの強い機関と言える。

　杏里のゴタゴタのときにＳＯＧのメンバー数人とも戦ったジュカが、監かん視しされているとしても不思議はない。

「どうかしらね、それは」

　だが、ハルは小こ馬ば鹿かにしたように笑って言った。

「ルーキー、あんたは無知だから親切なあたしが教えるけど」

　親切な奴やつはそんな前置きはしない、などと余計なことをジュカは言わない。

「ＳＯＧはね、バカみたいに神魔に忠義を尽つくしちゃう連中なのよ。その神魔がね、言ってるの。命令がない限り、神魔に敵対する者にも手出し無用──ってね」

「それは、背徒がナメられてるってことじゃないのか」

「勝手にナメてりゃいいのよ。そのうち、自分らの甘さを後こう悔かいさせてやるわ」

　ハルは、今度は不敵に笑った。

　神魔の命令でつくられた都市で、神魔を愚ぐ弄ろうするような発言はかなりの問題なのだが、食堂は騒さわがしいので周りには聞こえていないようだ。

　もっとも、誰に聞かれたところでハルは気にしないだろう。

　最強の背徒は伊達だてではない。

「わたしも、それは聞いたことがある。ＳＯＧは、神魔から命令されていないことは決してしないって」

「……そうなのか」

　ジュカは頷うなずいた。

　ハルならともかく、杏里がそう言うのなら間ま違ちがいないのだろう。

「ルーキー、あんたもあたしをナメてるわよね……」

　ジュカの心を読んだかのように、ハルが目を細くしながら言った。

「この街のＳＯＧのことなら杏里のほうが詳くわしいと思っただけだ。それより、ＳＯＧじゃないなら、気のせいなのか……」

「それは早計ってもんよ、ルーキー」

　ハルは首を振ふった。

「あんたは、全然未熟でダメダメだけど、カンは悪くないわ。もうちょい、自分の感覚を信じなさい。見られてるっていうなら、そうなんでしょうよ」

「……それはどうも」

　ハルは、たまにストレートに褒ほめてくるので戸と惑まどってしまう。

「誰だか知らないけど、さっさと始末しちゃいなさい」

　さらに、とんでもなく物ぶつ騒そうなことを命じてくる。

「忘れないでよ、あんたには役割があるんだから。杏里のガードはあたしに任せておきなさい」

「ああ、わかってる」

　ジュカは、杏里をちらりと見て頷いた。

　杏里は、今は特に狙われているわけではない。

　だが、〝イヴのかけら〟という神の魂の一部を身体に宿す、貴重な存在である。

　イヴとは数千年前に神魔に滅ほろぼされた〝旧ふるき神々〟の唯ゆい一いつの生き残りだ。

　そのイヴは、神魔と旧き神々の大戦争の後、みずからの魂を六つに分割した。

　六つの魂は、この世界の少女の魂に潜ひそんでいると言われてきた。

　それが事実であったことは、既すでに確かく認にんされている。

　背徒にとって、イヴはもっとも重要な存在だ。

　神魔によって支配された世界で、背徒という反逆者が存在できるのも、旧き神々の一体、イヴが生き残っているからなのだ。

　イヴが存在することによって、旧き神々のシステムの一部が維い持じされている。

　そのシステムが、神魔の完全なる支配を食い止めているのだ。

　そして、かけらをすべて集めてイヴをよみがえらせれば──

　神魔が住む世界、楽園への扉とびらが開かれるという。

　背徒は楽園に攻せめ込み、神魔を殲せん滅めつすることを最終目的としている。

　そのためにも、イヴのかけらの所有者──〝フラグメント〟と呼ばれる存在である杏里の安全は、もっとも優先される事じ項こうなのだ。

「俺の最優先事項は、イヴのかけら探し──だからな」

　ジュカは、小声で言った。

　彼には、二年前に会ったイヴのかけらから授さずけられた力の一部が宿っており、その力はフラグメントとの縁えにしを繫いでくれる。

　簡単に言うと、ジュカにはイヴを見つける能力があるのだ。

　もっとも、どうやれば会えるのかは、はっきりしていない。

　ただ、犬も歩けば棒に当たる──ではないが、ジュカと縁がある少女がフラグメント、という可能性は高いのだ。

　それも、曖あい昧まいな話ではあるのだが。

「そうね、次の女を探すのがジュカ君の役目。大変なお勤めね……」

　杏里がそっぽを向きながら言った。

　次の女、とは誤解を招きそうな発言だが、事実ではあるので否定できない。

「さあ、昼休みが終わるわ」

　杏里はジュカと目を合わせずに言って、野菜サンドの残りを口に放ほうり込んだ。

　どうやら、彼女はご機き嫌げん斜ななめなようだ。

　神魔を倒たおした直後は、杏里はずいぶんとジュカに優やさしかったのだが、イヴのかけら探しの任務に戻もどったあたりから、不機嫌が続いている。

　ジュカも気にはなっているが、イヴのかけら探しと謎なぞの視線のほうが優先だ。

　まずは、ハルにも言われたとおり、視線の主を突つき止めたほうがよさそうだ。







　ジュカが背徒になったのは二年前、十四歳のときだ。

　彼は、日本のはるか南方、太平洋上の島に築かれた神聖都市〝エデン・ゼロ〟の出身である。

　そのエデン・ゼロは二年前に壊かい滅めつし、海へと没ぼつしてしまった。

　ジュカの幼なじみの少女──紅べに河かわ朱しゆ奈なは、たわむれで人間に転生した神魔だった。

　朱奈は、突とつ然ぜん正体を現し、ジュカの妹の魂を食らった。

　そして、実はイヴのかけらの持ち主──フラグメントだった妹の身体から飛び出したイヴのかけらを消しよう滅めつさせるために、神魔のみが使える最強の武装、聖せい装そう兵へい器きエクスカリバーを振るった。

　エクスカリバーの威い力りよくは凄すさまじく、イヴのかけらだけでなく、エデン・ゼロそのものを消し去ってしまったのだ。

　五万人の住人たちは、沈しずみゆくエデン・ゼロと運命をともにした。

　ジュカは、エデン・ゼロの唯一の生き残りである。

　家族も友人も故郷も失い、すべてをなくした彼は神魔への復ふく讐しゆうの道を選んだ。

　他ほかに、選せん択たく肢しなどなかった。

　もしあっても、迷わなかっただろう──ジュカはそう思っている。

　妹が魂を食われて死ぬべき理由など、なに一つなかった。

　エデン・ゼロの住人たちも同じだ。

　妹と故郷の住民たちを殺した朱奈を、そして神魔という存在そのものをジュカは決して許さない。

　神魔を殲滅するために、ジュカは命を懸かけて戦い抜ぬく決意を固めている。

「さて……」

　放課後になり、ジュカは一人で教室を出た。

　ハルはクラスメイトだが、杏里は隣となりのクラスだ。

　そのハルが杏里を迎むかえに行ってくれた。

　杏里のことは、ハルに任せておいて問題ないだろう。

　ジュカは、自分のやるべきことをやるために、歩き出した。

　下げ駄た箱ばこで靴くつに履はき替かえ、校舎の外に出る。

　聖十字学園の面積は広大である。校内をバスが走っているほどだ。

　二十の校舎が点在しており、それぞれの建物もかなり大きい。

　杏里から聞いた話によると、中等部から六年通っている生徒でも、行ったことのない場所、入ったことのない建物があるのは普ふ通つうらしい。

　ジュカは、校門へと続く道を外れ、歩いて行く。

　歩きながら、制服のポケットからスマートフォンスマホを取り出す。

　杏里に教えてもらった、学園が配布している校内地図のアプリを表示させる。

「こっちか。本当に広すぎてわかりにくいな、この学校は……」

　アプリとＧＰＳで方向を確認し、さらに進む。

　五分ほど校内を歩いて、目当ての建物が見えてきた。

　聖十字学園には、神魔を祀まつる教会がいくつか建っている。

　学園の南西部にも教会が一つある。そこが無人であることを、ジュカは知っていた。

　以前、杏里がその無人の教会で神魔に襲おそわれ、ジュカが助けたのだ。

　無人の教会は、見た目は特に寂さびれておらず、充じゆう分ぶんに綺き麗れいそうだ。

　ジュカは扉を開けて、中に入る。

　外観はともかく、中はさすがに多少ほこりっぽい。

　やはり、人の出入りはないようだ。

　以前のジュカと神魔の戦いで壊こわれた壁かべや、祭さい壇だんがそのままになっている。

　ジュカは、崩れた祭壇の前で立ち止まった。

　ここで一人の少女が、神魔に魂たましいを食われて死んだ。

　ジュカは一いつ瞬しゆんだけ目を閉じ、会ったこともないその少女の冥めい福ふくを祈いのる。

　神魔との戦いにしか興味がない背徒でも、死者に敬意を払はらう程度のことはするのだ。

「……外したか？」

　ジュカは、周りを見み渡わたして首を傾かしげた。

　おそらく、視線の主は常にジュカについてきている。

　そいつを教会に誘さそい込んだつもりだったが、人の気配を感じない。

　背徒の身体能力は、人間をはるかに超こえている。

　五感も同様で、集中すれば周囲数十メートルの生物の気配を捉とらえることが可能だ。

　しかし、遠くから運動部員のものらしき掛かけ声が聞こえるくらいだ。

　人ひと気けのない建物なら気配を探知しやすいかとも思ったのだが。

「仕方ない」

　ジュカが踵きびすを返そうとしたその瞬しゆん間かん──

「はい、ダメー。不合格ですね」

「…………っ!?」

　唐とう突とつな背後からの声とともに、背中になにかが押しつけられた感かん触しよくがした。

「そもそも、人気がないところなら気配を読みやすい、というのが安直なんですよ。どんな状じよう況きようでも自分に向けられた視線や殺気には敏びん感かんでいないと」

「……何者だ？」

「あはは、何者かなんて訊きかれたのは初めてですよ。やだなー、時代劇じゃないんですから」

　背中につきつけられていたものが離はなれ、ジュカは身を翻ひるがえしながらぱっと距きよ離りを取る。

「…………おまえは」

　ジュカは、背後に現れた人物から数メートルの間合いを空けて対たい峙じする。

　そこにいたのは──

「今の動きは悪くないですね。合格、とまではいきませんがっ」

　聖十字学園の制服を着た、一人の少女だった。

　彼女は片目をつぶり、右手の人差し指をジュカに向け──

「ばあんっ」

　と、拳けん銃じゆうを撃うつマネをした。

　背中に押しつけられていたのは、彼女の手だったらしい。ふざけた脅おどしである。

「ふふふふふっ、いやん、そんな目をしたら怖こわいですよっ」

　きびきびと弾はずむような声で少女は言った。

　見た目からして、どうにも得体の知れない女の子だった。

　まず身長がかなり低い。おそらく、一四〇センチに満たないのではないか。

　肩かたまで伸のばした髪かみは茶色で、頭の左側で一ひと房ふさちょこんと結んでいる。

　胸むな元もとに結んでいるのはリボンではなくネクタイだ。

　そのネクタイの下──胸は驚おどろくほど大きく盛り上がっている。

　杏里よりもやや大きいくらいではないだろうか。

　小こ柄がらな身体と豊かな胸はひどくアンバランスだが、それが逆に奇き妙みようなほど扇せん情じよう的だった。

「ええ、ご覧のとおりのロリ巨きよ乳にゆうですがなにか？」

「……別にそんなことは思ってない」

　またまたー、と少女はへらへら笑いながら言った。

「ちなみに、ロリといっても、私はあなたと同い年ですよ、ジュカさん」

「やはりＳＯＧか」

　ジュカは、さっと身構える。

　視線の主の姿が、あまりに想像と違ちがっていたので呆ぼう然ぜんとしてしまったが、迂う闊かつだった。

　ジュカの名前を知っていて、その上あっさりと背後を取るほどの気配の絶ち方。

　ＳＯＧで特とく殊しゆな訓練を受けた、神器適性者だろう。

　だが、少女はゆっくりと首を振ふった。

「ノーですよ。まあ、もったいぶらずに言うと、私もあなたと同類ですよ」

「……背徒だと？」

「論より証しよう拠こですねっ」

　少女は、さっと右手を振った。

　同時に、彼女の右手に奇妙な刃は物ものが握にぎられていた。

　柄つかから、湾わん曲きよくした短い刃が伸びている。

　それも、三本も──

　長さは大中小、という感じでそれぞれ異なっている。

「これが私の逆ゲキ牙ガ──三頭の蛇トライ・エツジです」

「…………」

　逆牙は、背徒がみずからの魂から生み出す武器だ。

　たいていは、剣けんの形を取っている。

　神器とは異なり、普段は身体の中に宿らせておける。

　ただ、ほとんどの背徒は逆牙をめったに使わない。

　逆牙は、魂から生み出す武器であり──魂そのものでもあるのだ。

　使用中にもし砕くだければ、それは自身の死を意味する。

　こんな風に簡単に人に見せるのは、非常に珍めずらしいと言えるが──

「ああ……確かに逆牙のようだな」

「信じてもらえました？　よかった、よかった」

　少女は再び手を振り、今度は逆牙を消した。

　逆牙の扱あつかいにも習熟が必要で、彼女のように簡単に逆牙を出したり消したりするには、かなり慣れないと難しい。

　少なくとも、ジュカは逆牙の出し入れには時間を必要とする。

　どうやら、この少女は背徒となってからそれなりに長いらしい。

「ま、これ以上の証拠はないですもんね。ロリっぽく見えても、ちゃんとした背徒ですよ。そうだ、自己紹しよう介かいを忘れてました。私は、紀き野のトーコ。トーコ、でいいですよ」

「…………」

　ジュカはなにも答えない。

　背徒にとって、名前はあまり意味がないのだ。

　ジュカも、ハルも本名ではない。

　人間だった頃ころの名前は捨て、背徒としての新しい名前をつけるのが普通なのだ。

「俺を見ていたのは、おまえなんだな？」

「ええ、ひたすらじーっと観察してました。監かん視しと言ってもいいですけど」

「なんのために？」

「もちろん、〝バベル〟からの命令です。あ、私はバベルのメンバーなんですよっ」

　バベル──それは、背徒をバックアップする組織の名めい称しようだ。

　組織の規模や実体を、ジュカは知らない。

　背徒がすべてバベルに所属しているわけではなく、ジュカも特にメンバーというわけではない。

　メンバーには背徒だけでなく、人間もいる。

　戦せん闘とうに参加するのは背徒だけだが、情報収集や連れん絡らく員、人間にもできる仕事はいくらでもある。

　まともな身分証もないジュカやハルが、聖十字学園に編入できたのも、バベルによる裏工作の賜たま物ものなのだ。

「バベルがなんのために俺を？　そもそも、なぜ背徒を監視要員として寄よ越こした？」

「質問は一つずつがいいですよ。こちらは、一つずつ答えてあげます」

　トーコは、にこにこ笑って言った。

　やはり、どうにも得体の知れない少女だ。

　ハルのようなわかりやすいタイプとはまるで違う。

「簡単な話です。ジュカさんが重要人物だからですよ。野放しにはできませんっ」

　それは、ジュカも理解している話だった。

　ジュカは、妹に宿っていたイヴのかけらの力をわずかに受け取っている。

　その力はジュカに〝イヴとの縁えにし〟を植えつけ、さらにとてつもない力をもたらした。

　狂きよう乱らんのアダム──

　イヴが生み出した、凄まじい戦闘能力を持つ巨人である。

　旧ふるき神々と神魔との戦争では、数千体の神魔を屠ほふったらしい。

　そのアダムは、今は神魔が住む楽園の地下深くに封ふう印いんされている。

　ジュカは、体内にわずかに宿るイヴを介かいして、アダムの力の一部を〝ダウンロード〟することが可能なのだ。

　その力はあまりにも強大で、神魔を一体、易やす々やすと葬ほうむってしまった。

　確かにこんな力の持ち主を、バベルとしても放ほうってはおけないだろう。

「ご理解いただけたようですね。それと、私が観察のお仕事を受けたのは、ジュカさんが好みだからです」

「おまえは俺の好みじゃない」

　ジュカは、適当なことを言った。

　冗じよう談だんにまともに受け答えするほど、トーコとはまだ親しくない。

「残念ですね。ま、ハルさんがフラグメント──天ヶ崎杏里のガードにつくっていうから。あの人なら、ガードとジュカさんの監視、両方やるのは可能でしょうけど……」

「ハルと知り合いなのか」

「何度かお会いしてますよ。あちらは最強の七つの大罪で、こっちはヒラの背徒ですけどねっ」

　そう言ってから、トーコは人差し指でこめかみを押さえた。

「ただ、ハルさんは強いことは強いんですけど……なんていうか、大ざっぱというか、ガサツじゃないですか？　監視なんていう、細やかさが必要な仕事には向かないと思いまして。あ、私が思ったんじゃないですよ。バベル上層部の判断です」

「まあ……確かにな。ハルには向かないかも」

「あ、ガサツを認めましたね。これで共犯ですよっ」

「……おまえは、細やかな仕事に向いてるのか」

「私は粘ねん着ちやく質しつな性格ですからね。監視とか超ちよう向いてますよ」

　トーコは、なぜか嬉うれしそうだ。

　粘着質な少女に監視されるジュカのほうは、たまったものではないが。

「まあ、遠くからの監視はもうおしまいです。同じクラスですし、これからは近くで見守らせてもらいますよっ」

「同じクラス……？」

　ジュカには転校生を見た覚えはない。

　そもそも、短期間のうちにジュカとハルという二人の転校生を迎むかえたのだ。

　これ以上転校生が来るのは、さすがにおかしい。

「私、隠おん密みつ行動が大得意なので。こっそり編入して、こっそりクラスにいました」

「おまえ、なにか妙みような術を使ってるんじゃないだろうな……？」

　そのステルス性能は、あまりに異常すぎる。

「あまり気にしないでください。というか、私だって大変なんですよ。毎月、ジュカさんの観察記録をレポート用紙五枚にまとめて提出しないといけませんし」







[image: ]







「宿題か……？」

　バベルというのは、一種の秘密組織のようなものかとジュカは思っていた。

　あるいは、想像とは違うのかもしれない。

「あと、任務はそれだけじゃないですしね……」

　トーコは、ぴょんと一歩前に跳とんで、ジュカのすぐ前に立った。

　小柄な彼女が、意味ありげな上うわ目め遣づかいでジュカを見つめてくる。

　見下ろす形になったジュカの視界に、彼女の整った顔と、豊かな胸が飛び込んで来てしまう。

「……他ほかにも仕事があるのか」

　ジュカは目を逸そらしながら言った。

　もっとも親しかった幼なじみの少女に裏切られたせいで、彼は女の子が苦手になってしまった。

　ようやく、杏里やハルには慣れてきたが、他の女子となるとまだまだ目を合わせるのも難しい。

「ええ、それはですね──伏ふせてっ！」

　突とつ如じよ、トーコの口調が鋭するどいものに切り替かわった。

　さっきまでの甘い声こわ色いろとはまるで違う。

「…………っ！」

　ジュカは、トーコに押し倒たおされるような格好になる。

　倒れていくジュカの頭上を、ヒュンと音を立ててなにかが高速でかすめていった。

「なんだ!?」

「はい、慌あわてないでくださいねー。狙そ撃げき……いえ、違いますか」

　トーコは、ジュカを押し倒した体勢のまま、ぺろりと唇くちびるを舐なめた。

　どこか、喜んでいるようにも見える。

「なんだ、いったいなにがあった？」

「ほら、見てください」

　トーコは、ごろりと身体からだを回転させて、ジュカの隣となりに横になる。

　彼女はすっと右手を挙げて、壁かべのほうを指差した。

「……あれは、矢か」

　教会の壁に、一本の矢が突つき刺ささっていた。

　というより、めりこんでいるという表現が正確かもしれない。

　和弓の矢で、矢羽近くまで壁に埋うまってしまっている。

　コンクリート製の壁に、矢が突き刺さるなど常識ではありえない。

「あの矢、逆側の壁を貫かん通つうして、あそこに刺さってますね。当たってたら、ジュカさんの頭なんて軽く貫つらぬいてたでしょう」

「……助かった」

「お礼はいりませんよ。死体の監視なんて面おも白しろくないですからね」

「死体になったら、監視はいらないだろう」

「死体を監視してるとか、猟りよう奇き的ですねっ。嫌きらいじゃないけど」

　やはり、この女はおかしい──

　ジュカは助けてもらったことは感謝しつつも、油断はしないことにした。

「っと、次、来ますよっ！」

「ちっ……！」

　ジュカにも今度は感知できた。

　教会の壁の向こう、おそらく十メートル以上離はなれたところからヒュッと風切り音が聞こえた。

　ジュカは、右手を床ゆかに叩たたきつけるようにして、その場から跳んだ。

　再び、高速で飛来した矢が壁を突き破り、ジュカの脇わき腹ばらをかすめていく。

「なんだ、いったい……どうなってる!?」

「うーん、一射目も二射目も、明らかにジュカさんを狙ねらってますねえ。まあ、私は命を狙われる覚えなんてないですけど」

「……俺には、敵を増やすタイプに見えるがな……っと！」

　ジュカは、また横に跳んだ。

　今度の矢は、ジュカの右頰ほおをわずかに斬きり裂さいてしまう。

「ぐっ……！」

　少しかすっただけだというのに、燃えるような激痛が走った。

　衝しよう撃げきが全身に伝わり、脳はぐらぐらと揺ゆれている。

「この矢の威い力りよく……神じん器きか！」

「そうに決まってるじゃないですか。今さら、なに言ってるんです」

　トーコは冷静に言った。

　床にうつぶせに寝ね転ころがったまま、両手で頰ほお杖づえなどついている。

「ところで、おまえはなにをしてるんだ？」

「狙われてるのはジュカさんですから。下手に頭を上げたら巻き添ぞえくっちゃうじゃないですか」

「……怠たい惰だな監かん視し役だな」

「観察がお仕事ですからっ。見てるだけです。護衛は任務に含ふくまれません。あと、ぶっちゃけ私って、戦せん闘とうは苦手なんですよねー」

「おまえ、背徒のくせに……！」

　言いかけて、ジュカはまた跳んだ。

　今度は、矢が続けて飛んでくる。

　ジュカは、会衆席の上を走りながら、矢をかわしていく。

　背徒のスピードで走っているというのに、矢は正確にジュカを狙ってくる。

　いや、そもそも教会の外から壁越ごしに射てきているというのに、なぜジュカを狙えるのか。

　あの凄まじい威力ならば、急所が外れても大ダメージを受けるだろう。

　一発でもくらえば、戦闘不能になりかねない。

「くっ、次から次へと……！」

　ジュカは、奥歯をギリッと嚙かんだ。

　矢は止まらずに、次々と打ち込まれてくる。

　敵は、いったい何本矢を持っているのか、と妙なことが気になった。

　そうだ、矢といえば──

「…………っ！」

　なにか思い出しそうになったところで、ジュカはグンと身体を引っ張られた。

　ブレザーの裾すそに矢が刺さり、その勢いに引かれて転てん倒とうしてしまう。

「おおっ、ジュカさん、ピンチですねっ」

「手伝わないなら黙だまってろ！」

　ジュカは、のんきなトーコに叫さけび、素す早ばやく立ち上がった。

　ポケットから取り出したマスクをかぶる。

　顔の下半分を丸ごと覆おおうタイプで、裂けた口に鋭い牙きばがびっしりと生えた模様が入っている。鬼おにの口のようにも見えるデザインだ。

　顔を隠かくすためのマスクではない。

　これをかぶることが、ジュカが戦闘モードに入るためのスイッチなのだ。

　続けて、さっと右のてのひらを広げる。

　会衆席の上を走りながら、ズズズズズと奇き妙みような音を立て、ジュカの右手から刃やいばが飛び出してくる。

　さらに柄つかと鍔つばが現れ──一ひと振ふりの長ちよう剣けんがジュカの手に握にぎられていた。

　曇くもりのない両りよう刃ばの刀身に、無骨な拵こしらえ。

　叩き斬ることに特化した、頑がん丈じようで重々しい剣だ。

　斬ざん神しん絶ぜつ魔ま──ジュカの魂たましいから生み出された逆牙である。

「うおおっ！」

　ジュカは、逆牙を二度振って、飛んできた矢を叩き落とす。

　腕うでに、ビリビリと痺しびれるような衝撃が伝わってくる。

　コンクリートの壁を貫通するような矢だ。威力は銃じゆう弾だんより上かもしれない。

　このままでは、逆牙を使ってもひたすら受けに回るハメになる。

　ならば──！

　ジュカは、逆牙を構えたまま、矢が打ち込まれてくるほうへと走り出した。

「はい、合格ー」

　トーコのそんな台詞せりふが聞こえたが、ジュカは気にせず駆かけていく。

　床から二メートルほど上にステンドグラスがはめられている。無む惨ざんに割れてしまっているが、それは以前にジュカが破ったものだった。

　だが、ジュカが目指したのは割れたステンドグラスではない。

　斬神絶魔を上段に構え、壁に向かって一気に振り下ろした。

　背徒のパワーで振るわれた斬撃は、凄まじい威力を発し、コンクリートの壁を斬る──いや、砕くだき散らせた。

　魂から生み出された逆牙は、本来は霊れい体たいを斬る武器である。

　それは、神魔の肉体が実体であると同時に霊体であるという、複層構造になっており、その本質は霊のほうだからだ。

　いくら神魔の肉体を傷つけても、彼らを倒すことはかなわない。

　だから、霊体を斬れる逆牙こそが神魔を倒せる唯ゆい一いつの武器なのだ。

　そして、それだけではなく、同時に神魔の肉の身体を砕くことも可能だ。

　ジュカは今、逆牙の霊体攻こう撃げきを一時的にオフにして、物質だけを砕いたというわけだ。

「いた……！」

　ジュカは壁を砕くと同時に、外に飛び出していた。

　教会から十メートルほど離れたところに、一人の少女が立っている。

　長い黒くろ髪かみに、白いカチューシャ。

　思わずはっとするような、ずば抜ぬけた美び貌ぼう。

　聖十字学園の制服姿だが、赤いブレザーは着ておらず、上は白いブラウスのみだ。

　チェックのスカートから伸のびる細い足に、黒いストッキングをはいている。

　彼女が手にしているのは、どこか禍まが々まがしく感じられる真っ黒な弓だ。

「おまえは……」

　ジュカは、その少女にどこか見覚えがあった。

　向こうも同様らしく、じっとジュカの顔を見つめたまま動かない。

「……はっ!?　い、意外なところから出てきましたね」

　少女は不意に我に返り、弓を構え直した。

　弦つるを引くと、白く輝かがやく矢が現れ、実体化する。

「今日はよだれは垂らしてないのか」

「くっ……や、やっぱりあのときの男の子……！　写真見たときにもしやと思ってましたけど……！」

　少女は顔を真っ赤にして、ぶんぶんと首を振る。

「あなたが冴木ジュカ……新たな神殺しなんですね」

「だったらどうする」

「お覚かく悟ごを」

　少女は言って、さらに強く弦を引いた。

　それと同時に、矢が放たれる。

　ごおっと空気を突つき破りつつ、目にも留まらぬ速さで飛んできた矢を──

「ふっ！」

　ジュカは気合い一いつ閃せん、逆牙で叩き落とした。

　距きよ離りが近くなり、壁かべを貫通した分のエネルギーが滅殺されていない分、矢の勢いは鋭するどくなっている。

　少女の矢は、恐おそろしいほど狙いが正確だ。

　それは、昨日の夜、通行人のわずかな隙すき間まをすり抜けてカインズを射抜いたことからも明らかだ。

　だが──今は射手の姿が見えていて、いつどこから射ってくるかわかる。

　ならば、まっすぐ飛んでくるだけの矢など、逆牙でさばくのは難しくない。

「その程度か、ＳＯＧの神器適性者」

　ジュカは、鋭い目で少女を見つめながら言った。

　少女は否定しない。

　杏里のように、神器適性者だからといってＳＯＧとは限らないが、背徒を狙う神器適性者となれば話は別だ。

「……そういえば、あなたの名前を知っているのに、こちらが名乗らないのはフェアじゃないですね。私は、二にノの宮みや咲さく耶や。お察しのとおり、ＳＯＧの一人です」

「神魔の命令ならなんでもやる連中に、〝フェア〟なんて概がい念ねんがあったとはな」

　ジュカは、皮肉を込こめて言った。

　杏里の事件の際、ＳＯＧから送り込まれた神器適性者たちに奇き襲しゆうをくらったこともある。

　ジュカがＳＯＧに好印象を持つ理由は一つもなかった。

「ん？　あのー、ちょっとおかしいですよ」

　咲耶が、恐る恐るといった様子で口を開く。

「実は私、聖十字の三年生なんです。冴木君は、二年生ですよね？　私、先せん輩ぱいなんですからタメ口はちょっと……」

「別に、学園の先輩後こう輩はいとして話してるんじゃないだろう」

　お互たがい、手には一撃必殺の武器を持っている。

　こんな状じよう況きようで先輩風を吹ふかされても、対応のしようがない。

「そ、そうですか。こんな形で出会わなかったら、先輩後輩だったのに……」

「いや、出会いは例のよだれのときだろう」

「よだれ、忘れて！」

　なぜかカタコトのようになって、咲耶が赤面しつつ叫んだ。

　別にジュカはからかったわけではなく、事実を指し摘てきしただけなのだが。

「自己紹しよう介かいは終わりました。では──いざ尋じん常じように！」

「…………！」

　咲耶が素早く弓を引き、さっと矢を放った。

　ジュカは、また逆牙で矢を叩たたき落とす。

　さっきまでより少し遅おそいくらいの矢だった。さばくのはたやすい──が。

「なっ!?」

　ジュカは大きく目を見開いた。

　叩き落とした矢とまったく同じ軌き道どうで二本目の矢が飛んできている。

　連射──しかも、一本目の矢に隠かくれて、二本目がまるで見えなかった。

　剣けんで防ぐのは、間に合わない──！

　ジュカはとっさに身を屈かがめ、地面を転がるようにしてそこから離はなれる。

　ギリギリのところで矢は逸それていったが──

「くっ！」

　ぱっと身体からだを起こし、そのときにはまた矢が襲おそいかかってきていた。

　しかも、今度はまったく同じ速度で、三本の矢が並んで飛んできている。

「うおおおっ！」

　ジュカは叫びながら、逆牙を鋭く一閃させる。

　まとめて三本の矢を弾はじき、崩くずれたままだった体勢を立て直す。

「いい動きです……！」

「おまえ……！」

　ジュカが体勢を整えている間に、咲耶が素早く肉にく薄はくしていた。

　弓矢の射手が間合いを縮めてくるなど、なんのつもりか──

「空くう絶ぜつの魔ま弓きゆう──閃滅斉射スパークシヨツト！」

　咲耶が叫ぶと同時に、ぱっと三本の矢が放たれる。

「ぐぅっ！」

　至し近きん距きよ離りからの矢に、ジュカは驚おどろきつつも逆牙を素早く振るう。

　かろうじて三本の矢を払はらい、すかさず弓の弦を狙ねらって逆牙を振り下ろす。

「ふっ！」

　再び咲耶は叫び、左足を軽く引いて、それだけの動きでジュカの逆牙の攻撃をかわした。

　かわしつつ、さらにまた弓を引き絞しぼっている。

　わずかな動きで攻撃と防ぼう御ぎよを両立させる体術に加えて、変へん幻げん自じ在ざいで放たれる矢──

「化け物か、おまえは！」

「失礼ですね──！」

　ジュカと咲耶は怒ど鳴なり、逆牙を振り、矢を放つ。

　キンッキンッ、と続けて澄すんだ音が鳴り響ひびく。

　逆牙の刃やいばと、連続して放たれた矢が衝しよう突とつし、火花が激しく散った。

　ジュカの逆牙も、咲耶の矢も止まらない。

　二人は互いに手が届く距離で、巨きよ大だいな剣を振り、矢を放ち続けている。

「うおおおおおおおおっ！」

「はあぁぁぁぁっ！」

　はたから見れば、とてつもなく奇き妙みような戦いだろう。

　巨大な剣を操あやつる剣士と、弓矢使いが接近戦を繰くり広げているのだ。

　特に、弓矢使いが剣と接近戦で渡わたり合えるというのが尋常ではない。

「こいつは──！」

　ジュカは、油断せず剣を振りながら、咲耶の動きを分ぶん析せきする。

　咲耶は、ジュカが剣を振るのと同じ速さで矢を放っている。

　弓の弦を引く、矢を実体化させる、狙いを定める、矢を放つ。

　咲耶は、これらの動作を一いつ瞬しゆんで行っているのだ。

　早はや業わざというより、もはや神業のレベルである。

　ジュカが振ふった剣けんを放った矢で受けているのだ。弓矢で防御など、信じられない。

「ふっ……！」

　突とつ然ぜん、咲耶が後ろに跳とんだ。

　引き絞っていた弓を──ゆっくりと下げる。

「……なんのつもりだ？」

「私の目的は達成されたんです」

　咲耶が弓の弦を静かに戻もどすと、つがえていた矢もぱっと光になって散った。

「目的？　俺とこんなバカげた戦いをすることがか？」

「あなたが背徒かどうか、確かく認にんしただけです。最初から殺すつもりはありませんでした」

「……その割には、ずいぶん遠えん慮りよなく射ってきたな」

　避よけなければ、ジュカは何本もの矢で串くし刺ざしになっていただろう。

「私が本気だったら……」

　今度は弓そのものが、十じゆう字じ架かの形に変化──元に戻った。

「最初の一いつ矢しで頭を射い抜ぬいています」

「手加減した、というにはやはり無理があるんじゃないか」

　頭に刺さらなければいいというものでもないだろう。

「背徒は凄すごい回復力があるんでしょう。頭と心臓は外してました。私は、狙ったところを射抜けますし──狙っていないところには絶対に当てません」

「たいした自信だな……」

　もちろん、ジュカも咲耶の弓矢の腕うで前まえが超ちよう一いち流りゆうなのは認めている。

　だが、動く的を相手にどこまで急所を外せるものなのか。

「それじゃ、失礼しま──」

　咲耶がかっこつけて踵きびすを返そうとして。

　ぐうーっ、と間の抜けた音が鳴り響いた。

「あっ……！」

　咲耶がぴたりと動きを止め、その顔がたちまち真っ赤に染まっていく。

「ち、違うんです。これは……その……だって、神器を使うとお腹なかが……」

「じゃあ、違わないじゃないか」

「も、もう……よだれとかお腹鳴ったりとか、これじゃ私……！　あうううっ！」

　咲耶は、今度こそ身を翻ひるがえそうとして──

「うぁっ！」

　なにもないところでつまずき、転んだ。

「…………」

　咲耶は地面に両手両りよう膝ひざをつき、ジュカのほうにお尻しりを向ける格好になった。

　スカートが派手にめくれ上がり、黒ストッキングの向こうに白い下着がうっすらと透すけてしまっている。

「あ、あああああ……もうダメです……！」

　咲耶は慌あわててスカートを直すと、這はうようにしてジュカから離れていき、なんとか立ち上がって走り出した。

「……なんだったんだ」

　ジュカは、すっかり小さくなった咲耶の背中を見ながら独りごちた。

「なにって、ジュカさんの様子を見に来たんでしょう。それらしいことを言ってたじゃないですかっ」

　いつの間にか、トーコがジュカのすぐ隣となりに現れていた。

　またもや、まったく気配を感じなかった。

「まあ、襲われたけど、最後にいいもの見られたのでプラマイゼロじゃないですか？」

「俺は女に興味はない」

「嬉うれしいくせにっ。身体は正直なものですよ」

　トーコが、肘ひじでジュカの脇わき腹ばらをつついてくる。

「くだらん。それより、様子を見に来たなんてぬるすぎる。俺は、神魔を殺したんだぞ」

「神魔は仲間を殺されたからって、復ふく讐しゆうしたりしませんよ。他ほかの神魔が、ＳＯＧにあなたの抹まつ殺さつ指令を出すとかはないですね。ＳＯＧが勝手に動くことも普通はないですし」

　要するに、トーコもハルと同じ意見のようだ。

　現在、ＳＯＧがジュカを狙う理由はないということ──

「本当にただの様子見でしょう。ただ、彼女が出てきたのは意外ですけどねっ」

「……あの女、二ノ宮咲耶とか言ってたが……知ってるのか？」

「えぇ……？」

　トーコが、首を傾かしげながらもの凄い顔をした。

　その表情は、「こいつバカじゃないか」と雄ゆう弁べんに語っている。

「なんだ、もしかして有名人なのか？」

「あのですね、あなたもイヴのかけらを探しにこの街へ来たんでしょう。だったら、少しくらい下調べをしておきましょうよ」

　トーコは、やれやれといった表情になって。

「二ノ宮咲耶──あの人は、〝神じん器き覚醒者マスター〟ですよ」

「覚醒者……？」

　ジュカは、神器についてはあまり詳くわしくない。

　彼が育ったエデン・ゼロでは、神器適性者の育成が行われていなかったからだ。

「適性者の上位存在、と思っていいですっ。神器をもう一段階進化させた人、とでもいうべきでしょうか。その進化を、〝覚かく醒せい〟って呼ぶらしいです」

「進化？　つまり、強力な神器ということか？」

「ざっくり言うとそうです。覚醒させる手段は、私もよく知りませんけどね。ただ、覚醒した神器は能力が強化されるのはもちろん、使い手自身にも力が付ふ与よされるんです。主に肉体の強化ですねっ」

「あの女のとんでもない早打ちは、神器から与あたえられた力のおかげ──というわけだな」

　やはり、弓矢で剣と接近戦を繰り広げるなど、尋常ではない。

　咲耶の異常な早打ちは、背徒並みの身体能力があってこそだろう。

「他にもなんか能力があるらしいですけど、秘密みたいですねっ」

「なるほどな」

　壁かべの向こうから矢を正確に打ち込んできたあの技術も、少々鍛きたえた程度では不可能だ。

　使い手本人が、特とく殊しゆ性せいを備えているからこその技わざなのだろう。

「なので、神器覚醒者の戦せん闘とう能力は背徒にも劣おとりません。ていうか、新人のジュカさんでは彼女とまともにやり合っては勝てないでしょう。だから様子見というのはマジです。本気だったら、確かに一発で終わってましたねっ」

「覚醒者というのはそこまでのものなのか……？」

「そこまでのもんです。現在、世界でも十二人しかいませんから」

「十二人か……」

　その情報を歓かん迎げいすべきかどうか、ジュカには判断できない。

　あれほどの戦闘能力を持ち、神魔に従属する人間が十二人もいると考えるか。

　あるいは、たった十二人と考えるか。

「というわけで、二ノ宮咲耶さんはめちゃ有名なんですよ。ところで、ジュカさん」

「なんだ？」

　トーコは、背せ伸のびして、じーっとジュカの目を覗のぞき込んでくる。

「イヴとの縁……アダムの左眼は、反応してないですか？」

「……ないな」

　ジュカは、トーコの質問を理解した。

　初めて杏里と会ったとき、ジュカの左目は涙なみだを流した。

　イヴとの縁を持ち、イヴのかけらの少女に反応する目。

　だが、この目の精度がどれほどのものかまだはっきりしない。

「そうですか。まー、出会った女の子がみんなフラグメントとは限りませんからねっ。あの人は、腹ぺこキャラでドジッ子な──神器覚醒者というだけですかね」

　そう言って、トーコはわずかにため息をついた。

「ただ、正直あの人は気に入らないですね」

「ＳＯＧの人間だからか？」

「いえ、私と敬語キャラがかぶってるじゃないですか」

「……おまえのは慇いん懃ぎん無ぶ礼れいというんだ」

　ジュカは、じろりとトーコを睨にらみながら言った。

　やはり、この背徒はどこまで本気かわからない。

　しかし、それよりも二ノ宮咲耶のことだ。

　まさか、そう簡単にイヴのかけらの所有者と会うことはあるまい。

　だが、フラグメントではなくても、強力な神器の使い手に目をつけられたことは間違いない。

　彼女の弓矢ならば、遠えん距きよ離りからの暗殺も可能だろう。

　常に警戒しておく必要はありそうだ。

　ジュカは、神魔への復讐にしか興味がない。

　それでも──いや、そのために死ぬわけにはいかないのだ。







「バカな……。なぜ仕留めなかったんだ」

　聖十字学園、第四校舎の屋上。

　そこに、眼鏡をかけた長身の男子生徒の姿があった。

　咲耶の兄、二ノ宮鷹たか耶やである。

　彼もまた、聖十字学園の生徒なのだ。

　鷹耶は屋上の柵さくに手をかけ、遠くをじっと見ながら、呆ぼう然ぜんとしている。

　視線の先には、二人の背徒と、去っていく妹の姿がある。

「咲耶の魔弓なら、あの程度の背徒など簡単に……！」

「いやいや、君が様子を見てこいって言ったんでしょ？」

　鷹耶の背後に立っていた男が、にやにや笑いながら言った。

　男の見た目は二十代前半といったところ。

　銀色の髪かみを長めに伸のばし、キャメルの上品なロングコートを羽織っている。

　コートの胸ポケットには、蜘蛛くもをかたどったマークが刻まれていて、それは品のいいコートにやや合っていない。

　恐おそろしいほど整った顔をしているが、軽けい薄はくそうな表情のせいで多少三枚目に見える。

「そ、それはそうですが……」

　鷹耶は、男のほうを振ふり向いた。

「チャンスがあれば、言われたこと以上の成果を出すのは当然でしょう？」

「そうだね、君が今こうしているようにね。ＳＯＧの命令もなしで、独断で動いてる」

「やるべきことをやっているだけです」

　鷹耶は、きっぱりと言った。

「ふーん、まあそうとも言えるかな」

「それに……サリエール様にはご報告したではないですか」

「ふふふ、嬉しいね」

　男──サリエールは微笑ほほえみながら頷うなずいた。

「ただ、私は一応神魔ではあるけれど。単なるＳＯＧのオブザーバーだからね」

　そう、サリエールはこの世界の支配者、神魔のうちの一体なのだ。

　地上に降りている神魔は少なくないが、彼はその中でも特殊な位置にいる。

　ＳＯＧは神魔の命令を受けて動く組織であるが、メンバーに神魔はいない。

　ただ、サリエールのようにオブザーバーとして参加している神魔が数体いるのだ。

「つまりね、意見を言う資格はあるが、ＳＯＧへの命令権は持ってない。ある意味、他の神魔たちより権限がないんだよねえ」

「ですが……あなたは神魔様です。我らが崇あがめるべきお方です」

「ありがとう。君のように忠義の篤あつい人間は好ましいよ。人というのは、我らから見ても多少不可解なところがあるからねえ」

「僕は違ちがいます。ただ神魔様のためだけを考えていますから。たとえ、ＳＯＧの命令に背くことになるとしても……！」

「ははは、頼たのもしいなあ」

　サリエールは優やさしい微笑みを浮うかべる。

　しかし──その目だけが笑っていない。

　鷹耶は、気づいていないようだ。

　まったくもって、愚おろかしく──そして面おも白しろい男だった。

「ただねえ、鷹耶」

　サリエールは、ぽんと鷹耶の肩かたに手を置いた。

「妹さんの手た綱づなは、しっかり握にぎっておいたほうがいいね。彼女は言われたことはやったけど、それ以上はなにもしていない。ああ、確かに問題かもね。彼女はなにも考えていない。忠誠心で動く君とは違ってね」

「も、申し訳ありません。思し慮りよの浅い妹で……」

　肩を震ふるわせる鷹耶の身体からだに、鎖くさりが巻きつきつつある。

　縛ばく鎖さ──

　すべての人類の身体と心を縛しばりつけるために、神魔が放った鎖である。

　人間は生まれながらにして、例外なくこの縛鎖に縛られている。

　縛鎖がある限り、人は決して神魔には抗あらがえない。

「いやいや、素す晴ばらしい妹さんだよ。ただ……強大な力を持っているからこそ、誰だれかが制せい御ぎよしてあげなきゃいけない。心が未熟なようだからねえ」

「は、はい。それこそ僕の仕事です……！」

「そうさ、だったら君にも覚かく悟ごは必要だよねえ」

　さらに強く、縛鎖が鷹耶の身体に巻きついていく。

　鎖は、鷹耶の目には見えていない。

　そして、鷹耶はこの優しげな神魔に操あやつられていることにも気づいていない──

「これをあげよう。横流し品だから、あまりおおっぴらにしないようにね」

「サリエール様、これは……」

　鷹耶は、サリエールが差し出してきた円えん筒とう形の小さな瓶びんを受け取る。

「知っているだろう？　ＳＯＧの神器適性者には配布されているんだから。だが、あれでは量が足りないんじゃないかな。神器覚醒者を妹に持つ君には」

「は……はい」

　鷹耶は、小さく頷いた。

　瓶の中には楕だ円えん形の白い薬やく剤ざいが大量に詰つめられている。

　エリクシル──

　神器適性者が霊気オドを高めるために服用する霊れい薬やくだ。

　その効果は絶大ではあるが、当然ながら副作用はある。

　だから、めったなことでは服用しないのだが──

「必要なときに使うといい。君には期待してるよ、二ノ宮鷹耶」

「……はい！」

　鷹耶は、今度は大きく頷いた。

　サリエールは、ＳＯＧでは単なるオブザーバーだ。

　しかし──上級神魔のうちの一体である。

　本来は、地上での仕事に従事するような格の低い神魔ではない。

　だが彼は、気まぐれで気ままなのだ。

　そして、くだらないことを好むという悪あく癖へきがある。

　その趣しゆ味みを満足させるために、鷹耶は大活かつ躍やくしてくれそうだ。

　それに、妹である二ノ宮咲耶に、新たなる神殺し。

　これは面白くなりそうだ──

　サリエールは、鷹耶に見えないようにほくそ笑んだ。







　２章　服従者の論理







　コスプレ喫きつ茶さ、レッド・リリィ。

　池いけ袋ぶくろ駅から徒歩で二十分ほどの位置にある店だ。

　立地条件はいまいちだが、客入りは悪くない。

　午後五時過ぎ、夕食にはまだ早いものの、ガラス窓から見える店内は八割ほどが客で埋うまっている。

「おー、いっぱいお客さん入ってますねっ。開店したばかりの物もの珍めずらしさを差し引いても、悪くないんじゃないでしょうか」

「……本当におまえも来る気か」

　ジュカは後ろを向いて、店内を楽しそうに見ているトーコを睨む。

「来る気もなにも、もうお店の前ですし。お店なんだから誰が入ってもいいでしょう」

「まあ……それもそうか」

　ジュカは、なんとなく納なつ得とくしてしまった。

　二にノの宮みや咲さく耶やという、危険すぎる射手との戦いは意外なほどにジュカを消しよう耗もうさせていた。

　トーコが「観察係なので、常にそばにいますよー」と宣言して、ついてきても追い払はらう余力もなかった。

「でも、ジュカさんってここに住んでるんですよね。住所はコスプレ喫茶とか、もの凄すごいですっ」

「好きで住んでるわけじゃない」

　ジュカは、学園近くにアパートを借りていたが、そこは引き払うハメになった。

　先日の事件の際、ジュカと杏あん里りはこのコスプレ喫茶にしばらく住み込んでいた。

　杏里が住んでいたマンションが、神しん魔まに差し向けられた神じん器き適てき性せい者しやに襲おそわれたからだ。

　コスプレ喫茶はハルが店長を務めていて、彼女が住んでいる部屋なら安心して居い候そうろうできたというわけだ。

　杏里を狙ねらっていた神魔はジュカが倒たおし、脅きよう威いはとりあえず去った。

　ただ、杏里が一人暮らししている部屋も放ほうっておくわけにはいかない。

　そして、今はハルが杏里のガードについている。

　そういうわけで、杏里のマンションにハルが住み込みで護衛し、その間、空いているコスプレ喫茶の留守をジュカが預かることになったのだ。

「あんな凶きよう暴ぼうな店長がいる店に、盗ぬすみに入るバカがいるとは思えないがな」

「犯人、地の果てまでも追われちゃいますねっ」

　にこにこ笑いながら、トーコが同意する。

「追われるだけで済めば上等だな」

　ジュカはどうでもいいことを言いつつ、店のドアを開けて中に入った。

「遅おそい！」

　いきなり、罵ば倒とうが飛んできた。

　誰の声なのかは確かく認にんするまでもなかった。ハルだ。

「いったい、どこで道草食ってたのよ！　もう店始まってるんだからね！」

　レッド・リリィは午前中から営業している。

　ハルは学校に行っているので、他ほかの店員が店を開けているのだ。

　午後四時から五時までの間は休きゆう憩けいで、その間に帰宅したハルが合流するというわけだ。

　そして、ジュカもコスプレ喫茶の家賃代わりという名目で働かされている。

　トーコに言ったとおり、好きで住んでいるわけではないのだが。

「唯ゆい一いつの男手がいなくてどうすんのよ！　お店が潰つぶれたらあたしもあんたも路頭に迷うんだからね！」

「あ、ああ……」

　まくし立ててくるハルに、ジュカは思わず頷いた。

　店内で店長が店員を叱しかりつけているなど、褒ほめられたことではない。

　だが、店内の客たちは「おーっ」「始まった」「もっと言え言え」などと大盛り上がりだ。

　コスプレ喫茶の客たちにハルの罵倒は大人気で、「むしろ俺も罵ののしってもらいたい」と羨うらやまれるほどなのだ。

　この店の客層は、かなりどうかしている。

「まったくもう。いいからさっさと着き替がえ……て……」

　ハルは、そこでようやくジュカの隣となりに立つ少女に気づいたらしい。

「はろはろー、ハルさーんっ」

「あ、あんた……トーコ……どうして……」

　ハルは、ぶるぶると震える指でトーコを指差している。

「ざっくり言うと、ジュカさんのアシスタントですっ」

「アシスタントって……あんたが……？」

「バベルも人手不足でして。私程度の者が、ジュカさんのサポートにつくことになったわけです」

　監かん視し、とは言わないらしい。確かにおおっぴらに話すことでもないが。

「……ふーん」

　なにやら、ハルは面白くなさそうだ。

　トーコとは相あい性しようが悪いのかもしれない。

「なるほどね、ルーキーが感じてた視線っていうのはあんたの仕し業わざか」

「気づかれるとは、私もまだまだですっ」

「よく言うわ」

　ハルは、また面白くなさそうに言った。

「それで……あんたは客なの？　それとも、ルーキーと一いつ緒しよにここで働くの？」

「うーん、バイトも楽しそうですけど、私の任務はあくまでジュカさんのお手伝いですからねっ。お客ってことで」

「はーい、一名様ご案内。よろしく」

　ハルはどうでもよさそうに言って、近くにいたウェイトレスを呼び止めた。

　そのウェイトレスは、鮮あざやかな赤のチャイナドレスを着ている。

　細かい刺し繡しゆうがいくつも入り、ずいぶん上等なもののようだ。

　胸むな元もとは大きく盛り上がり、大だい胆たんなスリットが入っていて驚おどろくほど白い太ももが見えてしまっている。

「……わかった」

　少しの間を置いて、ウェイトレス──杏里は頷うなずいた。

　杏里が狙われていた時期に、居候の家賃代わりに始めたバイトだったが、彼女もまだ続けているのだ。

「こちらへどうぞ」

　杏里は、ぼそりと言って歩き出した。

　トーコがニヤニヤ笑いながら、杏里の後ろをついていく。

「…………っ」

　なんとなくその様子を見ていて、ジュカはぎょっとした。

　突とつ然ぜん、杏里が立ち止まり、視線を向けてきたのだ。

　その目が妙みように鋭するどく冷たい。

「ジュカ君、あとで話が──いえ、なんでもないわ」

　杏里はそう言って、トーコを席へと案内する。

　確実に言いたいことがありそうなのに、なぜ止やめてしまったのか。

　どんな内容だろうと、ジュカにしてみれば言ってほしかった。

　トーコが注文を済ませ、杏里はジュカのほうを見もせずにキッチンへ戻もどっていく。
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「ん……？」

　ジュカが着替えのために控ひかえ室に向かおうとしたところで、トーコが手招きしているのに気づいた。

「なんだ？」

「もちろん、ジュカさんの監視ついでに天あまヶが崎さき杏里さんは何度もお見かけしてるんですけど、近くで見るとやっぱりすっごい美人ですねっ」

「この店じゃ、ハルと人気を二分してるらしいな」

　ジュカも女の子に興味はないといっても、杏里とハルが美少女なのは認めている。

「顔もスタイルも反則的ですしねっ。なんか雰ふん囲い気きもありますし。ついでに言うと、ちょっと殺気が満ちてるのもデンジャラスでいいです」

「…………」

　ジュカは、嫌いやな顔をしてしまう。

　殺気とまでは思わなかったが、やはり杏里の様子はおかしいようだ。

「でもまあ、しょうがないですよね。ジュカさんも男の子ですもん」

「は？　なんの話だ？」

「あんなすんごいボディの女の子が身近にいたら、思わずふくよかな胸に手を伸のばしたりしちゃいますよねっ」

「別に、そんなことして怒おこらせたわけじゃない」

　そういうことは何度かしてしまっているが、すべて不ふ可か抗こう力りよくだ。

　杏里にも許してもらっているはず。

「ジュカ君」

　その杏里が控え室のドアの前に立ち、ジュカをじっと見つめている。

　ジュカは気づかれないように小さくため息をつき、杏里のところへ向かう。

「入って」

　杏里は短く言うと、ドアを開けて控え室に入った。

　室内は、中央に長いテーブルが置かれ、壁かべ際ぎわにはロッカーが並んでいる。

「ハルとの話、聞こえてた。さっきの小さい女の子のことはわかった。でも……他にもなにかあった？」

「……まあな」

　杏里は、ジュカの制服の左袖そでを指差している。

　そこは、かすかに汚よごれていた。

　咲耶の矢から逃にげ回ったときについた汚れだろう。

　杏里はぼーっとしているように見えるが、なかなか鋭く、頭の回転も速い。

「説明。仕事に戻らないとハルがうるさいから、手短に」

　ジュカは、端たん的てきにいろいろと要求されてしまう。

「別に、たいしたことでもない。あとでハルにも説明するつもりだったが」

　トーコを誘さそい出したと思ったら、神じん器き覚醒者マスターの二ノ宮咲耶に襲われたことを説明する。

「……なるほど、咲耶先せん輩ぱいに……」

「ん？　杏里、あの上級生を知ってるのか」

「あの人、学園ではわたしたち適性者のまとめ役みたいなものだから。全然まとめられてないけど……」

「だろうな……」

　ジュカは納なつ得とくしてしまう。

　あの落ち着きのない上級生が、リーダーなど務められるわけがない。

「双ふた子ごのお兄さんがいて、その人がまとめてる感じ。といっても、別にわたしたち適性者が二ノ宮兄妹きようだいに従ってるわけじゃない」

「二ノ宮咲耶がＳＯＧソーグに所属してるのは、学園とは関係ないんだな」

「たぶん」

　杏里は、こくりと頷いた。

「これもたぶんだけど、咲耶先輩は人を殺せるタイプじゃない。いくらジュカ君が背徒ハイトで、アレな性格でも」

「一言余計だ」

　とはいえ、ジュカはまた納得してしまう。

　咲耶は確かに、本気だったらジュカの頭を射い抜ぬいていたかもしれない。

　だが、咲耶は決してそれをしなかっただろうとも思えるのだ。

「それと……」

「なんだ、まだあるのか？」

「咲耶先輩は、凄すごい美人。あと、隙すきだらけ」

　じとっ、と杏里が半開きの目をジュカに向けてくる。

「ジュカ君は女の子に興味がないって言ってる割に、いつも女の子相手にいい目を見てるみたいだから。今回は、いいことあった？」

「ずいぶんストレートな質問だな……」

　そもそも、ジュカ自身にはいい目を見ている認識などない。

　彼は、本当に女の子が苦手なのだ。

　できれば近づきたくない、というレベルで。

「やっぱり、なにかあったのね。そんなことだと思ったわ」

　ジュカが答えずにいると、杏里は確信したようにそう言った。

　もっとも、咲耶の下着を見てしまったのは事実なので反論もできない。

「あと、さっきのトーコ？　って人も可愛かわいかった。おっぱいも大きい」

「話は聞いてたんだろう。あいつは、ただのサポート役だ」

　監視者、というのはジュカも言わないことにした。

　あまり穏おだやかな話ではないし、杏里に心配をかけたくもない。

「でも、おっぱいが大きい」

「……おい」

　杏里は同じことを繰くり返し、さらに目を細めて睨にらんできている。

「わたし、よくわからないんだけど、こういう気持ちって──」

「ん……？」

　杏里は、わずかに顔を赤らめてもじもじし始めた。

　元々、あまり感情が顔に出ないタイプなのだが、神魔との戦い以降、彼女は変わり始めている。

　それは、おそらくいい兆候なのだろうが──

「杏里、おまえ……」

「なにも言わないで」

　杏里は、こつんと額をジュカの胸に押し当てた。

　彼女のほうから触ふれてくるのは珍めずらしいことだった。

　ジュカと杏里は、一度お互たがいの魂たましいを触れ合わせている。

　あのとき、ジュカと杏里は確かに心を通じ合わせた。

　ただ、心を知ったというだけで、それ以上の──恋れん愛あい感情などというものが芽生えたわけではなかったが。

　あるいは、杏里のほうは──

「杏里、俺は──」

「ううん、なんでもない」

　杏里はジュカの言葉を遮さえぎり、さっと後ろに下がった。

「怖こわい人が怖い目で見てるし」

「うっ……」

　ジュカは、思わずうめいてしまう。

　控え室のドアが開いていて、そこにハルの姿があった。

「お二人さん、込こみ入ったお話の最中に悪いんですけど。杏里は特に、この時間も時給が発生してるのよね」

「……わかった」

　杏里は、つかつかと歩いて、控え室から出て行ってしまう。

「ルーキー、あんたもさっさと仕事に入って。またお客が増えてんのよ」

「わかってる」

　ジュカは頷いて、男女兼けん用ようの更こう衣い室へと向かう。

　だが──

　ドンッ、とハルが突然ドア横の壁かべを叩たたき、ジュカははっとする。

　ハルは──やや殺気を帯びた、真しん剣けんな目をしていた。

「ルーキー」

「……なんだ？」

「あたしも立場上、多くは言えない。ただ、あいつには──トーコには気をつけなさい」

「さっき、神器覚醒者に襲おそわれた。気をつけるのは、そっちだと思うが」

「覚醒者ね……確かに危険な連中よ。でも」

　ハルは、くるりと背中を向ける。

「あんたはまだルーキー。知らないタイプの〝危険〟が存在するのよ」

　それだけ言うと、ハルはフロアに戻もどっていった。

　一人残されたジュカは、ふうとため息をついた。

　杏里にしろ、ハルにしろ、思わせぶりなことだけ言わないでほしかった。

　もっとも、はっきり言われたところで、ジュカが対処できたかどうか。

　とりあえずは、彼女たちの言葉の意味を考える前に、店に出なければならなかった。







　午後十時過ぎ、何事もなくレッド・リリィは営業を終しゆう了りようした。

　今日も店長ハルの罵ば倒とうや杏里のクールな接客は、特とく殊しゆな趣しゆ味みを持つ客たちを喜ばせた。

　この店では少数派である普ふ通つうの趣味を持つ客たちは、他ほかの愛想のいい店員たちに癒いやされたようだ。

　掃そう除じを済ませると、杏里とハル、それに他の店員たちも帰って行った。

　残されたのは、ジュカ一人だ。

　店の二階には部屋が二つあり、そのうちの一つがジュカの寝しん室しつになっている。

　さほど広くはないが、ジュカはほとんど物を持っていないので問題ない。

　一階にシャワーもあるので、不便はなにもなかった。

「ふう……」

　十一時を少し回った頃ころ、ジュカはシャワーを浴びて自室に戻ってきた。

　コスプレ喫きつ茶さという未知の文化には最初面食らったものの、もうすっかり慣れてしまった。

　元々、体力はあるのでさほど疲ひ労ろうもない。

　Ｔシャツに膝ひざ丈たけのショートパンツと、ラフな格好でベッドに腰こし掛かける。

　ベッドの上に放ほうり出してあったスマホの着信ランプが、ちかちかと光っていた。

　見てみると、ジュカのクラスメイトであり──バベルの情報連れん絡らく員でもある八や坂さか嘉か一いち郎ろうからのメールだった。

「校内の無人の教会が破は壊かいされたらしいが、犯人はおまえか？」

　ジュカは、意味もなくメールを読み上げる。

　八坂は、ジュカが第６エデンに来て、イヴのかけらが現れ、さらに七つの大罪のハルまで登場して以降、労働に追われている。

　ジュカたちが騒さわぎを起こしすぎているので、その後始末が大変らしい。

「一応、あいつにも説明しておくか」

　ジュカはスマホを操作して、咲耶に襲われたことをメールに書き、さらに彼女に関する情報も要求しておいた。

　八坂は愚ぐ痴ちが多いが、仕事は早い。明日あしたには、情報が送られてくるだろう。

　二ノ宮咲耶──彼女の目的は、いったいなんなのか？

　ジュカの敵はあくまで神魔であり、人間には興味がない。

　邪じや魔まをするなら排はい除じよするが、積極的に人と戦いたいわけではないのだ。

　特に、女性が相手だと戦いにくいということを、ジュカは自覚している。

「こんなことじゃな……」

　ジュカは、小さくつぶやいた。

　妹の仇かたき──神魔を、人の魂を食らう者たちを撃げき滅めつするまでは止まれない。

　甘いことを考えている場合ではないのだ。

「……ん？」

　ふと、背中に違い和わ感かんを覚えた。

　なにか、ちくりとしたような──

「なっ……？」

　今度は、頭がくらりとして、目が回るような奇き妙みような感覚に襲われる。

　ジュカは、ふらりとよろめき、ベッドに倒たおれ込んでしまう。

　全身が痺しびれてしまっていて、ほとんど身体からだが動かせない。

「な、なんだ、これは……？」

　まさか、ＳＯＧの新手なのか──

　警けい戒かいしているつもりが自室に戻って気が緩んでいた──と、ジュカは自分が甘かったことに気づいた。

「不合格ですが、私としてはおっけーですねっ」

　突とつ如じよ、脳天気な声が響ひびいた。

　ジュカはなんとか首を動かし、声がしたほうを見る。

「……トーコ？」

「はい、観察係のトーコさんですよ。動かないでくださいねっ。といっても、動けないでしょうけど」

　ベッドに仰あお向むけになったジュカの上に、トーコがまたがっていた。

　なぜか、トーコはチアガールの格好をしている。

　ブルーを基調としたノースリーブのシャツは丈が短く、白いお腹なかとおへそまであらわになっている。

　スカート丈もかなり短い。下着が見えてしまいそうだ。

　いや、こういう服のスカートはスコートといって、見えてもいい下着をはくはず──と、ジュカは思い出す。

「あ、違ちがいますよ。はいてるのは普通の下着ですっ」

「おい」

　ジュカは、素す早ばやくツッコミを入れる。

　痺れていても、言葉ははっきりしゃべれるのが救いだ。

「というか、人の心を読むな」

「監かん視し者ですから。観察、洞どう察さつは得意なんですっ」

　トーコは、得意げになっている。

　褒ほめられるようなことは、なにもしていないのだが。

「可愛かわいいでしょう、この服。さすがコスプレ喫茶、いろいろ衣い装しようがあるんですねー。借りてきちゃいました。サイズが合うのはこれくらいしかなかったんですがっ」

「いや、待て。身体が動かないのは、おまえの仕し業わざか？」

「こっそり近づくのも大得意ですから」

　そう言って、トーコは指先でジュカの胸をそっと撫なでてくる。

「まさか、逆ゲキ牙ガの封ふう神じんモードか……？」

「さーて、どうでしょう？」

　封神モードとは、逆牙に秘められた特殊能力のことである。

　ジュカは、自身の周囲の時間を加速させて高速移動を可能とし、ハルは強力な電でん撃げきを放つ。

　トーコの逆牙は、相手の身体の自由を奪うばう──といったところか。

「なにを考えてるんだ……。おまえ、帰ったんじゃなかったのか？」

　ジュカがフロアで働いている間に、いつの間にかトーコの姿は見えなくなっていた。

　監視といっても、四六時中張りついているわけではないのだろうと、勝手に思っていたが。

「帰ったように見せかけて、戻って来ましたっ」

「なんの意味があるんだ……」

「まあ、ジュカさんの観察の他に、私にはもう一つ大事な任務があるので」

「もう一つ……？」

　そういえば、トーコはなにか思わせぶりなことを言っていたと、ジュカは思い出す。

「イヴのかけらの所有者フラグメントのみなさんは、女の子なんですよねっ」

「それがどうした……？」

　旧ふるき神々の一体、イヴは少女の姿をした神だったらしい。

　そのため、人間の中でも特に魂たましいの波長が合う少女を選んで、みずからの魂のかけらを宿らせている。

　少女が大人になったら、別の少女の魂に移動する。

　そんなことを繰くり返しているという話は、背徒の間でも以前からよく知られていたらしい。

「こういうのはお約束なんですが、神に関かかわる少女というのは清らかさを求められるんですよねっ」

「いったい、なにが言いたいんだ？」

「要するに、天ヶ崎杏里さんは、イヴのかけらの持ち主として大変貴重な存在でして。バベルとしては彼女の命を守るのはもちろんのこと、できる限り天ヶ崎さんを〝現状維い持じ〟しておきたいんですよっ」

「現状……維持……？」

　さっきから、ジュカの頭の中をクエスチョンマークが飛んでいる。

　この小さな監視者は、なにを言わんとしているのか。

「もー、ジュカさんってば鈍にぶいですね。ぶっちゃけて言えば、天ヶ崎さんを処女のままにしておきたいんですっ」

「おまえ、本気でなにを言ってるんだ！」

「ほら、清らかな乙女おとめじゃなくなったら、イヴのかけらが出て行っちゃう……なんてことが絶対にない、とは言い切れないでしょう。ジュカさんの、かけらの持ち主と引き合う性質は便利ですが、危険じゃないとは言えませんよっ」

「まさか……俺が杏里に手を出すとでも思ってるのか？」

　ようやく、ジュカは話を理解する。

「ギリギリ合格ー。引き合う性質のおかげで、ジュカさんと天ヶ崎さんの心の距きよ離りが一気に縮まって、一線を越こえちゃうってこともありそうじゃないですかっ」

「あるか、そんなもの」

　確かにジュカは、杏里とはかなり際きわどい体験をしてしまっている。

　それでも、ジュカは杏里に手を出してどうこう──などとは少しも思っていない。

「ジュカさんは背徒とはいえ、年とし頃ごろの男の子ですからね。天ヶ崎さんも、潔けつ癖ぺきそうに見えて、なんていうか……土下座したらヤらせてくれそうな危あやうさがあるじゃないですか」

「トーコは、人をなんだと思ってるんだ……？」

　ジュカにも杏里にも失礼な話である。

「いつでも食べちゃってＯＫな女の子がそばにいたら、ジュカさんもふらふら～っと手を出しちゃうかもしれないでしょう」

「……もしそうなったとしても、それは俺と杏里の問題だろう」

　疲つかれてきたので、ジュカは適当なことを口走ってしまう。

「それでは済まないから、私が派は遣けんされてきたんですよっ」

「待て。俺と杏里の……そういうことを止めることと、おまえはどういう関係があるんだ。脅きよう迫はくか？」

「とんでもないですっ。もっとイイコトですよ」

　そう言って、トーコは──おもむろにスコートをめくり始めた。

「さっき、言いましたよね。はいてるのは普ふ通つうの下着だって……証明しますよ……」

「お、おい……」

　スコートがゆっくりとめくれ、薄うすいグリーンの下着があらわになっていく。

　前にリボンがついた、可愛らしいパンツだった。

　トーコはジュカの腹のあたりに座っているので、驚おどろくほど近くに下着がある。

「ふふっ、ジュカさん、今ツバを吞のみ込みましたね」

「……気のせいだ」

　ジュカは、わいてくるツバを意識しないようにしつつ答える。

「あら、この私のパンツを見ても襲おそいかかってきませんか」

「襲ってほしいのか、おまえは」

「ええ、そのとおりですよ。ちらっ、ちらっ」

　トーコは、楽しそうにスコートを戻もどしたりまためくったりしている。

「要するに、ジュカさんが天ヶ崎さんに手を出さないように、私があなたの性せい欲よくを処理する、ということです」

「お、おまえ……なにをバカなことを……」

「ジュカさんは自制心ありそうですからね。最初から本気モードで仕し掛かけて、さっさと既き成せい事じ実じつをつくっちゃったほうがいいかな～と」

　トーコは、スコートをめくってあらわになった下着を、ジュカの腹に押しつけるようにしている。

「冗じよう談だんじゃない。おまえ、そんなことのために……」

　ジュカは別にトーコがなにをしようが知ったことではない。

　しかし、そんな目的のために自分の貞てい操そうを犠ぎ牲せいにするなど──

「ま、私はバリッバリの処女なんですけどね」

「ますますダメだろう、それは……！」

「心配しないでください」

　トーコは、胸をぽんと叩たたいた。豊かな乳ち房ぶさがぷるんと震ふるえる。

「実は、七つの大罪の一人〝色しき欲よく〟のおねーさんから、手ほどきを受けてきました」

「……色欲も女なのか」

　ジュカは、ハル以外の七つの大罪の名前すら知らない。

「ま、色欲のおねーさんもテッパンで処女ですけどね」

「単なる耳みみ年どし増まじゃないか……」

　最強の背徒である、七つの大罪。

　言葉だけ聞けば恐おそろしげではあるが、印象が大きく変わってしまいそうだ。

「まあいいじゃないですか。ジュカさんだって、ビッチより処女のほうが好きでしょ？」

「そんなものに好きも嫌きらいもあるか！」

　思わず、ジュカは大声を出してしまう。

　冷静なはずの自分がどんどん崩くずれていく──と、ジュカはそんなことが怖こわかった。

「あら、淡たん泊ぱくなことで。でも、背徒も神器適性者も処女が多いですよ。ほら、背徒は神魔への復ふく讐しゆうしか興味ないですし、神器適性者は……まあ、なんていうか特に女性は清らかさを求められる感じがしますからね」

「だったら、おまえも清らかなままでいろ……」

「これも任務ですので。ここがコスプレ喫きつ茶さでよかったですよ。色欲のおねーさんによると、コスプレエロは男の夢だとか」

「……色欲は、男に偏へん見けんがないか？」

「おねーさんの人生、いろいろあったのかもですね。えーと、どうするんだったかな。ああ、こうですかっ」

「むぐっ!?」

　突とつ然ぜん、トーコが屈かがんで、ジュカの顔に胸を押しつけてきた。

　チアガールの薄い衣装を通して、トーコの胸の柔やわらかさが伝わってくる。

　トーコがさらにきつくしがみついてきて、ジュカの顔が二つの乳房の間に挟はさまれ、窒ちつ息そくしそうになる。

　だが、柔らかさといい匂においも伝わってきて、苦しいのか気持ちがいいのかわからない。

「ぐっ、うっ……うううっ」

「あ、そうか。背徒でも酸素ないと死にますもんねっ」

　そこでようやく、トーコが力を緩ゆるめてくれた。

　彼女も背徒だけあって、並の女の子とは比べものにならないパワーがあるのだ。

　たとえジュカが普通に身体からだを動かせても、自力で振ふりほどけたかどうか。

「男の子も準備が必要なんですよね。おっぱいとパンツだけじゃダメですかねっ」

「それ以上、なにをやるつもりだ……」

「うーん、そうですねえ……」

　トーコは考え込みつつ、またスコートをぴらりとめくった。

　まぶしいほど白い太ももと、薄いグリーンのパンツが再びあらわになる。

「とりあえず、これ脱ぬいでみましょうか。どうせ、最終的には見せるんですし」

「……待て！」

　本当にトーコがパンツに手をかけ、ジュカは慌あわてて身体を起こした。

「きゃうっ」

　その反動でトーコが体勢を崩し、パンツが脱げかけた状態で、ころんと転がった。

　とんでもない光景が見えてしまい、ジュカは急いで目を逸そらす。

「う、動けた……！　これ以上、こんな茶番に付き合ってられるか！」

「うわ、凄すごい。私の能力を破るなんて……！」

　トーコは派手に足を広げたまま、本気で感心している。

　ジュカは、彼女が動どう揺ようしている隙すきを突つき、ベッドから転がるようにして降りた。

　まだまともに動かない手足を必死に動かし、部屋のドアまでたどり着く。

「あのな、俺にこんなことを言わせるな」

　ジュカは、ぎこちなくトーコを指差す。

「俺が言うようなことでもないし、陳ちん腐ぷだから言いたくないが、他ほかに言いようがない。いいか、あえて言う──もっと自分を大事にしろ！」

「……あらら」

　トーコは、ぽかーんとした顔になる。

　言ったジュカのほうも、バカげていて古くさい言葉だと思う。

　それでも──なぜか、言わずにはいられなかったのだ。

「俺は、ちょっと出てくる。その間に帰れよ」

　ジュカは、体当たりするようにしてドアを開け、廊ろう下かに出る。

　外の風にでも当たって、身体を冷まさなければならない。

　ジュカもまた、背徒であってもやはり年頃の男なのだ──と自覚してしまう。

　あれほどの強きよう烈れつな色仕掛けをされて、平静でいられるわけがなかった。







「ふう……」

　ジュカは、小さなため息をついた。

　レッド・リリィを出て歩くこと十五分ほど。

　ようやく、身体が普通に動くようになってきた。

　服装は、部屋着のＴシャツとショートパンツのままだ。

　五月も下げ旬じゆんに入っているとはいえ、さすがにこの姿では少々冷える。

　もう日付が変わる直前だが、池袋の街はまだ人通りが少なくない。

　ただ、ジュカの姿を気にしている通行人はほとんどいないようだ。

　変わった人間も多い街なので、服装が季節外れな程度では注目されないらしい。

「もう少しぶらつくか……」

　なにも考えずに歩き回ったせいで、見覚えのない場所に迷い込んでいた。

　もっとも、案内板もあちこちにあるし、帰れないということはないだろう。

「おおーっ！」

　突然、どこからか歓かん声せいが聞こえてきた。

　ジュカは、なんとなく声がしたほうに目を向ける。

　すぐそばの、かなり年季が入っているラーメン屋から聞こえたようだった。

　入り口のガラス戸から、店内を覗のぞき込んでみる。

「ん……？」

　ラーメン屋は狭せまいが満員で、十五人ほどの客がいる。

　その客たちが、なにやら拍はく手しゆしていた。

　拍手は──カウンター席の隅すみに座っている女性客に向けられているようだった。

　女性客の横には、ラーメンのどんぶりが三つか四つ重ねて置かれている。

　彼女の顔は、よく見えなかったが──

「あ、あう、あう……」

　慌てながら立ち上がったその女性客は──二ノ宮咲耶だった。

「はっ!?」

　咲耶は、すぐに店の外から見ているジュカに気づいたようだった。

　目を大きく見開き、顔を真っ赤にしている。

「ごっ、ごちそうさまでしたっ」

　叫さけぶように言うと、彼女は代金をカウンターに叩きつけ、店の外へと出てきた。

「なっ、なんで冴さえ木き君がいるんですか！」

「……通りすがりだ」

　まったくの事実をジュカは言った。

「まさか、私を尾つけてるんじゃないですよね……？」

「ラーメン屋で暴食してる女を尾び行こうして、なんの得があるんだ？」

「事実を突きつけるのはいけません！」

　咲耶は勝手なことを言い、さらに顔を赤くする。

　彼女は聖せい十じゆう字じ学園の制服姿だ。

　昼間と同じくブレザーは着ておらず、夜のこの時間だと少し寒そうだ。

「ち、違ちがうんですよ。食しよく欲よくのままにラーメンをむさぼってたわけじゃなくて」

　咲耶は、訊ききもしないのに言い訳を始めた。

「今夜は、神器の特別訓練があって、晩ご飯を食べ損そこねたんです。で、訓練終わって帰ってたら、ここのラーメン屋さんが目について！」

「まあ……美味うまそうな匂いはしてくるな」

「ですよね!?　だから、思わずふらふら～っと。ここ、大盛りで有名なお店とかで、四杯はい食べた女の子は、開業三十年の歴史で初めてとかで、拍手されちゃったり！　私は別に歴史に名前を刻もうとしたんじゃないんです！」

「……大変だな」

　ジュカは、適当に相づちを打った。

　別にそこまで細かい説明は求めていなかったのだが。

「神器を使うとお腹なかが減るんですよ……」

「杏里はそんなこと言ってないけどな」

　というより、杏里は野菜しか食べず、燃費はかなりよさそうだ。

「ひ、人によるんです。杏里ちゃん──そっか、杏里ちゃんと一いつ緒しよにいるんですよね」

「まあな」

　杏里はかつて、神魔の命令でＳＯＧに狙ねらわれていた。

　その件を、ＳＯＧメンバーである咲耶も知っているのだろう。

　もっとも、杏里がイヴのかけらの持ち主であることまでは、知られていないだろうが。

「杏里ちゃんは、おとなしい子だからあまり消費が激しくないだけです。私は、ちょっとばかりお腹が空きやすい体質なだけで──」

　そこまで言って、突とつ然ぜん咲耶が口を閉じた。

「ん!?」

　ジュカは、ぎょっとする。

　一いつ瞬しゆん、咲耶の目が緑がかった光を放ったように見えたのだ。

「おまえ、今……」

「私は先せん輩ぱいですから、〝おまえ〟はダメです！　あ、そうじゃなくて……ああんもう、こっちに来てください！」

「は!?」

　ジュカが抵てい抗こうする暇ひまもなく、咲耶は彼の手首を摑つかんで走り出した。

　神器覚醒者に連れ出されるなど冗じよう談だんじゃない──

　しかし、残念ながらジュカの身体はまだ完全ではない。

　されるがままに、咲耶に引っ張られていくしかなかった。







「ふーっ、ここまで来れば大だい丈じよう夫ぶでしょう」

「俺にはなにが大丈夫なのかも、さっぱりわからないんだが」

　ジュカと咲耶は十分ほど走り、公園にたどり着いていた。

　遊具は滑すべり台があるだけだが、そこそこ広い公園だった。

「あ、うん……ちょっと……なんていうか……」

「説明したくないなら、それでもいいけどな」

　ジュカも、特に聞きたいわけではない。

　考えてみれば、すぐに帰宅したらトーコが待っていそうなので、少々連れ回される程度なら暇つぶしになってちょうどいい。

「うっ……食べてすぐに動いたからお腹が……」

「……大丈夫か？」

「またお腹が空きそう……」

「ある意味、大丈夫じゃないな……」

　呆あきれるジュカの前で、咲耶は近くのベンチに座った。

「本当、冴木君は先輩に失礼ですよね」

「だったら、先輩らしいところを見せたらどうだ？　俺が見たのはヨダレ垂らしたり、矢で射ってきたり、ラーメン大量にたいらげたり、腹を鳴らしてるところだけだからな」

「ヨ、ヨダレとかお腹鳴らしたとかは、忘れてください！　女の子へのエチケットですよ！」

　咲耶は、顔を赤くしながら怒おこったように言った。

「でも、ごめんなさい……急に引っ張り回したりして……」

「別に謝ることもないんだが……」

　派手に矢を射られたほうが、よっぽど迷めい惑わくだった。

　今の咲耶は、教会で襲おそってきたときとは別人のようだが──

　ジュカは、ふと周りを見み渡わたす。

「ん？　冴木君、どうかしたの？」

「いや、ここにいていいのかと思ってな」

「ここって……ただの公園ですよね……？」

　咲耶は、きょとんとしている。

　確かに、ただの公園だ。都会のど真ん中だが、昼間は子供が遊んだりもするのだろう。

　ただし、今は夜──しかも、真夜中だ。

「はぅっ……!?」

　咲耶も気づいたらしく、また顔を真っ赤にする。

　薄うす暗ぐらい公園のあちこちに、人ひと影かげが見えている。

　そのほとんどが──重なり合うようにして、くっついているのだ。

「こ、ここここれって……もしかして、カップルさんたちですか……！」

「どう見てもそうだな」

　数組のカップルが抱だき合い、もっととんでもないことをしている者たちもいる。

　ところどころにある茂しげみから、ガサガサとなにか聞こえる。

　茂みの中で、なにが進行しているのか。ジュカは、あまり考えたくなかった。

「ど、どうしたらいいんですか……！」

「どうもしなくていいんじゃないか。あまり焦あせると、覗きと間ま違ちがわれるぞ」

「覗き……!?　えっ、そういうのって有りなんですか！」

「……おまえ、覗きたいのか」

　それは、なかなか意外な反応だった。

「そ、そりゃ興味はありますけど……って、違います！　なんてことを言わせるんですか！」

「今の、俺のせいか？」

「だって、冴木君が変なこと言うから……あっ」

「ん……？」

　今度は、見間違いではなかった。

　明らかに、一瞬だけ咲耶の目が淡あわいグリーンに輝かがやいた。

「おまえ、その目は……」

「ああ、しつこいです……どうしよう、このままじゃ見つかっちゃいます……」

　ジュカの質問をスルーして、咲耶はまたあたふたし始める。

「なんだかわからんが、隠れたいのか？」

「え？　そ、そうですけど……？」

　ジュカは、咲耶の肩かたを摑んで立ち上がらせ、近くの木へと連れて行く。

　そこで──

「え、えっ、ええ……？」

「いいから、おとなしくしてろ」

　ジュカは、咲耶の背中を木の幹に押しつけるようにして、彼女に覆おおい被かぶさるような体勢になる。

　これなら、彼女の姿はジュカの身体からだで隠かくれるはずだ。

「あ、あの……冴木君……これはなんか……こ、恋こい人びと同士みたいな……」

「この場を逃のがれられたらいいんだろう？　嫌いやなら逃にげてもいいが」

「う、うん……そうですね。とりあえず、ここを凌しのげれば……」

　咲耶は小さく頷うなずいて、そのまま顔を伏ふせる。

　黒くろ髪かみがさらりと揺ゆれ、真っ赤になっている耳が見えた。

「……あいつか？」

　ジュカは、ちらりと視線だけを公園の入り口へ向けた。

　聖十字学園の男子制服を着た男が、きょろきょろしながら歩いてきている。

「そうです。ああ、やっぱり怒ってるっぽい……見つかったら叱しかられる……」

「おまえの知り合いなのか。なんだか怪あやしげだが……」

　男一人でこの公園に入ってくるなど、それこそ覗のぞきのようだ。

「あの人……私の兄です……」

「兄貴？」

　長身で、眼鏡が妙みように似合う、いかにもインテリっぽく見える男だ。

　あまり咲耶とは似ていない。

「鷹たか耶やっていって、双ふた子ごで同い年なんですけど……私の保護者みたいなもので……」

「兄貴もＳＯＧなのか？」

「ええ……というより、兄が先にＳＯＧに入って、私はおまけなんです」

「おまけで入った奴やつに殺されかけたのか、俺は」

「こ、殺そうなんて……」

　否定しようとして、咲耶は口をつぐんだ。

　彼女の意図はどうあれ、矢を雨のように射たことは事実だからだろう。

「まあいい。俺も、ＳＯＧの奴に見つかって面めん倒どうなことにはなりたくないからな」

「うん、私もいつも怒られてるし……夜中にうろうろするなって……それに、冴木君と一緒のところなんて見られたら……」

　咲耶は、兄をよほど恐おそれているらしい。

　見た目はそれほど怖こわいタイプにも見えないが──

「あいつ……」

　ふと、ジュカは咲耶の兄の姿に違い和わ感かんを覚えた。

　どこか普ふ通つうと違ちがう──目の奥になにかが潜ひそんでいるような。

「あ、まずい。ごめんなさい、冴木君……！」

「…………っ」

　突とつ如じよ、咲耶がぐいっとＴシャツの襟えりを摑み、引き寄せてきた。

　さらに背せ伸のびして、顔をジュカに近づけてくる。

「んっ……！」

　咲耶は意を決したようにさらに顔を近づけてきて──

　彼女の柔やわらかな頰ほおが、ジュカの唇くちびるのすぐ横に押しつけられてくる。

「おまえ……」

「おまえじゃなくて、咲耶……苗みよう字じで呼ばれるのは好きじゃないから。あと、先輩ってつけてください……」

　頰を押しつけながら、咲耶はささやくように言った。

　彼女の甘い吐と息いきが感じられ、ジュカはこそばゆさを感じる。

「いったい、どこに行ったんだ、あいつは。いつもいつも夜中に……！」

　そんな独り言が、驚おどろくほど近くで聞こえた。

　振ふり向くことはできないが、どうやら鷹耶はすぐそばにいるらしい。

「ん……？」

　鷹耶の気配がさらに近づいてくる。

　さすがに兄だけあって、顔が見えなくても咲耶だとわかってしまったのかもしれない。

「うー……」

　咲耶は小さく唸うなったかと思うと──ブラウスのボタンを外し始めた。

　真っ白な肌はだと、白いブラジャーがあらわになっていく。

　杏里のような巨きよ乳にゆうではないが、形がよく張りがある胸の谷間がジュカの目に飛び込んできてしまう。

「うっ……！」

　咲耶が脱ぬぎ始めたせいか、鷹耶が足を止めたようだった。

　ずいぶんと大だい胆たんだが、これならごまかせるか──ジュカがそう思った瞬しゆん間かん。

「…………！」

　どくん、とジュカの心臓が大きく跳はねた。

　咲耶の白い肌が強きよう烈れつに目に焼きつき、激しく喉のどが渇かわくような感覚を覚えた。

「な、なんだ……？」

　ジュカの身体が抵てい抗こうしがたい衝しよう動どうに襲われる。

　右手を伸のばし、あらわになっていた咲耶の胸をぎゅっと摑つかむようにした。

「あっ……！」

　咲耶の身体が、びくんと震ふるえる。

「え、ああ……ちょ、ちょっと……？」

　咲耶がささやくような小声で言った。

　ジュカはその声を聞きつつも、止まれない。

　咲耶の柔らかな胸を、ゆっくりと円を描えがくようにして揉もんでしまう。

　柔らかいだけでなく、あたたかく──押し返してくるような弾だん力りよくもある。

「あ……んんっ、ああ……」

「……ちっ」

　後ろから、鷹耶が舌打ちするのが聞こえた。

　声を聞いても、咲耶だとはわからなかったらしい。

　妹がこんな声を出すところは聞いたことがないだろうから、当然ではある。

「あいつ、どこにいるんだ……」

　そんなことを言って、鷹耶は早足で公園から出て行った。

　この公園にこだわっていたあたり、鷹耶はなかなかカンがいいのかもしれない。

「……あの。冴木君？　に、兄さんは行きましたけど、まだ続けるんです……か？」

「…………っ」

　ジュカは、はっとなって、咲耶の胸から手を離はなし、後ろに一歩引いた。

「はー……びっくり、しました……いろんな意味で……」

　咲耶は、木の幹にもたれ、そのまま座り込んでしまう。

　ブラウスの前は開いたままで、両りよう膝ひざを立てているので、ストッキング越ごしに白いパンツまで見えてしまっている。

　乱れた服装の咲耶に、ジュカはまた抗あらがいがたい衝動に襲おそわれそうになる。

「くっ……」

「大だい丈じよう夫ぶですか、冴木君……？」

　咲耶は座り込んだまま、心配そうに訊きいてくる。

「あ、ああ。大丈夫だ。それより……すまなかった」

「いっ、いいえ。びっくりしましたけど……でも……冴木君がああしなかったら、兄さんに見つかってたと思います……」

「そうか……」

　確かに、鷹耶はかなり疑っていたので、危なかったかもしれない。

「ですけど……冴木君って、意外とエッチなんですね……」

「……そんなことは」

　と言いかけて、否定できないことに気づく。

　自分でもあまりに意外な行動だった。

　無防備な杏里と数日一つ屋根の下で過ごして、不ふ埒らちなマネはしなかったのに。

　ジュカも、背徒とはいえ年とし頃ごろの少年だ。咲耶のような飛び抜ぬけた美少女と密着して、落ち着いていられるわけがない。

　だが、あんな行こう為いにまで及およんでしまうとは──

「あ、いえ。いいんですよ。男の子はそういうものだって知ってますから。先せん輩ぱいの余よ裕ゆうで許してあげます」

　どう見ても余裕のない、真っ赤な顔で咲耶は言った。

「というか、おまえとあの男、兄妹きようだいなんだろう。同じ家に住んでるんじゃないか？」

「うん、まあ……」

「じゃあ、遅おそかれ早かれ怒おこられるだろう」

「…………」

　咲耶は、ぴくりと反応してからそっぽを向いた。

「とりあえず、この場を凌げれば……」

「ずいぶん刹せつ那な的な生き方だな」

　先送りにもほどがある。

「いいんです！　私はいつも嫌なことは後回しで生きてきたんですから！」

「威い張ばって言うことじゃないと思うが」

「だから、冴木君は後こう輩はいなのに生意気すぎ──」

　そこまで言って、咲耶は突とつ然ぜん立ち上がった。

　きょろきょろと周りを見てから、胸むな元もとの十じゆう字じ架かに手をやる。

「これは──って、ああっ！」

　ようやく、ブラウスが乱れていることに気づき、慌あわててボタンを留める。

「も、もう……冴木君も教えてくれればいいのに……」

「悪かったな。それより、なんだ？　また兄貴が戻もどってきたのか？」

　ジュカにはわからないが、咲耶はなにかの能力で周囲の状じよう況きようを察知しているらしい。

「冴木君にはわかりませんか？　霊気オドが──霊れい脈みやくの流れがおかしいんですよ」

「……霊気の探知は苦手なんだ」

　背徒は、霊気を練り上げ、霊磁フィールドを操あやつる神器適性者とは違う。

　強きよう靭じんな肉体と、魂たましいから生み出される逆牙の能力で戦うのが基本なのだ。

「聖十字学園の生徒なら、もっと霊気の扱あつかいも勉強したほうがいいですよ。あっ……来ます！」

　なにが、とジュカが訊こうとしたその瞬間。

　ドンッ、と地じ響ひびきがして、すぐそばの地面からなにかが飛び出して来るのが見えた。

「カインズか──！」

　身構えるジュカの視線の先で、カインズが実体化していく。

　触しよつ角かくのついた頭に、ずんぐりした胴どう体たい。胴体の先には、鋭するどい針がついている。

　ぶんぶんと動いている一いつ対ついの羽根。

　そのカインズはハチに似ているが、全長は十メートル以上あるだろう。

「ええ、しかも……あっちからもこっちからもですね」

「複数同時か。初めて見たな」

　咲耶の言うとおり、次々に同じタイプのカインズが地面から現れていた。

　羽根を動かして、上空数メートルのところでホバリングしている。

　ジュカの視界に入っている限りでは、七匹ひき。

「第６エデンはカインズの出現が多いですが、複数同時は数年に一度あるかないかです。でも……これは……」

「なんだ？」

「このところ、霊脈の流れが活性化してるんです。正確には、少し前、学園の礼拝堂が吹ふき飛んだときからでしょうか」

「…………」

　ジュカには、身に覚えがありすぎた。

　彼と神魔が激戦を繰くり広げ、礼拝堂を派手に吹き飛ばしてしまったあの事件──

　あのとき、神魔は霊光体アストラルという真の姿を見せ、ジュカは〝狂きよう乱らんのアダム〟というとてつもない力を使ってしまった。

　二つの凄まじい力がぶつかり合った影えい響きようで、霊脈に異常が起きてもおかしくない。

　むしろ、これまで大きな異常がなかったことが不思議なくらいだ。

「あっ……まずい！」

　咲耶が、叫さけんだのと同時に──

　カインズたちが、さらに高速で羽根を動かし始めた。

「きゃうっ……！」

「ぐっ！」

　ジュカと咲耶は両耳を押さえて、身体からだを縮こまらせる。

　高速で振しん動どうするカインズの羽根から放たれた強きよう烈れつな高音が頭に響ひびき、脳がシェイクされているかのようだ。

　周りにいるカップルたちも、同じような体勢で倒たおれてしまっている。

「音おん響きよう攻こう撃げきですか……珍めずらしい手を使うカインズです！」

「これも霊脈の活性化のせいか!?　さっさと仕留めないと！」

「わ、わかってますけど……！」

　咲耶は十字架を片手で握にぎり締しめながら、怒ど鳴なり返してきた。

　神器の発動には集中力がいる。

　この不快な音が響いている状況では、集中するのは難しそうだ。

　かといって、ジュカが立ち向かわなければならない理由はない。カインズは、特に敵というわけではないのだ。

　それどころか、ジュカは〝狂乱のアダム〟の力を宿しているが、アダムの細さい胞ぼうからつくられた兵器──それがカインズの正体なのだ。

　ある意味では、カインズはジュカにとっては仲間といってもいいかもしれない。

　カインズのほうは、仲間意識などなく、ジュカだろうと誰だれだろうとひたすら破は壊かいするのみだが。

　そのとき──

　さっと、一人の人物が咲耶の前に現れた。

「なにをしてるんだ、咲耶！」

「兄さん!?」

　咲耶の兄、鷹耶だった。

　去ったはずだが、カインズに気づいて戻って来たらしい。

「カインズなどどうでもいい！　だが、覚醒者が無様な姿をさらすな！」

「で、でも……」

「もういい、ここは僕がやる！」

　鷹耶は大声で怒鳴ると、両手を大きく振ふるった。

　聖十字学園の制服の袖そでから、数本のワイヤーが飛び出して来る。

「行け！　〝操そう命めいの穿せん糸し剣けん〟──」

　ワイヤーの先には、細いナイフのようなものがついている。

　数本──いや、数十本のワイヤーがカインズに向かって飛んでいく。

「グアッ！」

「アアアッ！」

　ワイヤーの先のナイフが、次々とカインズたちに突つき刺ささる。

　そして──

「殺し合え！　怪かい物ぶつども！」

　鷹耶が、袖からワイヤーを放ったまま、指揮者のように腕うでを振った。

　すると──カインズたちが羽根を動かしながらお互たがいに向けて高速で飛んでいく。

「同士討うち!?」

　ジュカは、驚おどろきの声を上げてしまった。

　カインズの同時出現を見るのも初めてだが、彼らが同士討ちを始めるなど、展開が意外すぎた。

「そうか、ワイヤーを刺した相手を操る……これが、咲耶の兄貴の能力か」

「咲耶じゃなくて、咲耶先輩です」

　耳を押さえているくせに、咲耶はジュカのつぶやきを聞きつけて文句を言ってくる。

　ジュカは、その文句は無視した。彼にとっては、人の名前などどうでもいい。

　カインズたちはお互いに身体をぶつけ合い、針を刺して、同士討ちを続けている。

　だが──

「おい、二ノ宮鷹耶！　カインズはまだいるぞ！」

　ジュカの目に、新手のカインズの姿が目に入った。

　七匹のカインズにはワイヤーが刺さり、同士討ちを続けているが、さらに五匹のカインズが現れている。すべて、同じハチ型だ。

「僕に指図するな、背徒！」

　鷹耶は、ジュカのほうを見ずに叫んだ。

　彼は必死になってワイヤーを動かしているところだ。どうやら、カインズの操作には相当な集中力がいるらしい。この高音の中で神器を操作するだけでも厳しいはずだ。

「うっ、くうっ……！」

　鷹耶は表情を歪ゆがめ、苦しげだ。

　ワイヤーが刺さった数匹のカインズが、ビルや道路を攻撃し始めている。

「コントロールが外れかけているのか……？」

「兄さん！　カインズほどの巨きよ体たいを七体も操作するのは無理です！」

　咲耶が兄に向かって叫ぶ。

「僕に無理なんて言うな！　あんな知能もない怪物など、操れない道理がない！」

　二匹のカインズが勢いよく身体を衝しよう突とつさせ、一部が砕くだけ散る。

　カインズの攻撃力は強大だが、防ぼう御ぎよ力も高いためか、どの個体もまだそれほどのダメージがないようだ。

　さらに、新手のカインズのうちの一体がまっすぐにこちらに飛んでくる。

　そのカインズの狙ねらいは、鷹耶でもジュカでもなく──

「ちぃっ！」

　ジュカは右手から逆牙を飛び出させ、柄つかを握って咲耶の前に立つ。

　斬ざん神しん絶ぜつ魔まを振るい、カインズに斬きりつける。

　ガツンッと鈍にぶい音が響き、カインズが身体の一部を砕かれ、吹き飛んでいく。

「さ、冴木君……なんで私を……？」

「俺の標的は神魔だ。人間に死んでほしいわけじゃない」

　ジュカは、咲耶のほうを見ずに言った。

　神魔の殲せん滅めつが目的であるが、人間が死んでジュカが得をするわけではない。

　もっとも、背徒が人を守る必要がないのもまた事実だ。

　結局、自分は甘いのかもしれない。ジュカは、そんなことを思ってしまう。

「咲耶、いいからおまえがカインズをやれ。兄貴のほうじゃ、仕留めきれない。俺がやるにしても、時間がかかりすぎる」

　ハチ型のカインズの音響攻撃は続いている。

　強靭な肉体と回復力を持つジュカだからこそ耐たえられているが、この付近にいる人々はこれ以上の攻撃にさらされれば、命に関かかわるかもしれない。

「でも、この凄すごい音じゃ──」

「神器覚醒者は、肉体も化け物みたいに強化されてるんじゃないのか？」

「ダメージを受けることは受けるんですよ。すぐに治る背徒がおかしいんです」

　咲耶は、やや不満げに言った。

　怪物扱あつかいされるのは心外らしい。

「……仕方ない。手早くやれよ」

　ジュカは、咲耶の後ろに回り込み、彼女の両耳を代わりに塞ふさいでやった。

　これだけで防げるような音ではないが、多少はマシなはずだ。

　両手が空けば神器は使えるだろう。

「さ、冴木君……ちょっとくっつきすぎ……」

「今さら、そんなこと気にするな」

　ジュカは、咲耶の背中にほぼ密着した状態だ。

　彼女の柔やわらかさやあたたかさが伝わってくるが、ジュカも今はそんなことを気にしていられない。

「そ、そうですね。非常事態ですからね……」

　咲耶は恥はずかしげに言うと、首元の十じゆう字じ架かを摑つかんだ。

「主を讃えよアレルヤ──」

　十字架を掲かかげ、キーワードを唱え、空くう絶ぜつの魔ま弓きゆうを出現させる。

「一撃で決めろ、咲耶！」

　集中しながら弓を引く咲耶に、ジュカが鋭するどく言う。

「咲耶じゃなくて──咲耶先せん輩ぱいです！」

　咲耶がヤケクソ気味に叫びながら、光り輝かがやく矢を放った。

　放たれた矢はまっすぐに飛び──いきなり、数本に分ぶん裂れつした。

「行って──拡散強襲矢クラスターアロー！」

　十二本に分裂した矢は、狙いをあやまたずにカインズの頭へと突き刺さっていく。

　矢に射い抜ぬかれたカインズたちの頭には、えぐれるようにして大きな穴が空き、ぼとぼとと地面に落下する。

　たちまち、その肉体が消しよう滅めつしていき──

「ふうっ」

　咲耶は、カインズの消滅を見届ける前に、空絶の魔弓を十字架の形に戻もどしていた。

「あ、あの、冴木君。もう手、離はなしても──」

「咲耶から離れろ、背徒……！」

　突とつ然ぜん、呪じゆ詛そのような低い声が飛んでくる。

　咲耶がはっとして、ジュカから一歩距きよ離りを取る。

「は、離れろ……おまえなどが、僕の妹に触さわるな……」

「に、兄さん……」

　既すでに神器を戻していた鷹耶が、地面に両りよう膝ひざをついて、苦しげに息をしている。

　かなり力を消しよう耗もうしてしまったらしい。

「兄さん……！　大だい丈じよう夫ぶですか！」

「大丈夫だ。結局僕は……なにもしてないからな」

　駆かけ寄って来た妹に、鷹耶は無愛想に言った。

「なにもしてないなんて……兄さんが、七匹ひきも引き受けてくれたから、私も狙いやすかったんですよ……」

「僕には足止め程度がお似合いということか」

「そ、そんな……そういう意味じゃ……」

　ジュカは、黙だまって兄妹きようだいのやりとりを見ている。

　双ふた子ごだということだが、力関係は兄のほうが上のようだ。

　神器の能力──単純な戦せん闘とう能力では、明らかに咲耶が優すぐれているが。

「もういい。帰るぞ、咲耶。おまえはいつも、夜中にふらふらして。こんなトラブルにまで巻き込まれて……」

「す、すみません。でも、今夜は……」

「おまえには、訊ききたいことがいろいろあるしな」

　鷹耶はそう言い、立ち上がって──ジュカをぎろりと睨にらんできた。

「遠回りなことをするな。俺のことを訊きたいなら、俺に訊けばいい」

「偉えらそうに言うな、反逆者が。おまえなど、この世界に居場所すらない存在だろう！」

　鷹耶は憎にく々にくしげにジュカをさらにきつく睨んでくる。

　だが、ジュカは少しも動じない。

　世界を支配している神魔に抗あらがっている戦士なのだ。神魔の下げ僕ぼくごときに怯ひるんでいては話にならない。

「誰だれかを下に見ることで自分に価値があると信じようとしているのか？　おめでたいな」

「おまえはっ……！」

　ジュカの反撃に、鷹耶はぐっと唇くちびるを嚙かんだ。

「やめて、兄さん！　冴木君も！」

「黙れ、咲耶！　なにを考えてるんだ、おまえは！　こいつは背徒だぞ。こんな男に近づくなんて──」

「ち、近づいたとか、そういうのじゃ……」

「おまえは僕の言うことだけ聞いていればいい！　それとも──」

　鷹耶は、咲耶を暗い目で見つめて口元を歪ませた。

「自分より劣おとった男の命令など聞きたくないか？　そうだな、おまえが僕よりはるかに強いことは間ま違ちがいないからな」

「に、兄さん……そんな、強いとか弱いとか……」

「関係ないか？　強者だからこそ言えることだな。おまえは僕を下に見てないかもしれないが、それが慰なぐさめになるとでも思っているのか？」

「もうやめてください、兄さん……」

　歪んだ笑えみを見せる鷹耶に、咲耶は目を伏ふせてしまう。

「私は、兄さんに従います。今までどおりです……私は兄さんのためだけに……」

「やめるのはおまえもだ、咲耶」

　ジュカは黙っていられなくなり、口を挟はさんでしまう。

「くだらん。妹をモノ扱いしているそいつも、自分をモノだと思い込もうとしている咲耶も、どちらもくだらない」

「貴様が口を挟むな、背徒！　咲耶にも近づくな！」

「それはおまえの身勝手な願望だ。俺に押しつけるんじゃない。咲耶にもな」

「妹の名前を軽々しく呼ぶな！　貴様などいずれ──」

「殺すか？　別に俺は今すぐでもいいぞ。来いよ、神魔の犬」

「調子に乗るな、クズめ──！」

　ジュカと鷹耶が睨み合い、同時に警けい戒かい態勢に入る。

　この男は精神的に危あやうい──ジュカの頭で警報が鳴り響ひびく。

　実の妹への感情が歪みすぎている。

　妹が自分より優れていると認めておきながら、咲耶を下に見てモノのように扱おうとしているのだ。

　この歪みが、どんな危険な方向へ向かうかわかったものではない──

「お、お願いだからやめてください！　兄さん、帰りましょう！」

「……ふん」

　鷹耶は、ジュカから視線を外し、背中を向けた。

「……別に俺はどうでもいい。そんな男のことなど、知ったことじゃない」

　間に入ってきた咲耶に、ジュカはことさらに冷たく言った。

　咲耶が少し気の毒ではあるが、ここでジュカが優やさしい言葉などかければ、さらに話がこじれてしまう。

「もういい。行くぞ、咲耶」

「は、はい」

　咲耶は、鷹耶に強引に手を引かれて歩き去っていく。

　ジュカは、ただ黙って二ノ宮兄妹の背中を見送る。

「兄妹、か……」

　脳のう裏りに、もう遠くなった思い出の中の少女がよぎる。

『お兄ちゃん──』

　そう言って、明るく笑っていた少女の顔。

　この世界でもっとも愛いとしく、そして──もうこの世界のどこにもいない少女。

　ジュカのたった一人の、宝物のような妹。

「いやー、すんごい音でしたねっ」

「…………」

　またもや、トーコが湧わいて出たように現れていた。

　ジュカのすぐ隣となりに立ち、にやにやと笑っている。

「カインズの複数同時展開とは、またレアでしたねっ。それをあっさり仕留めちゃう二ノ宮咲耶さんも凄いですけどっ」

「……性しよう懲こりもなく俺を襲おそいに来たのか？」

「嫌いやですねえ、一度拒こばまれちゃいましたから。作戦を練り直すに決まってるでしょう」

「やっぱり懲りていないじゃないか」

　正直、ジュカには少しでも猶ゆう予よができたことはありがたいが。

「紅ぐ蓮れんのマリア──」

「…………っ！」

　唐とう突とつなトーコの言葉に、ジュカはびくりと反応してしまう。

　それは彼がよく知っている、だが今はほとんど誰も知らないはずの言葉だった。

「トーコ、おまえなぜそれを──」

「だから、ちゃんと調査はしたといったでしょう。とはいっても、実は八坂さんに調べてもらったんですけどねっ。あの方、情報収集に関しては一流ですねえ。ダテに、人間なのにバベルに雇やとわれてるわけじゃないですねっ」

「…………」

　ジュカは、なにも答えられない。

「エデン・ゼロでは神魔のみが使える伝説の武器、〝聖せい装そう兵へい器き〟を人間に使わせる研究が進んでいました。もっとも、神魔でさえ聖装兵器を使えるのは一ひと握にぎりですからねっ。人間に使わせるなんて狂きよう気きの沙さ汰たです」

「……ゼロに住んでいた人間のほとんどは、聖装兵器とは無む縁えんだった。実験に多少の協力はしていてもな」

　ジュカ自身、本物の聖装兵器を見たのは一度きり。

　聖装兵器の一つ、エクスカリバーによって、エデン・ゼロが滅ほろぼされたときだけだ。

「ですが、例外もいたんですよね。たとえば──」

　トーコは、ジュカの前に回り込み、意味ありげな上うわ目め遣づかいで見つめてきた。

「紅蓮のマリア。そんなコードネームで呼ばれ、聖装兵器を扱える直前までいった、優ゆう秀しゆうな実験体がいるらしいですねっ」

「実験体だとっ……！」

　ジュカは、思わず大声を上げてしまう。

　素す早ばやく逆牙を発動させ──刃やいばをトーコの首元に突つきつける。

「……あらら、物ぶつ騒そうですねっ」

「あいつは、そんなんじゃ……あいつは、聖装兵器のことなんか誰にも話さず……だから、俺は……」

「兄であるあなたでも、妹さんが紅蓮のマリアであることは知らなかったんですよねっ」

「……それがなんだ」

　紅蓮のマリア、というコードネームはエデン・ゼロではよく知られていた。

　だが、それが妹のことだと知ったのは──彼女を失う直前のことだった。

「紅蓮のマリアの情報は、最高レベルの秘ひ匿とく対象だったようですから。知らなかったのも無理ないですよ」

「なにが言いたい……！」

　ジュカは、鋭するどい視線をトーコに向ける。

　もう、トーコの首を飛ばしてもかまわないくらいの気分だった。

　それほどまでに──妹の話は、ジュカに我を忘れさせてしまう。

「そうですね、じゃあジュカさんの妹さんという要素は置いておきましょう。ただ、紅蓮のマリアは、相当に強い霊気を持っていたはずです。それこそ、神魔にすら匹ひつ敵てきするほどにね」

「そうでなければ、聖装兵器は扱あつかえないだろう。霊れい磁じフィールドを使って、兵器自体が持つ強力な霊気を制せい御ぎよしなければならないんだからな」

　ジュカは、努めて冷静に言った。

　一いつ般ぱん論を語ることで、自分を落ち着かせようとしているのだ。

　それから、ゆっくりと逆牙をトーコの首から離はなす。

「そうです。ちなみに、もう一つ。杏里さんは神器覚醒者ではありませんけど、あの人の結界は覚醒者レベルです。覚醒者でもないのに、高レベルの能力を使えてしまっていることが恐おそろしいんですよねっ」

「杏里？　なぜ、突とつ然ぜん杏里の話に……？」

「意外と鈍にぶいですね。これまで確かく認にんされたイヴのかけらの所有者、フラグメントは二人。妹さんと杏里さん。彼女たちの共通点は、極きわめて高い霊気を持つこと。それに」

　トーコは、右手の人差し指をジュカの胸にとんと置いた。

「あなたと強い縁えにしを持つこと。もっとも、こっちはジュカさんがイヴとの縁を身につけてるから、でしょうけど」

「俺との縁があって、強い霊気を持つ女──つまり」

「そうです、今日は咲耶さんと示し合わせて会ったわけじゃないでしょ？　場合によっては、今いま頃ごろ私と熱い夜を過ごしてたわけですし」

「それはない」

「ひどいですっ！」

　トーコは、わざとらしくショックを受けたフリをする。

「もー、乙女おとめ心ごころをずたずたにすることに関しては抜ばつ群ぐんですね、ジュカさんは。とにかく、偶ぐう然ぜんかもしれませんが──咲耶さんとあなたには縁があるとも考えられます」

「……俺の左目は反応してない」

「条件がまだ満たされていないのかもですっ。咲耶さんのことは──慎しん重ちように様子を見ましょう。間違っても殺したり犯おかしたりしちゃダメですよっ」

「そんなことをするか！」

　咲耶に襲われれば、戦うしかない。

　だが、ジュカが咲耶を殺すことはおそらくできない。犯すなど論外だ。

「では、お願いしますねっ。万一、イヴのかけらが失われたら──」

「わかってる」

　ジュカは、逆牙を手の中に戻もどしながら答えた。

　その話は、ハルから聞かされている。

　ジュカの妹に宿っていたイヴのかけらは、エクスカリバーによって消しよう滅めつさせられている。

　そのせいで、イヴの加護を受けて生まれる背徒たちのシステムの一部に綻ほころびが生じているのだ。

　イヴのかけらが一つ消滅した二年前から、背徒の誕生が一いつ切さい確認されていない。

　かけらが消される直前に背徒として目覚めたジュカが、〝最後の背徒〟なのだ。

「イヴのかけらを揃そろえ、イヴをよみがえらせて──彼女が持つという楽園への鍵かぎを手に入れる。それが、背徒の──いや、俺の目的だ」

　妹に宿っていたかけら──〝紅こう玉ぎよくのイヴ〟の力は、ごくわずかだがジュカの中にある。

　他のかけらは無事なはずだ。まだ、背徒たちの希望は潰ついえていない。

「そうです、そうです。わかってるならいいんですよっ」

　トーコが嬉うれしそうに言って、腕うでを絡からめてくる。

　ジュカは、そのトーコの腕を振ふり払はらわなかった。

　二ノ宮咲耶──彼女のことを考えていた。

　そして、妹のことを。

　イヴのかけらを持っていた妹の運命は、悲劇に終わった。

　しかし、その悲劇は決して繰くり返されてはならない。

　再び起こりえる悲劇を回かい避ひすること──

　あるいはそれが、ジュカの真の目的なのかもしれなかった。







　３章　ささやかな諍いさかい







　二にノの宮みや咲さく耶や。

　十七歳、血液型Ｏ型。

　身長一六〇センチ。体重四十五キロ。

　スリーサイズは上から83、56、84。

　私立聖せい十じゆう字じ学園高等部の三年生。

　中等部一年時に、神じん器き〝空くう絶ぜつの魔ま弓きゆう〟を授さずけられる。

　高等部一年時に、神器覚醒者マスターの称しよう号ごうを得る。

　沈ちん黙もくのカインズの撃げき破は数は、五十八体。

　幼い頃ころから神器適性を発揮。

　七歳のとき、兄から三ヶ月遅おくれで神聖都市の適てき性せい者しや育成プログラムに参加。

　神器の授受から三ヶ月後に、兄とともにＳＯＧソーグに参加。

　現在もＳＯＧのメンバーではあるが、本人の希望で特に役職などはなし。

「……杏あん里りのときもそうだったが、なぜこんな細かい情報を取れるんだ？」

「それはおまえ、企き業ぎよう秘密ってやつよ」

　ジュカの呆あきれまじりの質問に、八や坂さかは得意げに答えた。

　聖十字学園の中庭。

　昼休みに、ジュカは八坂と並んでベンチに座っていた。

　昨日頼たのんだ、咲耶の情報が入ったメモリーカードをスマホで読んでいるところだ。

　八坂は、いつもどおり制服を着き崩くずし、だらしない格好だ。

　だが、見かけに反して、この男は情報収集に関しては卓たく越えつした腕を持っている。

「つっても、二ノ宮先せん輩ぱいは、天あまヶが崎さきよりもさらに有名人だからな。調べるのはそんな難しくなかったよ」

「兄貴のほうの情報も調べられるか？」

「もう調べてるよ。そのメモリーに入ってる」

　ジュカは頷うなずいて、スマホを操作し、もう一つ入っていたファイルを開いた。

　二ノ宮鷹たか耶やの身体データ──はどうでもいい。

　彼は、ＳＯＧでは中ちゆう枢すうに近いところにいるようだ。

　ただし、学生としては──ということで、幹部というわけでもない。

　覚醒者である妹とは違ちがい、普ふ通つうの神器適性者だ。

　ジュカも見た、ワイヤーの先についたナイフを突き刺さした相手を操作する能力。

　カインズを操あやつっていたが、仮に覚醒者や背徒ハイトも操作可能だとしたら、あるいは脅きよう威いといってもいいかもしれない。

「…………」

「なんだ、ジュカ。まあ、妹が覚醒者っていうのはレアだけど、兄貴のほうはそんなたいしたことないんじゃないか？」

「ただ、どうもあいつ……様子がおかしかった。正気じゃない、というのとも違うが」

　ジュカにも上手うまく説明できなかった。

　鷹耶の、妹への歪ゆがんだ感情は、明らかに尋じん常じようではない。

　どこか心の制御が上手くいっていないとでも言うべきか……。

「ま、ＳＯＧのメンバーだしな。まともじゃないんだろうさ」

「それだけならいいがな……」

「ずいぶん心配性しようだな。もうちょい突っ込んで調べてみるか？」

「ああ、いや。そこまですることもないだろう。兄貴自身の戦せん闘とう能力がたいしたことないのは間違いないしな」

　八坂に苦労させるのはかまわないが、鷹耶のことをあまり気にしても仕方ない。

　彼が他者を操る前に片付けることは、難しくないだろう。

　少なくとも、今の時点では神しん魔まを狩かる障害になるとも思えない。

「背徒って連中は戦闘バカだなあ……」

「そうじゃない奴やつもいるみたいだぞ」

　ジュカは、ぼそりと言った。

　もちろん、トーコのことだ。音もなく背後を取り、なにをしたのか未いまだに謎なぞだがジュカの身体からだの自由を奪うばった能力も持っている。

　戦士というより、まるで暗殺者だ。

「ああ、背徒っていえば。一応、ジュカにも言っておかないと」

「なんだ？」

「昨夜ゆうべのカインズの複数同時出現は見たんだろ？　あれ、どうも原因が霊れい脈みやくの活性化らしいんだ」

「そうらしいな。なにか問題か？　カインズの出現が増える程度じゃないのか？」

「霊脈の活性化はたまにあるが、今回はかなり規模がでかいんだってよ。もしかすると、特異点も現れるかもって」

「なんだ、それは？」

　ジュカは、霊脈についてもあまり知識は持っていない。

「簡単に言えば、いくつもの霊脈が集中する場所だ。元々、第６エデンの地下は複雑に霊脈が入り組んでるけど、活性化した霊脈がピンポイントに集中して流れ込んで──そこから、地上に霊気オドが吹ふき出すんだよ」

「霊脈が……動脈からの出血みたいなものか？」

「ああ、そんな感じだな」

　それならば、ジュカにもわかる。

　かつて、故郷のエデン・ゼロが壊かい滅めつしたときに膨ぼう大だいな霊気が地面から吹き出し、周囲を薙なぎ払っていた。

　エデン・ゼロもまた霊脈の流れが集中する土地だった。あの島が完全に海に沈しずんだのはエクスカリバーの攻こう撃げきのせいだけではない。

「おまえら背徒は、肉体はメチャ強いけど、霊的耐たい性せいはさほどでもないだろ？　吹き出した霊気の直撃でもくらったら、無事じゃ済まないからな」

「なにか対策はあるのか？」

「いんや、霊脈の流れを精査しても、特異点の特定はなかなか難しいらしいから。まあ、運悪く霊気が吹き出すところに出くわしたら──あきらめが肝かん心じんだな、うん」

「なんの警告にもなってないな……」

　ジュカは霊気の流れの感知も苦手なので、吹き出す気配もわかるかどうか。

　復ふく讐しゆうを達成する前に、自然現象に殺されてはたまらない。

「一応、教えておいただけだ。また情報がほしかったら言ってくれ。俺も給料もらってるからな。その分は働くさ」

「ああ、助かった」

「ん……？」

　立ち上がりかけた八坂が、まじまじとジュカの顔を見つめてくる。

「なんだ？」

「いや……ジュカ、おまえさ、ちょっと性格丸くなったんじゃないか？」

「……変化がわかるほど長い付き合いでもないだろう」

　そう言いつつも、ジュカは八坂の言葉が的外れでもないと感じていた。

　二年前に、ジュカの人生は大きく変わった。

　妹が神魔に魂たましいを食われ、故郷が海に沈み、その犯人は幼なじみの少女だった。

　これだけの事件が起きて、変わらないはずがない。

　復讐に囚とらわれ、ただ神魔を殺すことしか考えられなくなった。

　しかし──ジュカはまた、転機を迎むかえているのかもしれない。

　杏里に出会い、ハルに出会い、それに咲耶とも──

「俺は情報と分ぶん析せきの専門家だぜ。変化ってやつには敏びん感かんなのさ」

　八坂は意味ありげに笑い、今度こそ立ち上がって去っていった。

　ジュカは座ったまま、スマホの画面をぼんやりと眺ながめる。

　鷹耶の情報は忘れることにして、咲耶のファイルをあらためて見ている。

　もし、彼女がイヴのかけらの所有者フラグメントだとしたら──

「どうやって確かく認にんしたものか……」

　イヴのかけらの所有者が死んだ場合、かけらは肉体から飛び出してどこかへ去ってしまう。

　それが一番簡単な発見方法だが、かけらが失われてしまうのでほとんど意味がない。

　杏里やジュカの妹の場合は、神魔によってその魂を取り出され、魂という隠かくれ蓑みのを失ったイヴのかけらが飛び出してきたのだ。

「冷静に考えろ、冷静に……」

　ジュカはぶつぶつと独り言をつぶやく。

　杏里と妹でも、少しだけ状じよう況きようが違っていた。

　杏里の場合は、神魔に魂を抜ぬき出された直後に、イヴのかけらも現れた。

　しかし、妹の中にいたイヴのかけらが出てきたのは、彼女が魂を抜かれ、神魔に食われたあとだった。

　両者の条件もまったく同じだったわけではない。

　杏里の魂を抜き出したのは、名もなき神魔。

　妹の魂を食ったのは、神魔たちの頂点に立つ〝聖天に舞まう者〟の〝一の座〟だった。

　比ひ較かくして再現性を検討するには、困難が多すぎる。

「冴さえ木き君、なにをぶつぶつ言ってるんですか？」

「……出たな」

　ジュカが顔を上げると、目の前に咲耶が立っていた。

　彼女は、不思議そうにこちらを覗のぞき込んでいる。

「出たとか失礼ですね。少なくとも校内では、もうちょっと先輩に敬意を……」

「先輩風を吹かす割には、そっちは敬語じゃないか」

「今さらのツッコミですね。私の敬語はただのクセです。それより、冴木君。やはり先輩後こう輩はいの礼れい儀ぎというものが……」

「どうせ裏口入学で偽ぎ名めいを使ってるイレギュラーだ。先輩も後輩もあるか」

「そうなんですか!?　イレギュラーっていうか、イリーガルですよ!?」

「それこそ今さらだ。俺をなんだと思ってるんだ？」

　なにしろ、世界に反逆する背徒である。

　無む駄だに騒さわぎを起こす気はないが、法律など知ったことではない。

「偉えらそうに言われても……困った人ですね、冴木君は」

「…………？」

　ジュカは、ふと違い和わ感かんに気づいた。

　咲耶の顔が、昨日と少し違っている。目元のあたりが──

「泣いたのか？」

「……よく、そういうことをストレートに訊きけますね」

　咲耶は、ちょっと困ったように笑って言った。

「お昼休みはもう少しありますね。冴木君、ちょっと歩きませんか？」

「……ああ」

　ジュカは頷き、ベンチから立ち上がった。

　咲耶の誘さそいを断る理由は、特に思いつかなかった。







　ジュカと咲耶は中庭を抜け、林になっているあたりに入った。

　むやみに校内が広いことはよく知っていたが、林まであるとはジュカは知らなかった。

「ああ、ここなら大だい丈じよう夫ぶそうですね。びっくりしました……」

「咲耶がそんなに驚おどろかなくてもいいだろう」

　焦あせっている咲耶に対し、ジュカはクールだ。

　実は二人は、ここまで走ってきたのだ。

「なんで冴木君、そんなに落ち着いてるんですか……みんなに、ものっすごい目で見られてたじゃないですか！」

「まあ、俺もうっかり忘れてたな」

　一週間ほど前、ジュカが杏里につきまとっていた頃ころのことだ。

　杏里はそばに張りついているジュカを、周りの友人に〝彼氏〟として紹しよう介かいしたのだ。

　その話は杏里の友人たちだけでなく、校内にも知れ渡わたっていたらしい。

　杏里の彼氏であるはずのジュカが、今度は咲耶と一いつ緒しよに歩いているのだから、生徒たちが奇き妙みように思うのも当然だろう。

　好こう奇きの視線を向けられ、焦った咲耶が走り出し、ジュカもそれに付き合わされてしまったというわけだ。

「過か剰じよう反応だと思うがな。俺が別の女と一緒にいても、浮うわ気きってことにはならないだろう。面めん倒どうくさい連中だ」

　そもそも、ジュカと杏里が付き合っているということ自体、単なる方便だ。

　浮気と思われようが、ジュカにはどうでもいいことだった。

「ハルともけっこう一緒にいるんだが、特に騒がれないな」

「ああ、七つの大罪の一人……あの人の周りで騒ぐと怖こわそうだからじゃないですか」

「いや、あいつは学校では気色の悪い感じに猫ねこをかぶってる」

　ハルに聞かれたら殴なぐられそうだが、本人はいないので問題はない。

「そうか、ハルといるときはたいてい杏里も一緒か。ハルは杏里の友達だと思われてるんだろうな」

「友達じゃないんですか？」

「さあな、俺にはわからない」

　まったく性格の違ちがう二人だが、だからこそ馬が合っているのかもしれない。

「まあ、俺やハルのことはどうでもいい。それより……」

「大丈夫です、私泣いてませんよ。高三にもなって泣いたりなんか……」

「兄貴のせいか。あいつ、おまえになにをした？」

「否定してるのに、話を進めますね、冴木君……」

　咲耶は立ち止まり、また困ったように笑う。

「なにもされてないですよ。夜中に出歩いたから、ちょっと叱しかられた程度です」

　どう見ても、明らかに噓うそだった。

　おそらく、鷹耶にくだらない皮肉を言われたのだろうが……。

「優ゆう秀しゆうな妹と、デキの悪い兄貴か。それは、いろいろあるだろうな。同じ組織に所属してるならなおさらだ」

　ジュカにも、覚えのあることだった。

　妹は、聖せい装そう兵へい器きのことはほとんど話さなかった。

　エデン・ゼロでは聖装兵器に関することを、たとえ家族にでも話さないのが当たり前のことだったのだ。

　聖装兵器の研究は、厳重に情報管理されていたためだ。

　それでも、ジュカは妹が優秀であることくらいは知っていた。

　聖装兵器への適性がゼロに近かったジュカは、妹を誇ほこりに思ってはいたが、それ以外の複雑な感情がまったくなかったとは言えない。

「待ってください、兄さんは優秀な人ですよ。ＳＯＧでは重要なメンバーですし」

「だが、神器覚醒者のおまえとは比べものにならないだろう」

「それは……」

　咲耶は言いよどんでしまう。

　兄の鷹耶がＳＯＧの重要なポジションにいようが、世界に十二人しかいない神器覚醒者のほうがはるかに貴重な存在だろう。

「おまえは兄貴に従っているみたいだが、そんな必要があるのか？　兄貴は兄貴、自分は自分だろう？」

「……冴木君が適当な一いつ般ぱん論を言ってるんじゃないのはわかります。なにか……身に覚えがあるんですね」

「俺のことはどうでもいい。俺のことは……もう終わったことだ」

　それは、半分噓だった。

　妹を救うことはできない。だが、ジュカは妹の復讐のために生きている。

　まだ終わっていない。終わりにはできない。

「私はですね、冴木君」

　咲耶は、ジュカにくるりと背中を向けた。

「いえ、私たち兄妹きようだいはですね、幼い頃に神器への適性を認められて、訓練プログラムを受けたんです。でも、神器の訓練は本当に厳しくて……特に私はあまり優秀じゃなかったですから」

「優秀じゃない？　おまえは、神器覚醒者なんだろう」

「自分で言うのもなんですけど、私は遅おそ咲ざきだったんです。子供の頃は全然ダメで、ずっと兄さんに助けられて……兄さんがいたから、私は辛つらい訓練にも耐たえられました」

「…………」

　咲耶と鷹耶のやり取りは、ほんの少し見た程度だが、ジュカには二人の関係がよくわかった。

　明らかに鷹耶は、妹を──道具扱あつかいしている。

　本人にはそんな意識はないのだろう。しかし、客観的に見れば鷹耶が妹を自分の所有物と思い込んでいるのは間違いない。

　それは、咲耶が受け入れてしまっていることにも問題がある。

　だが──咲耶が兄に恩義を感じてしまっているのなら、それも仕方のないことだ。

「だから、私は兄さんのために働きたいんです。そのために頑がん張ばって、なんとか覚醒者になって……でも、その頃から兄さんは……」

「変わっていったのか」

　自分が守り、助けてやるはずだった妹に追い抜かれてしまう。

　鷹耶という男にとって、どれほどの衝しよう撃げきだっただろうか。

　自分のプライドを守るために、自分よりも優秀な妹を駒こまとして扱う。

　それが、鷹耶の選せん択たくだったのではないか。

「兄さんは私の兄として、ＳＯＧのメンバーとして、責任を果たそうとしているだけです。そのために、私に厳しくしてるだけで……泣いたりしちゃいけないんです」

　咲耶は、ぐっと拳こぶしを握にぎり締しめている。

　まるで、自分にそう言い聞かせているように見える。

「泣くのも泣かないのも咲耶の自由だ。だが、言いたいことがあるなら兄貴に言っておくんだな」

「冴木君……？」

「言いたくても言えなくなることもあるんだ。それは……知っておいたほうがいい」

　ジュカは、妹とずっと一緒に暮らしていた。

　それでも、言いたいことの何割を彼女に伝えられていたか。

　言わずに後こう悔かいしていることなど、いくらでも挙げられる。

「ホントに冴木君は生意気ですね……先せん輩ぱいですよ、私は。お説教するなんて」

「だったら、説教される隙すきをつくらないことだな」

　ジュカは、少しだけ笑って言った。

「あ……」

「ん？」

「ううん、冴木君も笑ったりするんだなって思って……ちょっとびっくりしました」

「……背徒にだって感情くらいはある」

　ジュカは、少し照れくさくなって言った。

　背徒になってからのジュカは、復ふく讐しゆうのことばかりで、笑う余よ裕ゆうなどなかった。

　わずかでも笑えるようになったのは──杏里と出会ったあとのことだ。

「そうですね。冴木君は……顔は怖いけど、優やさしい人ですね」

「おまえは敵だ。優しくする理由がない。ただ、本当のことを言っただけだ」

「本当のことを言えるのも優しさなんですよ。冴木君が優しいと思うのも、私の自由ですよね？」

「……好きにしろ」

　他ほかに返事のしようがなかった。

　ジュカは、咲耶に優しくしている意識はない。

　それでも──正直なところ、兄妹という関係を見るとそれだけで複雑な気分になるのは間違いなかった。

　優秀な妹と、劣おとっている兄。

　そんな二人は、放ほうっておけないとすら思ってしまう。

「あのですね、それで冴木君」

「まだなにかあるのか」

「また、こういうお話ししてもいいですか？　私、友達はいるけど、兄さんの話とかはちょっとしづらくて……冴木君にはもういろいろ知られちゃいましたし……」

「…………」

　さっきも言ったとおり、ジュカにとって咲耶は敵だ。

　一度は、矢で射られたこともある。一つ間違えば死んでいた。

　しかし──やはり、彼女のことは気にかかってしまう。

「そうだな、ちょうどよかった」

「え、なにがですか？」

　ジュカは財さい布ふを取り出し、そこから一枚のカードを抜ぬいた。

「話をしたければ、ここに来い」

「なんです、これ？」

　カードを渡わたされ、咲耶がきょとんとする。

「コスプレ喫きつ茶さレッド・リリィ……？　そういえば、冴木君は喫茶店に住んでるって」

「その情報は知ってたか。ハルが店長なんだが、宣伝用につくったカードだ」

　カードにはハルが満面の笑えみを浮うかべた写真が印刷され、店名と住所も入っている。

「適当に配れと言われてるんだが、あいにく友達なんていないんでな」

「寂さびしいですね」

「放っておけ。食い物はオムライスとスパゲッティとカレーとケーキくらいしかないし、値段も高いが、ハルが女性客もほしいと言ってる」

「えーと、ＳＯＧの私でもいいんですか？」

「金を払はらえば、誰だれだろうと客だ」

「あはは、そうですね。じゃあ、お腹なかが空すいたときにお邪じや魔まするかもしれません」

「すぐにでも来るんだな」

「わ、私、そんなにいつも腹ぺこなわけじゃ……！」

　咲耶が顔を赤くして、抗こう議ぎしてくる。

　そんな彼女を見て、ジュカはまた笑いそうになってしまう。

　少しでも元気を取り戻もどしたなら、それでいい。

　そんな風に思ってしまう自分を、ジュカは意外に素す直なおに受け入れていた。







「二人きりなのにあまり盛り上がらなかったなあ」

　サリエールは残念そうにつぶやいた。

　ジュカと咲耶が話していた林から数百メートル離はなれたところにある教会。

　サリエールは、その祭さい壇だんにもたれるようにして立っていた。

　神魔たる彼には、数百メートル先のジュカと咲耶の様子も、手に取るように知覚できる。

　できれば、もっとそばで見たいところだが、これ以上は近づけない。

　背徒であるジュカは、神魔の気配には敏びん感かんなはずだ。

　気づかれたところでサリエールにとって背徒の一人くらいは脅きよう威いでもなんでもないが、この件に自分が介かい入にゆうするのはまだ早すぎると考えている。

「一気に、彼の興味が私に集中しちゃうだろうからね。それじゃ面おも白しろくない」

　ジュカが咲耶に興味を持ち、その咲耶は兄にいいように操あやつられて苦しんでいる。

　これがいい、この状じよう況きようが面白いのだ。

「彼らがどんな罪を犯おかし、どんな罰ばつを受けるか……けど、このままじゃこれ以上面白くならないか」

　ジュカは背徒であり、ＳＯＧの一員である咲耶に必要以上に接近するのはためらうだろう。

「あの子もこっそり見てないで参加すればよかったのに」

　サリエールはわずかにほくそ笑む。

　彼の感覚は、ジュカと咲耶の他に、もう一人の人物を捉とらえていた。

「修しゆ羅ら場ば、というのは我ら神魔にはあり得ない事態だし。見たかったんだけどな」

　くすくすと笑い、サリエールは前まえ髪がみをかき上げた。

「きゃっ……！」

「おや」

　そのとき、教会の扉とびらが開き、一人の女子生徒が入って来た。

　色素の薄うすい髪を後ろで結び、地味だが整った顔をした少女だ。

　彼女は目を大きく見開き、扉のところで固まってしまう。

「な、な、なにこれ……!?」

「お祈いのりかな？　感心、感心。この学校、教会がいくつもある割に通っている子はあまりいないみたいだからね。君みたいな子は貴重だ」

　サリエールは驚おどろいている彼女に、にこやかに話しかけた。

「こ、この人たち……ど、どうしたの……？」

　少女は身体からだを震ふるわせて、教会内を見み渡わたしている。

　この教会は中央の通路を境に会衆席が並び、一番奥に祭壇がある、ごく普ふ通つうのつくりだ。

　会衆席や床ゆか、それにサリエールの周りに──二十人ほどの女子生徒が転がっている。

　しかも、全員が制服をはだけ、ほとんど半はん裸らだ。

「ああ、気にしなくていいよ。みんな、気絶してるだけだから」

「き、気絶って……ど、どうして……？」

「いやあ、ちょっとね」

　サリーエルは、にやりと酷こく薄はくな笑みを浮かべる。

「霊気オドを吸わせてもらったんだよ。さすが、神器適性者を育てる学校。その辺を歩いてる女子生徒がみんな、高い霊気オドを持ってるね」

「オ、霊気オドを……？」

　少女は完全に絶句してしまう。

　霊気の吸収など、よほど特とく殊しゆな神器適性者でもなければ不可能だ。

　長く生きているサリエールでも、そういう能力を持った神器は一つしか知らない。

「ふふ、君の霊気もなかなか澄すんでるね。適性者かな？　美味しそうだ……」

「ひっ……！」

　少女は怯おびえた顔をして、くるりと身を翻ひるがえした。

　開いたままだった扉から、走り出そうとして──

「えっ……!?」

　少女の身体に、鎖くさりがぐるぐると巻きつく。

　縛ばく鎖さ──人間の身体と心を同時に束そく縛ばくする、見えない鎖である。

「か、身体が動かない……!?」

「いいや、大だい丈じよう夫ぶ。はい、こっちに来なさい」

　サリエールが優しく語りかけると、少女はまた身を翻して教会の奥へと歩き出す。

「どうして……わ、私なんで……？」

　少女は怯えながらも足を止めない。いや、止められない。

　神魔は、縛鎖ですべての人間を操ることができる。人の身では、決して抗あらがうことはできない。

「安心して、怖こわがることはないよ……」

　サリエールは、すぐ前で立ち止まった少女に優しく声をかけた。

　少女は怯えきっていて、身体は小刻みに震えている。

　縛鎖は人の心も縛しばり、意のままに操ることができる。

　しかし、サリエールはあえて心を操作しない。

　恐きよう怖ふに震える少女は美しい。嗜し虐ぎやくの心をかき立てられる。

「あ、あなた……まさか……神魔、様……？」

「ほう。そこで眠ねむってる子たちは誰も気づかなかったのに」

「き、聞いたことが……神魔様は人の魂たましいを食べるって……」

　少女は、がちがちと歯を鳴らしている。

「ますます驚いた。私たちの食習慣は意外と知られてないんだけどね。君は、よく勉強してるな」

　彼女は、あるいはＳＯＧ所属の適性者かもしれない。

　それならば、一いつ般ぱんには知られていない情報を持っていてもおかしくない。

「だけど、大丈夫。私は、美しい少女の魂は大好物だけど──今は食べられないから」

「はうっ……！」

　サリエールは少女に顔を寄せ、そのすべすべした頰ほおを舌で舐なめた。

「我ながら厄やつ介かいなことだけど、誓いを立てていてね。その誓いを果たすまでは、魂を食べないことにしてるんだよ」

「い、いやぁ……！」

　少女は頰を舐められながら、小さな悲鳴を上げる。

　縛鎖のせいで、怯えつつも逃にげることはできない。

「でも、情けないことに我が慢まんができないタチでね。たまにこうして、美しく汚けがれのない少女の霊気だけ味わわせてもらってるんだよ……」

「や、やめて……お願いです……」

「大丈夫、少し吸わせてもらうだけだから。死んだりはしないさ……」

　サリエールは、少女の制服に手をかける。

　ブレザーの前をはだけさせ、ブラウスのボタンを外し、白いブラジャーをあらわにさせる。

　きめが細かく、真っ白な肌はだに手で触ふれて──

「う、ううう……」

　サリエールは少女のむき出しになった肌に、舌を這はわせていく。

　首筋を舐め、鎖さ骨こつをなぞり、形のいい胸の谷間を吸うようにする。

　舌先から、彼女の澄んだ霊気が吸い上げられてくる。

　別に、口や舌からでなくても、手で触れるだけで霊気を吸うことはできるのだが、サリエールは身体ごと楽しむのが好みだった。

「ああっ、んっ、ああああ……！」

　少女は低いあえぎを上げ、目に涙なみだを浮かべている。

「も、もうやめ……ああっ！」

　びくん、と少女は身体を大きく震わせて──その場に倒たおれてしまう。

「おっと、また吸いすぎてしまったかな。ごめんね」

　サリエールの軽い謝罪に、少女はなにも答えなかった。

　乱れた服装のまま床に倒れ、身動き一つしない。

　急激に体内の霊気が失われたせいで、気絶してしまったのだ。

「本当に我慢が利きかないな、私は。君、なかなかよかったよ。私を楽しませたことを誇ほこりに思っていい」

　勝手なことを言い、サリエールはもう少女から興味を失ってしまう。

　彼女の──彼女たちのことは、気にする必要はない。

　縛鎖で記き憶おくを操作し、この教会での出来事は忘れてもらう。

　サリエールも無む駄だな騒さわぎを起こすつもりはなかった。

「ふう……」

　また祭壇にもたれ、唇くちびるをぺろりと舐める。

　二十人ほどの少女の霊気を吸ったが、まだ足りない。

　やはり、魂を丸ごと食べなくては満足は得られないのだ。

「おっと、あの子たちももういないな」

　ジュカと咲耶、それにもう一人の人物は林からいなくなっていた。

　おそらく校舎内に戻ったのだろう。

　どうにも、不完全燃焼だ。

　修羅場も楽しめなかったし、少女たちの霊気をたっぷり吸ったが、それだけでは物足りない。

「まあ、しょうがない。霊れい脈みやくの活性化に特異点……今が旬しゆんのイベントはこの辺か。状況をかき回す役目は、やはりあの道化に頼たのむとしよう。せっかく霊薬アレをあげたんだしね。有効活用してもらわないと」

　サリエールはにやりと笑う。

「彼には少し情報を渡わたす程度でいいかな。その先は自分で動いてもらおう。私が介かい入にゆうしすぎては面おも白しろくないからね」

　異様なまでに整った美び貌ぼうが、妖あやしげな笑えみのせいでやや軽く見えてしまう。

　あるいは、自分も道化なのかもしれない──サリエールは自じ嘲ちようする。

　そして、彼は道化であることを楽しんでしまっているのだ。







「冴木君、ちょっといい？」

　放課後。

　ホームルームが終わり、ジュカが帰るしたくをしていると、ハルが声をかけてきた。

「あたし、今日はちょっと用事があるの。杏里のほう、お願いしていい？」

「ああ」

　拒否権はない。ハルの言葉を訳すと、「断ったらバイトでいじめまくる」である。

「じゃあ、お願いするわね」

　教室では猫をかぶっているハルが、優やさしげに言って去っていく。

　ジュカはカバンを持つと、隣となりのクラスへと移動する。

「ん？」

　教室の扉とびらを出て、ジュカは足を止めた。

　そこに、杏里がぼんやりと立っていたのだ。

「なんだ、杏里。待ってたのか。ハルは──」

「聞いてる。帰る」

　杏里はそう言うと、さっさと一人で歩き出した。

　ジュカは小走りに彼女の後を追う。

「…………？」

　杏里の背中を見ながら、ジュカは首を傾かしげる。

　どうも、彼女が刺とげ々とげしいような気がする。

　元々、無ぶ愛あい想そうなタイプではあるが、それにしてもずいぶんと機き嫌げんが悪そうだ。

「おい、杏里……」

「なに？」

「……いや、なんでもない」

　ジュカは、あっさり引き下がった。

　いつもどおりの冷静な口調だったが、明らかに毒が含ふくまれていた。

　これは余計なことは言わないほうがいい──ジュカは本能でそう判断する。

　二人は無言のまま、校門までバスで移動し、さらにまたバスに乗って、コスプレ喫きつ茶さレッド・リリィに到とう着ちやくした。

「ただいま」

　ジュカは先に店内に入り、挨あい拶さつする。

　復ふく讐しゆうに生きる背徒といえど、常識は備えている。挨拶くらいはするのだ。

「あ、ジュカっち、おかえり。ちょうどよかった」

　出で迎むかえてくれたのは、レッド・リリィでも一番年上のウェイトレスだった。

　年上といっても、まだ二十代前半だろう。

　柔やわらかそうな茶ちや髪ぱつで、胸が大きく、愛想もいいため、店員の中でも人気が高い。

　よく働いているので、ジュカもいい印象を持っている。

　ジュカっち、という呼び方はともかくとして。

「なんだ、どうかしたのか？」

　店内はちょうど休きゆう憩けい時間中で、客の姿はない。

「今日は元から人数少なかったんだけど……二人、どうしても出勤できないって。他ほかの子にヘルプ頼んだけど、ダメだったり連れん絡らくつかなかったりで」

「もしかして、あんた一人なのか？」

「ううん、ゼロ」

「は……？」

「次のイベントの原げん稿こうがまだ真っ白でトーンはまだしもベタも塗ぬってない原稿は私の美学に反するからこれから完かん徹てつ余よ裕ゆうっていうかむしろドーピングに次ぐドーピングで眠らなくてもいい身体からだをつくって女としての大事なものを捨ててでもひたすら描かかなきゃいけないの！」

「……つまり、あんたも帰るってことか？」

　早口でまくし立てられ、ジュカはほぼ意味がわからないまま、聞き返した。

「要するにそういうこと！　それじゃ、あとはよろしく！　わー、杏里ちゃん、今日も可愛かわいい！　おっぱいデカい！　俺、原稿終えたら杏里ちゃんと結けつ婚こんするんだ！」

　さらに早口で言うと、ウェイトレスは控ひかえ室へと飛び込んでいった。

「……第６エデンって同性婚できるの？」

「俺が知るわけないだろう……」

　ぽかんとしていた杏里の質問に、ジュカは呆あきれつつ答えた。

「そうね。わたし、着き替がえてくる」

「店は開けられそうにないがな」

　さすがに、杏里とジュカだけで店を回すのは無理だろう。

　ハルが帰るまで、休憩時間を延長するしかなさそうだ。

「でも、準備だけはしておくわ」

　杏里はそう言って、控え室へと入った。

　それもそうか、とジュカは頷うなずき、近くのカウンター席に腰こしを下ろした。

「俺は、このまま休みでもいいんだがな……」

　咲耶と出会った夜以降、短期間のうちにいろいろと起こりすぎている。

　まだ、杏里とのドタバタが終わったばかりだというのに。

　少しは休みがあっても、悪くはない。

　神魔との戦いならいくらでも歓かん迎げいするが、コスプレ喫茶でのバイトで消しよう耗もうしたくはなかった。

　鬼ハルもいないことだし、少しくらいのサボリは許されるだろう。

「ジュカ君」

「ん？」

　控え室のドアから杏里が顔だけを出している。

「またクモでも出たのか？」

「いえ、ちょっと新しい衣い装しようを試ためすから見てほしいの」

「俺が参考意見を言えるかは怪あやしいぞ」

　ジュカは、自分の感性が世間一いつ般ぱんの男子高校生からかけ離はなれている自覚はある。

「他の人の意見なんて、どうでもいいわ」

「…………」

　今の杏里の台詞せりふは深読みするべきだろうか。

　そんなことを考えてしまい、ジュカはすぐに頭から振ふり払はらう。

　控え室のドアがさらに開き、着替えた杏里が姿を現した。

「どう思う？」

　率直に訊きいてきた杏里の服装は──いわゆるバニーガールだった。

　細長く、黒い耳のついたカチューシャ。

　肩かたから胸の半分ほどがむき出しで、太もももあらわな濃のう紺こんのレオタード。

　それに、ご丁てい寧ねいに網あみタイツまではいている。

「胸のサイズが合う人がいなくて、放ほうっておかれてたみたい。わたしには、ぴったり」

　杏里は、胸のあたりをいじりながら言った。

　大きく盛り上がった胸の谷間が、ふよふよと揺ゆれている。

「実はわたし、このお店で一番おっぱいが大きいみたい。知ってた？」

「……初耳だ」

　コスプレ喫茶だけあって、ウェイトレスたちはみんなスタイルがいい。

　胸が大きい女の子も多く、ジュカはその中でも杏里が飛び抜ぬけているのはわかっていたのだが、あまり意識しないようにしていた。

「前からハルに着るように言われてたんだけど、ちょっと露ろ出しゆつが多いから……」

「まあ、ためらうのは当然だな……」

　ハルはレッド・リリィの売り上げのためなら、ウェイトレスの羞しゆう恥ち心しんなど気にしない。

　別に裸はだかを見せろと言ってるんじゃない、くらいに思っているのだろう。

「だったら、どうして突とつ然ぜん着る気になったんだ？」

「あなたに見せたいから」

「…………」

「と言っても……信じていないわね」

「おまえ、時々俺をからかうよな……」

　会って間もない頃ころから、杏里はたまにわからない冗じよう談だんを言ってくる。
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　表情に乏とぼしいので本気か冗談か、余計に判別できないのだ。

「時間もあるし、試してみたかったのよ。でも、やっぱりお店で着るにはちょっと肌はだを見せすぎかも。なんだか、ここも外れそう──」

「お、おいっ」

　杏里がまた胸むな元もとをいじり、レオタードがずれて柔らかなふくらみがこぼれ落ちそうになる。

　ジュカは慌あわてて彼女の手首を摑つかみ──

「きゃ……！」

　杏里の手元が狂くるい、レオタードの胸元が完全にずれて、二つのふくらみが丸見えになる。

　乳ち房ぶさがぷるんと震ふるえ、その頂点のピンク色の突とつ起きまで──

「ジュ、ジュカ君っ……！」

「わ、悪い……」

　ジュカが手首を離すと、杏里は顔を真っ赤にして、慌てて腕うでで乳房を隠かくす。

「……やっぱり、ジュカ君はえっち……」

「ふ、不ふ可か抗こう力りよくだ」

　ジュカはガラにもなく焦あせってしまう。

　出会った頃は裸を見られても平然としていた杏里が、羞恥心を見せていることも焦りの原因だ。

　照れられると、こちらまで恥はずかしくなってしまう。

「ジュカ君に肌を見られたの、何度目……？」

「さ、さあな……」

　もちろん、何度見ても慣れるということはない。

「いいから、服を直せ。ああ、俺はあっちを向いてるから──」

「……あのー、今はやってないんですか？」

　ジュカが後ろを向いた瞬しゆん間かん、店のドアが開いた。

　そこから恐おそる恐る顔を出したのは──

「咲耶!?」

「ああ、冴木君。準備中の札がかかってたけど、冴木君の声がしたか──らっ!?」

　咲耶は、急いでドアを閉めながら叫さけんだ。

　彼女の視線は、腕で豊かな胸を隠している杏里に注がれている。

「ご、ごめっ、邪じや魔まをするつもりじゃ──！」

「待て、おまえは完全に誤解してる」

「ええ、ジュカ君がよくやるえっちなハプニングだから」

「それも誤解を招くな……」

　だが、杏里にはいろいろしてしまっているので、否定はできない。

「ご、誤解ですか。よかった……」

「よくない」

　杏里がきっぱりと言い切った。

「今、〝咲耶〟って……わたし、名前で呼ばれるまでだいぶかかったのに……」

　と思ったら、ぶつぶつと聞き取れない声でなにやらつぶやいた。

　ジュカはなぜか危険を感じ、聞き返そうとは思わなかった。

「え、えーと……私、ちょっとお腹なかが空すいて。でも、まだ準備中ですよね？」

「ハルが戻もどるまでお店は開けないけど……そうだ、咲耶先せん輩ぱい。ちょっと来て」

　杏里は片腕で胸を隠したまま、もう一方の手で咲耶の手を摑んだ。

　そのまま、咲耶を引っ張っていく。

「あ、あの、杏里ちゃん？　久しぶりに会ったけど、キャラ変わってないですか？　あと、先輩だから敬語……」

「いいから」

　咲耶の抗こう議ぎに耳を貸さず、杏里は彼女を連れて控え室へ戻っていった。

　残されたジュカは、ぽかんとしてしまう。

「ちょーっ！　あ、杏里ちゃんっ、それはーっ！　ダ、ダメですってばーっ！」

「…………っ！」

　すぐに控え室から咲耶の悲鳴が聞こえてきた。

　ジュカは思わず立ち上がり、控え室に向かいかけたが──

「……いや」

　どうも、控え室ではろくでもないことが起きている気がしてならない。

　下手に部屋の中に入れば、なにが待っているか。

　ここは動かないのが賢けん明めいだろう。

　それから、待つこと五分ほど。

「咲耶先輩。観念して出てきて」

　杏里がそんなことを言いつつ、控え室から出てきた。

「うう、観念しなきゃいけないことをさせないでください……」

　涙なみだ目めになりながら出てきた咲耶が着ているのは──

　白びやく衣えに緋ひ袴ばかま、要するに巫女みこ装しよう束ぞくだった。

　さらさらの黒くろ髪かみの咲耶には、恐ろしいほど似合っている。

「こ、こんなの着ちゃって大だい丈じよう夫ぶですか。バチとか当たりませんか……？」

「神魔に仕えるＳＯＧの人がなにを言ってるの？」

　咲耶の的外れな不安に、杏里が冷静に突つっ込む。

「それに、巫女服はとっくにコスプレ衣装の一種……ってハルが言ってたわ。バチが当たるなら、用意したハルに当たる」

　さりげなく恐ろしいことを言う杏里だった。

「それならいいけど……というか、なんで私がこんなの着せられるんです？」

「お店が開くまで暇ひまかと思って」

「……暇つぶしにコスプレする趣しゆ味みはないんですけど」

　咲耶は抗議を続けるが、杏里は気にした風もない。

「それで、ジュカ君」

「ん？　なんだ？」

「どっちが好み？」

「…………」

　杏里は、またもやストレートに言った。

　ジュカはどういう意味なのか訊きたかったが、それも怖こわい。

　元々、独特な雰ふん囲い気きを持つ杏里だが、今日は異様な迫はく力りよくに満ちている。

「好みというのは、おまえたちの服装の──」

「トータルで」

　ジュカの言葉を遮さえぎるようにして、杏里が言う。

「トータルと言われても……やはり、バニーガールと巫女服ではまるで違ちがうわけだからな。それを比ひ較かくしろというのは……」

　なぜか言い訳がましくなりつつ、ジュカは自分が情けなくなる。

　絶対者に抗あらがう戦士が、どうしてこんな選せん択たく肢しで迷わなければならないのか。

「そう」

　杏里は無表情で頷うなずいた。

「じゃあ、同じ衣装を着て比較してみましょう。わたしが巫女装束を着るわ。咲耶先輩はバニースーツを着て」

「え、え？」

「先輩、早く脱ぬいで」

「め、命令されてる……私、杏里ちゃんと冴木君に先輩の自尊心を粉ふん砕さいされてるんですけど」

「脱がないなら、わたしが脱がすわ」

　言うが早いか、杏里は咲耶の巫女装束に手をかけた。

　有う無むを言わさず、強引に脱がし始める。

「あ、ちょっと、ここじゃ……冴木君が見てるから！」

「ジュカ君にはもういろいろされたんじゃ？」

「そ、そんなことは……ちょっとパンツ見られたり、おっぱい揉もまれたくらいで……」

「それは、〝ちょっと〟とは言わない」

　冷静にツッコミを入れつつも、杏里は手を止めなかった。

　てきぱきと手て際ぎわよく咲耶の巫女装束を脱がしていく。

「やっ、あっ、だからここじゃダメですって……！」

　抵てい抗こうもむなしく、咲耶は巫女装束をすべて脱がされ、半はん裸らにされてしまう。

　身につけているのは、ピンクのブラとパンツ、それに黒いストッキングだけだ。

「杏里ちゃん、手際よすぎ……っていうか、杏里ちゃん、なにがあったらそんなに性格変わるんですか!?」

「そこまで違わないわ。気にしないで」

　充じゆう分ぶん変わってる、と言いたかったがジュカは口をつぐんだままだ。

　この状じよう況きようでは、余計なことは言わないほうがいい。

「思いっきり冴木君にも見られてるし……私、もうお嫁よめに行けないです……」

「咲耶先輩だけに恥はじはかかせない。わたしも脱ぐわ」

　ためらわずに杏里は、レオタードの胸むな元もとに手をかけた。

「わーっ、ちょっと待ってください！　杏里ちゃん、下着つけてないでしょ！」

「さっきも見られたし、それくらいは……」

　ジュカの目の前で、恐ろしい展開が繰くり広げられている。

　目を逸そらすべきだと思うが、なぜかそれもできない。

　咲耶は完全に下着姿で、杏里はなかば胸を放ほうり出すような格好だ。

　二人の、飛び抜ぬけた美少女のあられもない姿を前にしてしまえば、凝ぎよう視しせずにはいられない。

　やはり、ジュカにも年とし頃ごろの男という一面が残っていたらしい。

「だから、ダメですって！　脱いじゃダメです！　もう私だけでいいですから！　冴木君に見られるのは私だけで！」

「……咲耶先輩、ずいぶんジュカ君と仲良くなってる」

　杏里は脱ごうとしていた手を止め、ぽつりと言った。

　その目が咲耶を睨にらみ、さらにジュカへと冷たい視線を向けてきた。

「杏里……？　おまえ、急にどうしたんだ……？」

「別に」

　杏里は素っ気なく答え、ぷいっと横を向いた。

「ジュカ君と咲耶先輩が、林の中で親しげに話してたところなんて見てないわ」

「見てたんですか！　ああっ、全然気づきませんでした！」

　咲耶が、あたふたと慌あわて始める。

「い、いや。別に見られて困るようなことはしてないだろう」

　ジュカは記き憶おくを探さぐりながら言った。

　少なくとも、学園の林では際どいことはしなかったはず。

「だからというわけではないけど、咲耶先輩にはいろいろしたくなったの」

「どう考えても、だからというわけですよね!?」

　咲耶が涙目になりながら言った。

　ジュカは、そろそろ下着姿をなんとかしてほしいと思いつつ。

　二人の少女の間にはとてもではないが、割り込めなかった。







「ふうっ……」

　ハルは制服のブラウスを脱ぎ、そのまま床ゆかに落とした。

　ここは、レッド・リリィから徒歩十分ほどのところにある銭せん湯とうである。

「わー、ハルさん、やっぱり肌はだ綺き麗れいですね。つるっつるじゃないですかっ」

「当ったり前でしょ」

　ハルは、トーコの言葉に素っ気なく答えた。

　まだ昼だからか、脱だつ衣い所にはハルとトーコしかいない。貸し切り状態だった。

　この銭湯に誘さそったのは、ハルのほうである。

　場所はどこでもよかったのだが、前々からレッド・リリィのそばにある銭湯が気になっていたので、確かく認にんも兼かねてここにしたのだ。

「私、お肌じゃ負けますけど、胸は完勝ですよねっ」

「ほっときなさい。あたし、まだ十七だから。これから成長するから」

　ハルは、常々自分に言い聞かせていることを口に出した。

　決してハルの胸も小さくないのだが、トーコや杏里に比べると大きく見み劣おとりするのは事実である。

「ふっふー、追いかけてくるといいですよっ」

　トーコもブラウスを脱ぐと、薄うすいグリーンのブラに包まれた巨きよ大だいな胸が現れる。

　小さい身体からだに似合わない巨きよ乳にゆうに、ハルはギリッと歯は嚙がみした。

「ふん、大きけりゃいいってもんじゃないわよ。あたしのスレンダーな身体には、これくらいのサイズがちょうどいいの」

　負け惜おしみを言いつつ、ハルはスカートを脱ぎ、パンツも下ろした。

「ちゃんと、脱いだものはロッカーにしまわないとダメですよっ」

「いいから、あんたもさっさと来なさい」

　ハルは、すたすたと浴場のほうへと向かう。

「ああん、待ってくださいよ、ハルさん」

　トーコが甘えた声で言い、慌てて服を脱いでいく。

　ハルはガラス戸を開けて浴場に入り、軽くかけ湯をしてから湯船へとつかる。

「はーっ……」

　思わず声が出てしまう。

「やっぱり広いお風ふ呂ろはいいわね。来てよかった……」

　足を伸のばして湯船につかるのは、たまらなく気持ちがいい。

「失礼しますねっ」

　同じくかけ湯をしてきたトーコも湯船に入り、ハルのすぐ隣となりに座った。

「あー、いいお湯ですっ。ほらほら見て、ハルさん。おっぱい浮ういてますよっ」

「……よかったわね」

　ハルの胸も浮いてはいるが、サイズの違いでトーコの胸よりわかりにくい。

「ジュカさんも変な人です。こんな美少女の、こーんなおっぱいを揉むのも吸うのも自由なのに、なにもしないなんて」

「ちょっ……！　あんた、ルーキーになにやったわけ!?」

「たいしたことじゃないですよっ。お仕事です」

　そう言って、トーコは説明を始めた。

　バベル上層部から、杏里の処女を守るために、ジュカの欲よく望ぼうの処理を命令されていることを。

「……バッカじゃないの。バベルの奴やつらは。いくらなんでも考えすぎよ」

「そう言いつつ、ハルさん、顔真っ赤ですよ」

「こ、これはお湯が熱いせいよ」

　ハルは、しどろもどろになりつつ言った。

　最強の背徒、七つの大罪といってもまだ十七歳の少女だ。

　しかも戦いばかりで男女のことには疎うとい。正直、生々しい話は苦手だった。

「ていうか、ほ、本当にヤ……ヤっちゃってないでしょうね……？」

「あははっ、そのつもりだったんですけど、ジュカさんって意外とヘタレでした。欲望の赴おもむくままに私を蹂じゆう躙りんしちゃってよかったんですけどねっ」

「よくないわよ！」

「……あらら、嫉しつ妬とですか」

「んなわけないでしょ……」

　ハルは、憮ぶ然ぜんとする。

　別にジュカのことは嫌きらっていないが、彼は仲間であり、面めん倒どうを見てやっているだけだ。

　恋れん愛あい感情などはない。そのはずだ。

「まあ、私もバカやってるって思わなくもないですけどねっ。たぶん……ジュカさんと杏里さんの接近は止められませんから」

「なにそれ、どういうこと？」

「順を追ってお話ししますか。ジュカさんは、イヴのかけらの力をわずかに宿してます。そのおかげで、イヴとの縁えにし──他ほかのイヴと引かれ合うってわけですよね」

「だから、この広い第６エデンで杏里とあっさり出会えたんでしょ」

　ハルは、イヴとの縁の話を正直疑っていたが、結果を見れば認めざるをえない。

「一時的にとはいえ、杏里さんの中にいたイヴが覚かく醒せいして、ジュカさんは〝蒼そう穹きゆうのイヴ〟と出会いました。たぶん、ジュカさんがエデン・ゼロで会った〝紅こう玉ぎよくのイヴ〟も覚醒していたんでしょう。覚醒したイヴの力を宿す者同士、さらに強く引きつけ合うんじゃないですかね。しかも、二人は男と女ですし」

「引き合うっていうのは、ただ遭そう遇ぐうしやすいってことじゃないの？」

「イヴのかけらは六つで一つ。杏里さんのかけらも、ジュカさんに宿るイヴも、お二人の魂たましいと強く結びついてます。イヴが引き合うってことは、魂が引き合うってことですよっ」

　要するに、トーコはジュカと杏里が出会っただけでなく、お互たがいを求め合うようになる、と言いたいらしい。

「……そんなの、ただの推測じゃないの」

「私の推測じゃないですよ。バベルの分ぶん析せきです。割と納なつ得とくできる話でもありますしねっ」

「じゃあ、あんたがルーキーの……よ、欲望を処理したって、無む駄だってことじゃないの。あいつらが相思相愛なら」

「相思相愛……いいですね、ロマンティックで」

　トーコはわざとらしくはしゃぎ、夢見るような目つきをする。

「惹ひかれ合う二人は止められませんし、もしかすると流れに任せたほうがいいかもしれませんよっ。かけらを持つ者同士が身も心も繫つながれば、今は制せい御ぎよできないかけらの力もなんとかなるかもですしっ」

「それは楽観的な考えね」

　イヴのかけらが持つ強大な力を、ハルはよく知っている。

　杏里の身体から飛び出したかけらを、ハルが押し戻もどしたのだが、ただかけらに触ふれただけで大きなダメージを受けてしまった。

　七つの大罪のハルでなかったら、消し飛ばされていたかもしれない。

　あの強力なかけらが制御できればとは思うが──

「それに、そんなことでいいのかしら？」

「ん？　なにがですかっ？」

「それじゃあ、もし……その、相思相愛になっても、イヴのかけらのせいじゃない。本当に相手のことが……好きってことじゃないでしょ」

　言っていて恥はずかしくなってしまい、ハルはさらに顔を赤くする。

「意外に深く考えますねえ。イヴは単なるきっかけと思えばいいんですよ。ジュカさんと杏里さん、けっこう上手うまくやってるんじゃないですか？」

「……どうかしらね」

　ハルは、つぶやいた。

　少なくとも、杏里のほうはジュカに好意を示していると思うし、ジュカも杏里を憎にくからず思っているのは間ま違ちがいない。

　それが、イヴのかけらのせいなのかどうか、ハルには判断がつかない。

「個人的には、かけらの所有者がロストバージンしたらどうなるのか、見てみたいくらいなんですけどねー」

　トーコは、ぽつりと言った。

　冗じよう談だんめかした風でなく、本気で関心を持っているようだ。

　なぜ、トーコが杏里の処女性にそこまで興味を持つのか──

「っと、こっちの話ばっかりしちゃってますね。ハルさん、私にお話があるんですよね。できれば手早く済ませてもらえれば」

「いきなり話変えたわね。ていうか、急ぐ必要あんの？　あんた暇ひまでしょ」

「そんなことないですよ。私のお仕事はジュカさんの監かん視しですから。ああ、私が見てないところでジュカさんがなにをしているか……」

「レッド・リリィで仕事してるだけでしょ」

　と言いつつも、ハルもジュカがなにをやらかすかは不安ではあった。

　神魔との戦いのことではなく、杏里にちょっかいを出すのではないかと。

　最近、杏里と一いつ緒しよに暮らしていろいろと話を聞いた。

　ジュカと彼女が一緒に暮らしていた頃ころには、一線を越こえなかったのが不思議なくらいのイベントが立て続けに起きたらしい。

　もう、あの二人の関係は、一気に深まってもおかしくはない。

　ジュカと杏里の縁の話を聞いた今は、なおさらだ。

「そうだといいんですけどねっ。それで、お話っていうのは？」

　トーコは、さらにハルに身体を寄せてくる。

　ハルは、そのトーコをじろりと睨にらんで。

「黙だまって見てるつもりだったけど、我が慢まんできなくなったのよ」

「ハルさんは、我慢が足りませんねぇ」

「うるっさいわよ。あんたを放ほうっておくのは間違いだって思い直したの。あたしにしちゃ、決断が遅おそいくらいだわ」

　ハルは、トーコの前に回り込んだ。

　まっすぐに彼女の目を見み据すえる。

「それに、さっきのイヴの縁の話もちょうどよかったわ。イヴのかけらの制御、それに引きつけ合うかけらたち。これは、とんでもない事態よね」

「旧ふるき神々が神魔に滅ほろぼされて以来の、大きな変化かもですねっ」

「そのとおりよ。だからこそ──その変化を嫌う者もいる。バベルの穏おん健けん派とかね」

「…………」

　トーコは答えず、手でお湯をすくって顔にかけた。

「あいつらは、〝背徒の果てのない戦い〟を続けたがっている。変化が嫌いなのよ。少なくとも、自分にメリットがあるかわからない変化がね。バクチは打たない。だからこそ、ルーキーみたいな状じよう況きようを大きく変えかねない存在を危険視する」

「はは、まるで政治家みたいですっ」

「人間だろうが背徒だろうが、権力を持った奴はそういうもんでしょ」

　ハルは男女のことには不慣れでも、背徒の頂点に立つ者の一人だ。

　バベルのトップがなにを考えているか、見当はつく。

「ねえ、トーコ。あたし、あんたのこと嫌いなの。なんでかわかる？」

「私が〝粛清者スラツシヤー〟だからでしょう」

　トーコは間を置かず、さらりと答えた。

「……そうよ。あんたは背徒のくせに、神魔と戦わない。その代わりに──」

「ぶっちゃけ、汚よごれ仕事担当ですねっ」

　そう、トーコは他の背徒たちとは違う。

　バベルが、危険だと判断した背徒を処理することがある。

　力におぼれ、欲望のままに生き、人殺しや強ごう盗とう、暴行などの犯罪に走る背徒がまれにいるのだ。

　さらに、バベルに表立って反逆する背徒もいる。

　背徒にも、感情や利害で行動する者は少なくない。背徒のバックアップ組織であるバベルの方針と衝しよう突とつする者も稀まれに出てくる。

　そういう、いわば〝はぐれ背徒〟を処理する担当者──そのうちの一人がトーコなのだ。

「もし、ルーキーが危険だと判断したら殺すんでしょ？」

「もちろんです」

　ハルの率直な質問に、トーコはまたあっさりと答えた。

「ここには、あたしがいるのよ。いつも一緒ってわけじゃないけど、ルーキーのことは見てる。あいつがなんかやらかしたら、あたしが止められるわよ」

「自分でもわかってるんじゃないですか、ハルさん」

「なにがよ」

　ハルは、鋭するどい目をトーコに向ける。

「あなたは──優やさしすぎる。もし、ジュカさんがアダムの力を使って暴走でもしたとき、彼を処理できますか？」

「……やるべきことは、やるわ」

「自分でも信じていないことを言っちゃダメですよっ」

　トーコは明るく笑って、ハルの肩かたをぺちぺちと叩たたいた。

「いいんですよ、汚れ仕事は私にうってつけです」

　トーコは立ち上がり、湯船の縁ふちに腰こし掛かけた。

「あー、のぼせたかも。このお湯、ちょっと熱いですよね」

「……なんで、そこまでして裏の仕事なんてやるのよ。あんたも背徒でしょうが。そんなことより神魔と戦うべきでしょ」

「ハルさんには話してませんでしたね。私が、どうやって背徒になったのか」

「そんなのは、話さないのが暗あん黙もくのルールでしょ。あたしら背徒は、たいていろくでもない過去を持ってるんだから」

「別に、私は話してもかまいませんよっ」

　トーコは、にっこりと微笑ほほえんだ。

「私は田舎いなかの生まれでしてね。信じられないかもですけど、そこには〝生いけ贄にえ〟の風習が今でもあるんですよ」

「生け贄……？」

「はい、地上に降りてる神魔が村の近くに住んでいまして。その神魔に、定期的に村の娘むすめを一人差し出すことになってるんです」

「その生け贄に……あんたが選ばれたってわけ？」

　ハルは、思わず口を挟はさんでしまう。

　黙って聞いているには、少しばかりキツい話だったからだ。

「十二歳のときでしたね。ほら、見てのとおり、私は可愛かわいいじゃないですか。それにその頃からおっぱいも大きかったですし。で、生け贄にされることになったわけです」

　神魔は、美少女の魂を特に好んで食らう。

　トーコが昔から可愛かったのは事実だろう。生け贄にされても不思議はない。

「めでたいことだったんです。神魔に食べられるのは、村では名めい誉よとされてましたから。それで、御み輿こしに乗せられて、神魔が住んでる森の奥へ運ばれたんですけど……」

　トーコは、ざぶんと勢いよく湯船に飛び込んだ。

　お湯が激しく跳はね、ハルの顔にかかる。

「私は生き汚ぎたないので、どうしても助かりたかったんですよ。名誉なんてどうでもよくて。御輿から飛び出して、森の中を走って逃にげました。でも、御輿を運んでた大人たちに追いかけ回されて、見つかって──そのとき、騒さわぎを聞きつけた神魔が現れたんです」

「……最悪のタイミングね」

「森は神魔の聖域でした。聖域を騒がせた大人たちは、一いつ瞬しゆんで皆みな殺ごろしですよ。中には、私の父親もいました」

　トーコの声は悲ひ壮そう感などみじんもなく、むしろ明るいほどだった。

　十二歳といえば、まだ四、五年前の話だろうに。

「死体の山と血の池の中で、私は思いました。ただ〝死にたくない〟って。そのときに」

「逆ゲキ牙ガを発現させて、縛鎖を斬きった……のね」

　そこまで聞けば、ハルにも想像がつく。

　縛鎖に縛しばられている以上、人は決して神魔からは逃のがれられない。

　逃げる手段はただ一つ、逆牙で縛鎖を斬ることなのだ。

「斬ったのは縛鎖だけじゃないですよ。そこにいた神魔も斬りましたっ。初めての逆牙、初めての神殺しですよっ」

「……よっぽど弱かったのね、その神魔」

「まー、ぶっちゃけザコでしたね」

「よかったじゃない。それで晴れて自由の身ってことね」

「いえいえ、ハッピーエンドなんて待ってませんでしたよっ」

　トーコは、ふるふると首を振ふった。

「その神魔は、ただ可愛い子の魂たましいを食べちゃってたわけじゃなくて、昔から災害とか盗とう賊ぞくとかから村を守ってたらしいですね。ついでに、大人の中に生き残りもいて、私が逃げたこともバレちゃったんですっ。あとは……わかりますよね？」

　ハルは、黙って頷うなずいた。

　村の守り神を殺し、多くの村人が死ぬ原因をつくってしまったのだ。

　トーコには、村に戻もどることは許されなかったのだろう。

　父親も死なせてしまったのなら、もはや家族すら頼たよれなかったに違いない。

「それでまあ、なんとかバベルに拾われて今に至るってわけです。神魔には思うところがありますけど、一番殺すべき神魔は殺しちゃいましたからね。なんていうか、宙ぶらりんなわけですよ、私は」

「だからって、仲間の背徒を殺す役割なんて……」

「あはは、やっぱりハルさんは優しいなあ。嫌いとか言っといて、こんな私のことまで心配してくれるなんて」

「ちょっ、トーコ！」

　トーコは嬉うれしそうに言って、ぎゅっと抱きついてくる。

「でも、いいんです。この役目が性しように合ってるんですよっ。大罪を犯おかした私にはお似合いでしょっ」

「……罪なんて、誰だれだって犯してるわ」

　ハルは、トーコを引きはがしつつ言った。

　この粛清者は、得体の知れない生き物だが──

　彼女が役目を放ほう棄きしたところで、粛しゆく清せいそのものがなくなるわけではない。

　バベルは組織の自じ浄じよう作用として、粛清を続けているのだから。

　あるいは、トーコはそれをわかっているのかもしれない。

　汚れた仕事を他ほかの背徒にやらせないために……。

「と、もう上がりますか。そろそろ熱さが限界ですっ」

「そうね……」

　ハルは頷いた。とりあえず聞きたいことは聞けた。

　おそらく、ジュカが危険だと判断したら、トーコはやるべきことをやる。

　それがわかっていれば、七つの大罪である自分には対処法はいくらでもある。

　ハルもまた、やるべきことをやればいいだけだ──







　二人の少女は湯船から上がり、洗い場をゆっくり並んで歩いて行く。

　ハルが、ゆさゆさと揺ゆれるトーコの胸を睨にらみつけていると──

「あ、罪で思い出しましたけど」

「は？　なによ？」

「ＳＯＧに神魔のオブザーバーがついてるらしいですけど、その神魔が最近コソコソ動いてるらしいんですよねっ」

「はぁ？　目め障ざわりならさっさと片付ければいいじゃない。ＳＯＧについてるのなんて、下したっ端ぱの神魔でしょ。あたしが始末してもいいけど」

「下っ端じゃないみたいですよ。なんでしたっけ……〝罪を犯す人間を見守る神魔〟、とか」

「…………っ！」

　ハルは、思わずトーコの両りよう肩かたを摑つかみ、近くの壁かべに押しつけてしまう。

「いったー！　なんです、いきなり!?」

「サリエール！　あいつが第６エデンにいるの!?」

「……あー、そんな名前でした。確かに変な話ではあるんですよねっ。〝聖天に舞まう者〟への目通りが許されるクラスの神魔が人に協力してるなんて」

　トーコは肩を強く摑まれたまま、不思議そうな顔をする。

「サリエール……あいつは、気まぐれなのよ……！」

「有名な神魔ですよね。えーと……」

　トーコは、少し考え込んでから、ぱんと手を打ち合わせた。

「そうそう、思い出しました。サリエールってあれですよね。神魔の中でも最低の悪あく趣しゆ味みって奴やつ。美少女の魂がなにより好きで、魂を食うための〝美少女牧場〟みたいなところで女の子をいっぱい育ててたっていう……」

「…………！」

　ハルは、頭が沸ふつ騰とうしそうになるのを感じた。

　全身の血が煮にえたぎり、身体からだが燃え上がってしまいそうだ。

　怒いかりを、憎ぞう悪おを力に変えろ。

　かつてジュカに言った言葉を、今度は自分に言い聞かせる。

　今にも駆かけ出したくなる衝しよう動どうを抑おさえ込み、心を落ち着かせ、それでも──怒りは抱かかえたままだ。

「……もしかして、ハルさん」

　トーコが言いかけたそのときだった。

　ズズン、と地下から強きよう烈れつな震しん動どうが伝わってきた。

「地じ震しん……いえ、違ちがいますね」

　トーコは、ハルの手を振りほどき、一歩前に出て周りを見み渡わたした。

「霊気の波動……それも、とびっきり強力なやつでしたねっ」

「……霊れい脈みやくの活性化。それだけじゃないわね。特異点ってやつかしら」

　ハルは、既すでに頭を切り換かえ、目の前の事態に集中していた。

　七つの大罪に選ばれた者だからこその機転だ。

「はい、どうやら始まりますねっ」

　ズズン、ズズン、と続けざまに震動が襲おそってくる。
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　なにが起ころうとしているのか、ハルにもまだわからない。

　しかし──

　第６エデンに大きな危機が訪おとずれようとしていることだけは、間違いなかった。







　ハルとトーコの裸はだかの付き合いから十五分ほど前。

　池いけ袋ぶくろ駅西口前の車道に、二ノ宮鷹耶の姿があった。

　西口前の車道は広く、ひっきりなしに車が行き交かい、客待ちのタクシーなども多い。

　それらの車が、断続的にクラクションを鳴らしている。

「おいっ、そんなとこでなにしてんだ！」

「邪じや魔まだよ、どけよ！　ひき殺されてーのか！」

　それだけでなく、ドライバーたちの怒ど号ごうも響ひびいている。

　鷹耶は横断歩道でなく、車道のど真ん中に立っているのだ。

「……黙だまれ」

　鷹耶は、ぼそりと言った。

　両りよう腕うでを振り、制服の袖そでから数本のワイヤーを飛び出させる。

　ワイヤーの先に短いナイフがついた神器、操そう命めいの穿せん糸し剣けんが地面に刺ささり、そのままめり込んでいく。

「ふうう……」

　鷹耶は小さく息を吐はいた。

　強力な力を持つ神器とはいえ、地面を掘ほり進めるには時間がかかる。

　鷹耶は操命の穿糸剣をなかば霊質化させ、土をすり抜ぬけて地中を進ませている。

　神器を霊質化させるのは、高等技術だ。相当な集中力が必要だが、今の鷹耶には難しいことではなかった。

「おおい、てめー、いい加減にしろよ！」

「警察呼べ、警察！」

　ドライバーが痺しびれを切らしているようだが、鷹耶は意に介かいさなかった。

　ただ、ひたすら神器の操作に集中する。

「切れてきたか……」

　鷹耶はつぶやき、神器を操作したまま、ブレザーの胸のポケットから円えん筒とう形の小さな瓶びんを取り出した。

　フタを開け、瓶の中の錠じよう剤ざいを一つ口に放ほうり込む。

「はぁ……ふうっ……」

　霊気を増ぞう幅ふくさせる霊薬、エリクシル。

　今飲んだものを含ふくめ、既にここまでで三錠じよう飲んでいる。

　本来の服用量は一日一錠、しかも飲んだ後は一週間は服用しないのが原則だ。

　それを立て続けに三錠など、自殺行こう為いに近いが──鷹耶はそれも気にしていなかった。

「今しかないんだ、今しか……」

　霊脈の活性化と特異点の出現は、そうめったに起きることではない。

　このチャンスを逃のがしては──

「やはり、ここで間違いない……！」

　霊脈の活性化と、爆ばく発はつ的てきに霊気が吹ふき出る特異点の存在。

　それを教えてくれたのは、サリエールだった。

　彼にも特異点の出現位置は特定できないらしいが、それでもかまわなかった。

　わからないなら、探せばいいだけのこと。

　操命の穿糸剣を地中の霊脈に投じ、流れを探さぐってここに来たのだ。

　太い霊脈がどこを流れ、どこで交差し、どこが特異点となり得るか。

　神器の実戦での使用は、妹の咲耶にはまるでかなわない。

　しかし、鷹耶はデータの分ぶん析せきや推測などの頭脳労働ならば、妹どころかＳＯＧの誰にも勝っていると自負している。

「ここで間違いないはずだ……」

　鷹耶は、弱々しい声で言った。頭が割れそうなほど痛んでいる。

　エリクシルの副作用だ。霊気を大きく増幅させる代わりに、手足が軋きしむように痛み、心臓が裂さけそうなほど高鳴り、熱くなった血は沸騰しそうなくらいだ。

　特に脳への負担は大きく、頭の中をドリルでかきまわされているような激痛が走っている。

「ああ、もうすぐだ……もうすぐ届く……」

　操命の穿糸剣の先せん端たんが、霊脈内に到とう達たつする。

「ううっ……！　くうっ！」

　突とつ然ぜん、操命の穿糸剣が強烈に引っ張られてしまう。

　ワイヤーの先端の剣が太い霊脈に入り、流されてしまっているのだ。

「いや、違う……!?」

　霊脈がいくつも交差し、強烈な霊気が渦うず巻まいているのだ。

　操命の穿糸剣は、ぐるぐると霊脈の中を踊おどるように回っているらしい。

「この渦うずは……特異点の証あかし！　ははっ、さすがサリエール様！　本当に特異点が現れたんだな！」

　鷹耶は、伸のばしていた操命の穿糸剣を袖の中へと戻もどす。

　すると同時に──

「来たっ！」

　地面のアスファルトがめくれ、真っ白な光の柱が噴ふき出す。

　直径十五メートルにもなる、巨きよ大だいな柱だった。

　その柱は、上空数十メートルの高さに届き──収束し始めた。

「これが特異点……綺麗……だ……」

　恍こう惚こつとしてつぶやく鷹耶の前で、柱が圧縮され、球体へと変わり始めている。

　白い光の球体の大きさは、直径十メートルほど。それが地面から五メートルくらいのところに浮ういている。

　球体からは、滴しずくのようにぽたぽたと霊気のかたまりが地面に落ち、吸収されている。

　噴き出した霊気が、霊脈へと戻っていっているのだ。

「特異点……またの名を〝霊れい泉せんの滴しずく〟か」

　鷹耶は、再び両手の袖から操命の穿糸剣を伸ばす。

　ワイヤーの先の剣が、霊泉の滴に触ふれると──

「ぐううっ……！」

　操命の穿糸剣を通して、凄すさまじい霊気が鷹耶の中に流れ込んでくる。

　他者を操作する神器、操命の穿糸剣のもう一つの能力。

　それは──霊気を吸収する力である。

　直接、霊脈から力を吸い上げるのは危険すぎる。

　無む尽じん蔵ぞうとも言えるエネルギーを吸い上げ始めた瞬しゆん間かん、とてつもない力が一気に体内に流れ込んで、肉体が内部から崩ほう壊かいするだろう。

　しかし、霊脈から噴き出した霊気の一部ならば──

「ううっ、……なんて力だ……！　これなら覚醒者どころか、神魔様にすら及およぶ力が……！」

　鷹耶は、歓かん喜きの声を上げた。

　吸い上げた分は、霊泉の滴のごく一部でしかない。それで、これほどまでとは。

「待ってろ、咲耶……僕は、僕は……！」

　妹が、自分から離はなれていっていることはわかっていた。

　彼女が神器覚醒者になったからではない。

　妹が自分を超こえたことを認められない卑ひ小しようさのせいだ。

　咲耶にはなんの責任もない。彼女が離れていくのは当然のことだ。

　神殺しの少年──妹は、彼をあっさりと受け入れたようだった。

　今日の昼休みも、咲耶はあの少年と一いつ緒しよだったらしい。

　ずいぶん楽しそうだったと、サリエールから聞かされている。

　よりによって背徒などと──裏切られた思いは抑えきれないが、それも自分のせいだ。

「ようやくわかったよ、咲耶。僕は……おまえを愛してる。いいや、僕が愛せるのはおまえしかいないんだ。だけど、おまえは……もう僕のそばにはいない」

　特異点の出現は、最後のチャンスなのだ。

　妹に、自分という存在を刻みつける最後の──

　離れていくことが止められないなら、せめて兄のことを忘れられないようにしてやろう。

「はは、ははははは！　バカだ！　本当に救いがたいバカだな、僕は！」

　狂くるったように笑う鷹耶の前で──

　霊泉の滴が、ゆらりと揺ゆれた。

「な──!?」

　滴の内部から白い光が放射状に溢あふれ出し、なにかが現れようとしている。

「獣けもの──？　いや、あれはまさか!?」

　鷹耶は目を大きく見開いた。

　滴の中から現れてきているなにかは、サイに似ていた。

　ずんぐりした灰色の身体からだに、太く長い四本の脚あし。

　ムチのようにしなる、長い尻尾しつぽ。

　びっしりと牙きばが生えた大きな口に、額から突つき出た長い角つの。

「最強のカインズ……〝ベヒーモス〟か！」

　滴の中から巨体が完全に飛び出し、車道に着地した。

　高さだけでも、三階建てのビルに匹ひつ敵てきする巨体である。

「ウオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオッ！」

　空気が激しく震ふるえ、凄まじい霊気の波動が周囲に広がっていく。

　優等生である鷹耶は、カインズについて多くの記録を読んでいる。その怪かい物ぶつの正体も知っていた。

　タイプ・ベヒーモス。

　霊れい脈みやくの中に潜ひそむ沈ちん黙もくのカインズの中でも最強と言われている怪物で、数少ない名前がつけられたタイプでもある。

　ベヒーモスが暴れ回れば、エリア池袋どころか、第６エデン──いや、関かん東とう圏けんが無事では済まない。

　もう、ドライバーの怒ど号ごうは聞こえない。

　聞こえてくるのは、逃にげ惑まどう人たちの悲鳴だけだ。

「なぜ、こいつがここに……いや、まさか……！」

　これほどの化け物が神聖都市に現れたという例を、鷹耶は聞いたことがなかった。

　そうなると──今、起きている現象が呼び水になった可能性が高い。

　つまり、霊泉の滴が、ベヒーモスが現れるための出口になったということだ。

「サリエール様！　まさか、あなたはご存じだったのですか！」

　巨大な怪物を前に、鷹耶は叫さけんだ。

　絶望が形をなして目の前にいる。

　彼は、ただ叫ぶことしかできなかったのだ──







「もちろん知ってたに決まってるじゃないか」

　池袋駅西口から数百メートル離れたところにある、高級ホテル。

　その三十階にあるスイートルームに、サリエールの姿はあった。

　大きな窓から夜景を眺ながめ、微笑を浮かべつつ、優ゆう雅がにワインなど飲んでいる。

「ベヒーモスが霊脈に乗って、近くまで来ているのはわかっていたよ。なんせ、彼もまたカインズ──私たちの旧敵、〝狂きよう乱らんのアダム〟の細さい胞ぼうからつくられたものなんだから」

　サリエールは、ワインを一口含んだ。

「新たなる神殺し、神器覚醒者、そして──イヴのかけらの持ち主もいるのかな？　これだけの役者が揃そろってるんだ。面おも白しろい舞ぶ台たいを用意するのが私の役目さ。もちろん、私は舞台には上がらないよ。見守る者だからね」

　サリエールは、くくくと低い笑い声を漏もらす。

「もうすぐ舞台の幕が開く。楽しみだなあ」

　誰だれも信じないだろうが、彼には一いつ片ぺんの悪意もなかった。

　ただ、面白い見世物を演じてほしいだけ。

　もちろん、役者たちがなにを思うかまでは知ったことではない。

　彼もまた、人をはるかに超えたところにいる、いと高き存在──神魔なのだから。







　４章　愛は夢の終わりとともに







「グオオオオオオオオオオオオオッ！」

　カインズの咆ほう哮こうが、空気をビリビリと振しん動どうさせる。

　ジュカは、百メートルほど先に見える怪物に、一いつ瞬しゆん怯ひるんでしまう。

　とてつもない巨体と、潰されそうな圧迫感さえ覚える凄まじい霊気オドの波動。

「これはまた、修しゆ羅ら場ばだな」

　ジュカは、ぽつりとつぶやいた。

　彼は学園の制服の上に黒いジャケットを着て、いつものマスクをつけている。

　戦せん闘とう準備は万全だが──どうしていいものか、迷ってしまう。

　目の前にいる怪物は巨大すぎて、どう対処していいのか判断がつかない。

　カインズは、道路の真ん中をゆっくりとうろついている。

　怪物の周囲は、道路のアスファルトが砕くだけ、車が何台も横転し、池いけ袋ぶくろ駅の入り口あたりは惨さん状じようを呈ていしている。

　霊気の強きよう烈れつな波動を感じてすぐに駆かけつけてきたのだが、そのわずか数分の間に、この周辺は破は壊かいされてしまったらしい。

「わ、わわわ……大変なことになってます……」

「あんなカインズ、見たことない」

　ジュカについてきた咲さく耶やは慌あわて、杏あん里りは冷静にカインズを分ぶん析せきしている。

　二人とも聖せい十じゆう字じ学園の制服姿だ。

　さすがに、コスプレ姿というわけにはいかなかったのだ。

「あれは、たぶん……タイプ・ベヒーモスっていうカインズです。過去にも何度か、ヨーロッパや中東で出現記録があるんです」

　咲耶が、先せん輩ぱいらしく知識を披ひ露ろうする。

「ベヒーモスか。前に現れたときは、どうなったんだ？」

「……割とその……壊かい滅めつ的っていうか……」

　咲耶は、ごにょごにょと言葉を濁にごした。

　ベヒーモスが現れた街は、よほど悲ひ惨さんなことになったらしい。

「そういうことなら、杏里と咲耶は避ひ難なんしてろ。あれは俺が片付ける」

　ジュカがカインズを止めなければならない理由はない。

　しかし、このままカインズが暴走を続ければ、杏里まで巻き込まれるかもしれない。

　あるいは、この街にいるかもしれない、イヴのかけらの所有者フラグメントたちも。

「あのカインズは、危険すぎる……」

　神しん魔まによってつくられた街を守るなど、バカげている。

　それでも、ベヒーモスが他ほかのカインズと比べて、桁けた違ちがいに危険なのは確実だ。

　イヴのかけらをもう一つも失えない以上、あれほど危険な存在は放ほうっておけない。

「待って、ジュカ君。それは違う」

「杏里？」

「カインズの殲せん滅めつは、神じん器き適てき性せい者しやの仕事。それは、あなたも知ってるはず」

「おまえが、ただの神器適性者だったときの話だ。自分がなんなのか、もう知っているだろう。杏里になにかあったら困るんだ」

「わたしは、ただ守られるだけなんてイヤ」

　杏里は、はっきりと言い切った。

　彼女は強い意志を持つ少女だ。お姫ひめ様のように扱あつかわれたくないのだろう。

「あの、待ってください。私を忘れないで。ていうか、覚醒者マスターの私がこの場を収める適任者だと思うんですけど」

「そういえばおまえ、強いんだったな」

　ジュカは、咲耶の弓と戦ったことがもう遠い昔のことのように思えた。

　咲耶のいろいろとアレな部分を見てしまったからかもしれない。

「忘れないでほしいですね……とにかく、あの怪物は私が──って、兄さん!?」

　突とつ然ぜん、咲耶が弾はじかれたように走り出す。

　ジュカは舌打ちして彼女を追い、杏里もついてくる。

　数十メートル離はなれたあたり、アスファルトに大きなクレーターができているところに倒たおれているのは、確かに二にノの宮みや鷹たか耶やだった。

「兄さん、兄さん！　どうしたんですか！　どうしてここに──！」

「咲耶、か……」

　咲耶が倒れていた兄を抱だき起こし、必死に呼びかけている。

　どうやら鷹耶はかなりの重傷を負っているようだ。言葉がひどく弱々しい。

「早く逃げろ……ここにいたら、あの怪物に……」

「あれは私が倒します。兄さんは、待っていてください」

　常になく、咲耶がきっぱりと言った。

「む、無理だ。いくらおまえでも……あれは……」

　鷹耶はそこまで言うと、意識を失ってしまう。

　気絶しただけのようだが、どの程度のケガなのかジュカには診断などできない。

「咲耶、おまえは兄貴を病院に連れて行け。ベヒーモスは俺が──」

　ジュカが言いかけたときに、遠くからエンジン音が響ひびいてきた。

　七、八台の軍用装そう甲こう車がこちらへと近づいてくる。

　装甲車はジュカたちの横を走り抜ぬけ、ベヒーモスのそばで止まった。

　ベヒーモスは装甲車を気にした風もなく、ゆっくりと歩いている。

「全員降車！　フォーメーションＤ！」

　そんな命令が聞こえ、装甲車から数十人の武装した兵士らしき者たちが降りてくる。

　いや、彼らは兵士ではない。

「警察の対カインズ部隊〝トバルカイン〟……」

　杏里がぼそりとつぶやいた。

　それは、ジュカも存在は知っていた。以前、学園内にカインズが現れたときも駆けつけてきていたはずだ。

　隊員たちはヘルメットと黒いプロテクターを装備し、全員が剣けんや槍やり、銃じゆうなどで武装している。

　あれらの武器はおそらく、すべて神じん器きなのだろう。

　対カインズ部隊は、神器適性者で構成されているのだ。

　通常の銃火器などではカインズには対たい抗こうできないので、当然のことである。

「ちょっと、そこのあなたたち、なにしてるの！　早く避難しなさい！」

　隊員の一人が、ジュカたちのほうへ走ってくる。

　どうやら若い女性らしい。ゆるくウェーブのかかった髪かみを後ろで結ゆい上げている。

　手に持っているのは、狙そ撃げき銃じゆうの形をした神器のようだ。

「──って、え？　神器覚醒者の二ノ宮咲耶さん？　それに、そっちの子はもしかして天あまヶが崎さき杏里さん？」

「え、ええ」

　咲耶が答え、杏里も頷うなずいた。

「なら、あなたたちも手伝って──いえ、ダメね。あいつは危険すぎるから……」

「その危険すぎるカインズとやり合うつもりなのか、あの連中」

　ジュカの視線の先で、トバルカインの隊員たちが隊たい伍ごを組み、それぞれの武器をベヒーモスに向けている。

　だが、ベヒーモスが突然──

「まずい！」

　ジュカは鋭するどく警告を発した。

　それと同時に、ベヒーモスの全身から、何十個もの光の球体が現れる。

　球体の大きさは、直径一メートルほど。

　一瞬、ベヒーモスの身体からだの周囲をふわふわと漂ただよい──

　次の瞬間、高速で飛び出した。

「くっ！」

　ジュカは、素す早ばやく杏里と咲耶をかばう。

　球体はトバルカインの隊員たちに直ちよく撃げきして爆ばく発はつし、さらに周囲のビルや道路にも着ちやく弾だんして次々に爆音が響いた。

「……杏里か」

　ジュカはつぶやいた。周囲は爆発の煙けむりでなにも見えなくなっている。

　だが、ジュカたちの周りのみ、何事もなかったように無事だった。

　杏里が槍を握にぎり締しめ、その槍を中心にドーム状の結界が張られている。

　断だん界かいの十じゆう字じ槍やり──杏里の持つ神器である。

　強力な結界を張り、ビルをも砕くようなカインズの攻こう撃げきも防いでしまう。

　ジュカと杏里、それに咲耶とトバルカインの女性隊員も無傷だった。

「わたしは、守られるだけじゃない。わかってくれた？」

　杏里が、じーっと意味ありげな視線を向けてくる。

　確かに、彼女の結界がなければ、背徒ハイトといえども大ダメージを受けていたかもしれない。

「……わかった。おまえが来てくれて助かったよ」

「うん」

　杏里は、少し笑ってこくりと頷いた。

「あの、冴さえ木き君、杏里ちゃん。和なごんでる場合じゃないです。向こう、凄すごいことになっちゃってます」

「よく見えないが……」

　あたふたしている咲耶に答え、ジュカは目を凝こらした。

　煙と、破壊された建物や地面の破は片へんがぱらぱらと降ってきていて、まだ周りはなにも見えない。

　壁かべをも通して矢を射る咲耶の目には、状じよう況きようが見えているらしい。

「トバルカインの人たち、全員倒れちゃってますね……神器でガードしたのか、生きてはいるみたいですけど」

「ええぇっ！　隊長ーっ！　隊長ーっ!!」

「待て」

　駆け出そうとした女性隊員を、ジュカが肩かたを摑つかんで引き留める。

「あれだけの隊員が一瞬でやられたんだぞ。あんた一人が行って、どうなる？」

「ここで見てるわけにはいかないでしょう！　私はトバルカインの隊員なのよ！」

「無む駄だなことをするな、と言ってるんだ」

　ジュカは、女性隊員を押しのけて前に出る。

「あいつは、俺がやる。援えん軍ぐんも来たみたいだしな」

「あ……」

　杏里も気づいたようだった。

　結界の向こう、煙が立ちこめている中から一人の少女が歩いてくる。

　聖十字学園の制服姿のハルだった。

「こら、ルーキー！　こんなヤバイとこに杏里を連れて来てんじゃないの！」

「ハル、わたしが勝手についてきたの」

　杏里は槍を軽く振ふり、結界を解きながら言った。

「はー……あんたもなんていうか、健けな気げよねぇ……それ、まったく伝わってないけど」

「伝える努力は怠おこたりたくないの」

　杏里とハルが、ジュカには理解できない会話を交かわしている。

「ていうか、そこの女二人は誰だれよ！　そっちの女は……トバルカインの隊員よね。なんか、向こうで盛せい大だいに何人もお仲間が倒れてたけど」

「あなたこそ、いったい誰ですか」

　女性隊員が、ハルを見ながら険しい目つきをする。

「気にしないで。通りすがりの美人女子高生よ。それより……あんた、見覚えがあるわ。確か、神器覚醒者の一人よね」

「あ、はい。二ノ宮咲耶といいます」

　咲耶が礼れい儀ぎ正ただしくお辞じ儀ぎする。

　そういえば、結局ジュカは咲耶のことをハルに詳くわしく話していないままだった。

「まったく、わけわかんないわ。なんで、背徒と覚醒者が一いつ緒しよに──」

「グオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオンッ！」

　再び、ベヒーモスが咆ほう哮こうを上げ、空気が激しく振しん動どうした。

「ああもうっ、うるさいわねっ！　話は後よ、後！　ルーキー、あんたはあたしのサポート！　下手に突つっ込むんじゃないわよ！」

「なんだ、ハルもあいつと戦ってくれるのか」

「カインズなんてどうでもいいけど、この近くにはあたしの店もあんのよ。まだ開店したばかりで壊こわされちゃたまらないわ！」

　ハルは、さっと両りよう腕うでを振って逆ゲキ牙ガを出現させる。

　彼女の逆牙は二刀流で、軽く反りのあるナタのような幅はば広びろの短たん剣けんを二本使う。

　逆牙には名をつけるものだが、ジュカは未いまだに彼女のそれの名前は聞いていない。

「おいでなすったわね」

　煙が晴れつつあり、ベヒーモスの巨体が姿を現し始めている。

「なによ、でかすぎるわね、アレ。あんなのに店に突っ込まれたら、あたしの夢の城が一巻の終わりじゃない」

　ハルは、ぶつぶつと文句を言ってから──

「さーて、行くか！」

　地面を砕くだく勢いで蹴けりつけ、いきなり走り出した。

　背徒は高い身体能力を持つが、七つの大罪の一人である彼女のスピードはさらに凄すさまじい。

「どおおりゃああっ！」

　ハルはあっという間にベヒーモスに肉にく薄はくし、高く跳ちよう躍やくして、二本の短剣で怪かい物ぶつの身体を斬きり裂さいた。

「グアアアッ！」

　ベヒーモスが短い悲鳴を上げる。

　前まえ脚あしの付け根のあたりを少し斬った程度だが、ダメージは与あたえているらしい。

「ウオオオンッ！」

「って、うえぇっ!?」

　まだ空中にいたハルが奇き声せいを上げる。

　ベヒーモスが巨体に似合わぬ鋭い動きを見せ、ハルに体当たりしたのだ。

「ぐっ！」

　ハルは逆牙を交差させて、ぶつかられた衝しよう撃げきをガードする。

　数十メートルも飛ばされ、彼女はそれでもなんとか着地を決めた。

「ちぃっ！　なによ、けっこう素早いじゃない……って！」

　着地したハルに、さらにベヒーモスが襲おそいかかっていた。

　巨大な前脚で、ハルを踏ふみつけてくる。

「ハル！」

　ジュカは叫さけび、彼女のもとに駆かけつけようとする。

　しかし、ハルはさっと横に跳とんで、強きよう烈れつな踏みつけをかわしていた。

「このあたしを足あし蹴げにしようなんて十年早いのよ！　あたしは、どっちかというと踏んでやる側なの！」

　ろくでもない軽口を叩たたきつつ、ハルはもう一度横に跳んで、ベヒーモスから距きよ離りを取った。

　そして、彼女は逆牙の剣先をベヒーモスへと向ける。

「モード変へん更こう！　来たれ、蒼あおの雷らい光こう！」

　二本の短剣に幾いく筋すじかの青い光のラインが浮うかび──

　耳をつんざくような轟ごう音おんが響ひびき、短剣から青白い閃せん光こうが[image: 迸]ほとばしった。

　逆牙に宿る特とく殊しゆ能力──〝封ふう神じん〟モードによる攻撃だ。

　青白い極ごく太ぶとの稲いな妻ずまがベヒーモスに直撃し、バリバリと空気が裂けるような音が響く。

「なんだ、あれは……」

　ジュカは思わず目を疑ってしまう。

　以前にも一度、ハルの電撃は目にしているが、そのときとは比べものにならない威い力りよくだった。

　あのときは神器適性者──人間が相手だったので手加減していたらしい。

「ははっ、七つの大罪をナメんじゃないわよ！　こんなカインズの一いつ匹ぴきや二匹ひき──」

　ハルが、はっとした顔になり、ジュカも異常に気づいた。

　二本の短剣から放たれた電撃は、ベヒーモスに命中している。

　しかし──

「電撃が、体表を滑すべってる……!?」

　ハルの言うとおり、青白い光はベヒーモスの皮ひ膚ふの表面を流れているだけだ。

　強力な電撃も、体内に流れ込まなければ意味がない。

「電撃は無効ってわけ!?　物理攻撃しかないとか面めん倒どうね！」

　ハルは電撃を止め、逆牙を構え直す。

　すると──

「って、また来た！　なんなのよ！」

　ベヒーモスは、一直線にハルへと向かっていく。走りながら、口を大きく開いた。

「ちょっとぉ！」

　悲鳴が聞こえたのと同時に、ハルの姿が見えなくなってしまう。

「おい、まさか……」

　ジュカの頰ほおを冷たい汗あせが伝っていく。

　彼の目には、ハルがベヒーモスに食われたように見えたが──

「うおーりゃっ！」

　ドン、と鈍にぶい音がして、地面に顔を押しつけるようにしていたベヒーモスから、勢いよく人ひと影かげが飛び出して来る。

　もちろん、ハルだった。

　両手に握にぎった逆牙でベヒーモスの口を斬り破り、出てきたらしい。

「ぺっ、ぺっ。このあたしを食べるなんて！　ああん、半分霊れい体たいのくせに、口の中、べとべとじゃないの！」

　出てきたハルは、ケガはしていないようだが──

「おい、ハル」

　ジュカは、ハルに駆け寄りながら呼びかけた。

「あによ！　今のはちょっと油断しただけ！　もうめんどくなってきたわ……こうなったら一気に……！」

「それもいいが、おまえ凄い格好になってるぞ」

「は？　格好って……」

　ハルが、目線を下に落とす。
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　ブラウスの上にクリーム色のベストを着た格好……なのだが、ブラウスもベストも、左半分が溶けてしまっている。

　スカートの裾すそもボロボロで、下着がちらりと見えている状態だ。

　いや、それどころか水色のブラジャーも溶とけて、綺き麗れいな形をした胸のふくらみがほぼあらわになっている。

「……きゃあああああっ！」

　ハルは可愛かわいらしい悲鳴を上げ、慌あわてて腕で胸を隠かくす。

「もっと早く言いなさいよ、バカぁ！」

「おまえもすぐに気づけ……」

　親切に教えてやったのに、怒おこられるのは心外だった。

「あのカインズの唾だ液えき、溶よう解かい液だったってわけ!?」

　ハルは顔を真っ赤にしている。

　偉えらそうな割に、意外と恥はずかしがり屋なのだ。

　溶けたのが服だけで済んだのは、背徒の高い防ぼう御ぎよ力と回復力のおかげだろう。

「ていうか、またぁ!?　この前も、イヴのかけらを摑んだときに制服ボロボロにされたのに！　あんのバケモノ……！」

「そんな格好じゃ、おまえは戦えないだろう。あとは俺がやる」

「……まあ、いいわ。あんたは戦せん闘とう経験を積まなきゃね」

　ジュカは頷うなずいて、また意味もなくその辺をうろうろしているベヒーモスに向き直る。

　どうも、この怪物の行動は解げせない。

　続けて襲ってきたかと思うと、こうして無意味な隙すきを見せたりもする。

「斬ざん神しん絶ぜつ魔ま──」

　ジュカの右手から、巨きよ大だいな刃やいばが現れる。

　逆牙を握り締しめ、ジュカはゆっくりとベヒーモスに近づいていく。

　ベヒーモスはかなりの巨体だ。少々斬りつけたところで、たいしたダメージにもならないだろう。

　そうなれば──

「頭を砕くしかないか」

　霊体ならともかく、肉体を持ってる以上、頭がなくなればさすがに死ぬだろう。

　ジュカは斬神絶魔を構える。

　背徒になって二年間、師し匠しようについてひたすら体術を学んできた。

　怪物が相手といえども、急所を断てる自信はある。

　ウェイトの圧あつ倒とう的てきな差は大きいが、巨体だからこそ急所を攻こう撃げきしやすい。

　ジュカは、ぐっと斬神絶魔の柄つかを強く握り──

「なっ!?」

　いきなり、ベヒーモスが弾はじかれたように動いた。

　またもや口を大きく開き、ジュカに食いついてくる。ハルに斬り裂かれたその口は、既すでに回復していた。

「ちっ！」

　ジュカは動じずに、斬神絶魔を振ふるった。

　ガキン、と鈍い音がして、今まさにジュカに食いつこうとしていたベヒーモスの牙を、まとめて四、五本叩き斬った。

「グオオオッ！」

　斬られた牙が宙を舞い、ベヒーモスが悲鳴を上げる。

　ジュカは剣先を突き出すようにして走り出した。

　食らいつくためにベヒーモスが頭を下げた今がチャンス──

「くたばれ、化け物っ……！」

　ジュカが殺気とともに叫んだ瞬しゆん間かん、ベヒーモスがくるりと身体からだを一回転させた。

　怪物の頭ではなく尻尾しつぽが視界に入り、ムチのようにしなるそれがジュカに襲いかかってくる。

「なにっ……！」

　ジュカは斬神絶魔の刀身を立て、尻尾の強烈な一撃を受け止める。

　両りよう腕うでから全身に衝撃が伝わってきて、骨が砕くだけそうになる。

　尻尾の一撃を受け止めきれず、ジュカは何十メートルも吹ふき飛ばされてしまう。

「くっ、ぐううっ……！」

　ジュカはガリガリと地面を削けずるようにして数回転がってから、なんとか体勢を立て直す。

　そして、立ち上がった彼の目に──飛んでくる光の玉が見えた。

「ちぃっ！」

　ジュカはほとんど反射的に跳躍し、かろうじて光の玉をかわしたが──地面に着ちやく弾だんしたと同時に爆ばく発はつが起き、また吹き飛ばされる。

「くそっ、なんだおまえは……！」

　ジュカは着地しつつ、ギリッと奥歯を嚙かんだ。

　大きな隙を見せていたかと思うと、火がついたように襲ってくる。

　いったい、このベヒーモスはなんなのか──！

「グルルルッ……！」

　ベヒーモスは、短く吠ほえながら迫せまってくる。

　ジュカは、じりじりと後ろに下がっていく。

　これほどまでに連続攻撃をくらっては、反撃するチャンスがない。

　いや、焦あせって攻撃を仕し掛かけようとするほうが危険──

「……そうか。こいつは」

　ジュカはあることに気づき、逆牙を握った手をだらりと下げる。

「グオオオオオッ！」

　唐突に、ベヒーモスがぐるりと首を回した。

　それから、地面を揺ゆるがせながら、あさっての方向へ走り出す。

「なに……!?」

　ジュカは驚おどろき、ベヒーモスが走っていく先にあるものを見た。

　空くう絶ぜつの魔ま弓きゆうを出現させ、今まさに矢をつがえようとしている咲耶の姿が──

「ダメだ……！」

　ジュカは、絶望してしまう。

　ベヒーモスはあまりに速すぎる。

　おそらく、咲耶の神かみ業わざでも矢を放つのは間に合わない。

　杏里もそばにいるが、結界を展開する前にベヒーモスの一撃が咲耶の命に届く。

「モード変へん換かん！　時よ、加速しろ！」

　斬神絶魔の刀身に、赤い幾き何か学がく模様のようなラインが走る。

　ジュカの身体が風を巻き込んでゴオッと奇き妙みような音を立て、視界に映るものすべてがスローに見え始める。

　みずからの時間を加速させることで、神魔をも凌りよう駕がする高速移動を可能とする──

　それがジュカの逆牙、斬神絶魔の封神モードの能力なのだ。

「うおおおおっ！」

　ジュカもまた咆ほう哮こうを上げ、走っていくベヒーモスへと追いついた。

　そして──

「咲耶っ！」

　今まさに、咲耶に向けて巨大な前まえ脚あしを振り下ろそうとしていたベヒーモスの前に割り込んだ。

　ジュカは飛びつくようにして咲耶の身体を抱だき、背中で前脚の一撃を受ける。

「ぐうっ……！」

　大型トラックにでものしかかられたような重い衝しよう撃げき──

　ジュカは歯を食いしばり、それでも咲耶の身体を離はなさなかった。

「ぐうっ、ううっ、くううっ！」

「きゃあっ……！」

　ジュカと咲耶は小さく悲鳴を漏もらしながら、抱き合うような体勢のまま、地面を転がっていく。

「うう……さ、冴木君……大だい丈じよう夫ぶですか……？」

「ああ、そっちは……？」

　二人は数十メートルも転がり、駐ちゆう車しやされていた車にぶつかって止まった。

「わ、私は大丈夫です。冴木君がかばってくれましたから……」

「そうか。それならいい」

　ジュカは答えて、ふと違い和わ感かんを覚えた。

　顔に柔やわらかな感かん触しよくが伝わってきている。

「ん……？」

　そこでジュカは、自分が咲耶を押し倒たおし、胸に顔を埋うめていることに気づいた。

　慌てて、身体を起こそうとする。

「待って！」

「え……？」

「待って……ください。もう少しだけこのままで……」

　咲耶は、ジュカの頭をぎゅっと抱きかかえるようにして自分の胸に押しつけてくる。

「お、おい、こんなことしてる場合じゃ……」

「杏里ちゃんみたいに大きくないですけど、これが今できる精せい一いつ杯ぱいのお礼です……」

「…………」

　ジュカの身体は咲耶にぴったりと密着し、彼女の柔らかさに包まれる。

　ふわりといい匂においもして、ジュカは奇妙なほど安心してしまう。

「……まだ落ち着くには早い」

　ジュカは、ゆっくりと彼女の腕を外して立ち上がる。

「おそらく、ベヒーモスは〝殺気〟に反応してる」

「殺気……？」

　咲耶もほこりを払はらいながら立ち上がる。

　彼女の制服は汚よごれ、ストッキングはところどころ破れてしまっている。

　その破れたストッキングが妙みように艶なまめかしかった。

「……ああ」

　ジュカは咲耶の足から目を離して、頷く。

「殺気を向けてきた相手に、執しつ拗ように襲おそいかかってるんだろう。だから、さっきも一度引き下がろうとした俺じゃなくて、弓矢で狙ねらっていた咲耶に襲いかかったんだ」

「なるほど、言われてみればそのとおりです──って！」

　ベヒーモスが、またいくつもの光の玉を周囲に放つ。

　駅ビルや周囲の建物、車に次々に当たり、爆発の華はなが咲さく。

「……殺気を向けた相手をターゲットにするけど、他ほかのカインズと同じで無差別攻撃もありみたいですね」

「殺気を向けなければ放ほうっておいてもいい、ということではなさそうだな」

　つまり、時間はないということだ。

　杏里もハルも、ついでに鷹耶とトバルカインの隊員たちも無事だ。

　だが、これ以上ベヒーモスが暴れれば、どうなるかわからない。

「あいにく、俺は殺気を消して戦えるほど器用じゃないからな。やるしかない……！」

「待ってください、冴木君」

「待ってる余よ裕ゆうはなさそうだぞ」

「闇やみ雲くもに突つっ込んでもダメです。冴木君、ベヒーモスが殺気に反応するって、どのくらいの距きよ離りなら反応すると思います？」

「相手は規格外の怪かい物ぶつだ。百メートルや二百メートルと考えるのは楽観的すぎるな」

　ベヒーモスがどの程度の距離までなら殺気に反応するのか、いちいち試ためしている時間もない。

「だったら、二キロならどうです？」

「二キロ……？」

　ジュカは、思わず咲耶の顔を凝ぎよう視しする。

　冗じよう談だんを言っているようには見えなかった。

「二キロ先からの遠距離攻こう撃げきなら、ベヒーモスの猛もう攻こうを受けずに済むんじゃないでしょうか？」

「それは……おそらく可能だろうが」

　それだけ離れれば殺気も感知できないだろうし、仮にできたとしても二キロもの距離をベヒーモスも一いつ瞬しゆんで移動できるわけではないだろう。

「まさか、咲耶の弓で狙う気か？　だが、二キロはさすがに……」

「私は神器覚醒者ですよ。まだ、冴木君にすべてを見せたわけではありません」

「……危険がないわけじゃないぞ」

　ジュカは、咲耶の覚かく悟ごを窺うかがうように、また彼女の顔をじっと見つめる。

「はい」

　咲耶は、にっこりと微笑ほほえんだ。

「私一人では無理です。でも、冴木君がいれば──」

　どうやら、彼女は既すでに覚悟を決めているらしい。

　疑うのは、咲耶への侮ぶ辱じよくだった。

「そこのトバルカインの女！　車を回せ！　やってもらうことがある！」

「は、はいっ！」

　突とつ然ぜん、ジュカに名指しされ、トバルカインの女性隊員が跳とび上がる。

　ジュカだけでなく、この場にいる者たちは腹をくくらなければならない。

　そうでなければ、あの怪物は倒せない──







　咲耶と女性隊員はトバルカインの装そう甲こう車に乗り、走り去っていった。

　軽い打ち合わせをしただけで、多少の出たとこ勝負になるのはやむをえない。

「杏里」

　ジュカは、杏里のそばに寄っていって、彼女の肩かたに手を置いた。

「よかった、忘れられたかと思った」

「冗談を言ってる場合じゃない。おまえは、いつでも結界を張れる準備をしておけ。ああ、そこに転がってる男は──気にしなくていい」

　ジュカは、気絶している鷹耶に目を向けた。

　状じよう況きようは定かではないが、ベヒーモスの出現に鷹耶が関かかわっている可能性は高い。

　咲耶には悪いが、この男を守るために杏里を危険にさらす気はなかった。

「ジュカ君は、どうするの？」

「もちろん、あの怪物の相手をする。切り札は咲耶だが──俺が仕留めれば、それに越こしたことはないだろう」

　いくら二キロ先に移動しても、咲耶に説明したとおり、危険はゼロではない。

「ルーキー、あんたなに考えてんの？」

　ハルが腕うでで胸を隠かくしながら近づいてくる。

「なにしろ、あのでかさだ。神器覚醒者は俺たちの敵といってもいいだろうが……今回は共きよう闘とうしてもいいだろう？」

「利用できるものは利用すればいいじゃん。けど、あのカインズは手て強ごわいわよ。この前、あんたが倒した神魔より上かも」

「それなら、ちょうどいい」

　ジュカは、軽く斬神絶魔を振ふる。

「これから神魔どもを狩かっていく練習台になるだろう。ハル、おまえは杏里と一いつ緒しよにいてくれ」

「あたしに指図するなんて百年早いわ。でも、あんたの可愛かわいい杏里は守ってやるわよ」

「頼たのむ」

「…………！」

　ジュカがためらわずに答えると、杏里が目を大きく見開いた。

　いちいち突っ込むのが面めん倒どうなので頷うなずいただけなのだが、杏里を驚おどろかせてしまったらしい。

「さあ、行くか──」

　ジュカは、斬神絶魔の刃やいばをベヒーモスへと向ける。

「モード変へん換かん！　時よ、加速しろ！」

　再び自分の周囲の時間を加速させ、走り出す。

　周囲のすべてがスローに見え、身体からだに猛もう烈れつな負荷がかかる。

「おおおおお……おおおおおおおおおおおおっ！」

　ジュカは雄お叫たけびを上げつつ、斬神絶魔を上段に構え、ベヒーモスへ向かう。

　怪物は敏びん感かんに殺気に反応し、ジュカのほうへと走り出す。

　またもや凄すさまじい咆ほう哮こうを上げているようだが、ジュカの耳にはゆっくりと聞こえる。

　それでも、耳みみ障ざわりであることには違ちがいない。

「少しは──黙だまったらどうなんだ！」

　ジュカはベヒーモスの前で跳ちよう躍やくし、目と目の間を斬きりつける。

　肉体だけでなく霊れい体たいをも絶つ逆牙の刃が、深々とベヒーモスの皮ひ膚ふを斬り裂さいた。

「グアアアアッ！」

　ゆっくりとした悲鳴を聞きつつ、ジュカはベヒーモスの頭のあたりを何度も斬り続ける。

　ザクザクと鈍にぶい音が響ひびき、ベヒーモスの霊体が弾はじけ、霊気の白い光が飛び散っていく。

「この程度じゃ死なないか！」

　頭を何度斬っても、ベヒーモスは叫さけぶばかりで、たいしてダメージを受けている様子がない。

　急所を砕くだくのではなく、ダメージを蓄ちく積せきさせていって消しよう耗もうさせるほうがよさそうだ。

「おおおおおおっ！」

　ジュカは、ベヒーモスの頰ほおに斬神絶魔の刃を突き立て、そのまま背中に向かって走り出した。

　深々と突き刺ささった刃が、頰から肩、背中にかけてベヒーモスの内部を斬り裂いていく。

「これでもダメか！」

　ジュカは、負荷の限界を感じ、時の加速を解除する。

「ルーキー！　もっとメチャクチャに斬りなさい！　背中は死角になってるから、その怪物は攻こう撃げきできないわ！」

「わかってる！」

　ジュカは背中に乗ると、ひたすら逆牙を振り続けた。

　ベヒーモスが悲鳴を上げて暴れているが、その程度で振りほどかれるほどヤワではない。

「いい加減に、少しはダメージくらい受けろ！」

　それどころか、ベヒーモスはさらに暴れ回る。

　上下に激しく跳はね、身体をぐるぐると回転させ、背中に乗っている異物を払いのけようとしている。

「くっ、このっ……！」

　ジュカは斬神絶魔を背中に深く突き立ててこらえる。

　上下左右に激しく揺ゆれ、目が回り、内臓がシェイクされている。

　並の人間ならばとっくに、バランスを失って落とされているだろう。

「いつまで暴れて──っ」

　そのとき、ジュカの目の前に光の玉が現れた。

　直径一メートルほどの球体は、間近で見るととてつもない大きさと──エネルギーを秘めていた。

「くうっ……！」

　ベヒーモスの背中から、さらに三つ四つと光の玉が飛び出して来る。

「時よ加速しろ！」

　ジュカは、素す早ばやく斬神絶魔の封神モードを発動させる。

　突き刺していた斬神絶魔を引ひき抜ぬき、なかば瞬間移動にも等しい速さで背中を伝い、尻尾しつぽ側から地面へと飛び降りた。

「グオオオオンッ！」

　飛び降りながら、封神モードを解除。

　そのときには、ジュカを狙ねらって放たれた光の玉が、ベヒーモス自身の背中に着ちやく弾だんしていた。

　爆ばく音おんが響き、真っ白な閃せん光こうがあたりをまぶしく照らす。

「バカが！」

　壮そう絶ぜつな自爆に、ジュカはにやりと笑ってしまう。

　今のうちにもっと畳たたみかけて──

「…………！」

　着地し、ベヒーモスめがけて駆かけ出そうとしたジュカの前に、巨きよ大だいな口が見えた。

　ベヒーモスが背中に何発も光の玉をくらいながらも、襲おそいかかってきたのだ。

「このっ……！」

　ジュカは斬神絶魔の刃を立て、食いつこうとしてきたベヒーモスの口を防ぐ。

　しかし、巨体の体当たりには耐たえきれず、そのまま押し込まれてしまう。

「ぐっ、くっ、くうううっ……！」

　奥歯を嚙かんで衝しよう撃げきに耐え、ガリガリと両足で地面を削けずりながら数十メートル後退し、駅ビルの壁かべのところで止まった。

「がはっ！」

　壁で背中を強打し、一瞬息が止まってしまう。

「ウオオオオオオンッ！」

　ベヒーモスは咆哮を上げ、そのままジュカを壁に押しつけ潰つぶそうとしてくる。

　いくら人間離ばなれしたパワーを持つ背徒とはいえ、超ちよう重量級の体当たりは止めきれない。

　歯を食いしばり、耐えるジュカの視界に──

「……合図か！」

　遠くで、黄色い信号弾が上がるのが見えた。

　もちろん、咲耶からの合図──準備ができたということだ。

「意外と早かったな」

　ジュカは、またにやりと笑う。

「このままじゃ、咲耶の邪じや魔まになるか。またこいつを使うことになるとはな！」

　ベヒーモスの口を斬神絶魔で止めつつ、ジュカは──

　左腕から鎖くさりを飛び出させる。

　その鎖は数十メートルも伸のび、先せん端たんが道路標識のポールに巻きついた。

　縛ばく鎖さ──神魔が人を縛しばりつけている鎖を断ち切った者、それが背徒だ。

　だが、ジュカは唯ゆい一いつの例外として、左腕にまだ縛鎖が巻きついたままになっている。

　神魔の支配からは逃のがれており、普ふ段だんは左腕に巻きつけておいて、いざというときは自在に伸しん縮しゆくさせることが可能だ。

「ふっ！」

　ジュカは伸ばした鎖をウィンチのように縮め、その勢いでポールへ向かって跳とんだ。

　縛鎖は、自分が神魔に支配されていた証あかし──

　そんなものに頼たよりたくはないが、非常事態となればやむをえない。

　ジュカは、ポールから鎖を解き、左腕に戻もどす。

「ウオオオオオオオオオオッ！」

　むろん、ベヒーモスはすぐに踵きびすを返し、再びジュカに襲いかかってくる。

「ああ、来い！　もうあとは──」

　咲耶の攻撃を待つだけ──そのはずだった。

　しかし、ベヒーモスはアスファルトを削りつつ急制動し、あらぬ方向に視線を向けた。

「なんだ、いったい……まさか！」

　ジュカは、一いつ瞬しゆんの後に気づいた。

　ベヒーモスはあらぬ方向を見ながら、口を大きく開いた。

　その口に、白い光が満ちつつある。強力な霊気を凝ぎよう縮しゆくしているのだ。

「咲耶の殺気に気づいたのか！　ちっ、化け物め！」

　ジュカは、ベヒーモスの前に回り込む。

　しかし、怪物の口内に満ちている霊気はあまりに強力すぎる。

　おそらく、以前に戦った神魔のように、霊気をビーム砲として放つつもりだ。

　あれを止めるには──

「狂きよう乱らんのアダム！　俺に力をよこせっ！」

　ジュカは精神を集中させ、みずからの身体とリンクするアダムに呼びかける。

　神魔が住む楽園の地下深くに封ふうじられている、神殺しの兵器〝狂乱のアダム〟。

　ジュカはその兵器の一部、〝アダムの左腕〟の力をダウンロードして使うことができるのだ。

「うおおおおおおおっ！」

　アダムの力がダウンロードされ、ジュカの身体が蒼あおい光に包まれる。

　全身に力が充みち満ちて、ジュカは高く高く跳躍した。

「アダム！　カインズどもはおまえの細さい胞ぼうの一部だろう！　だったら、こいつの攻撃くらい耐えてみせろ！」

　ベヒーモスの開いた口から、凝縮された霊気のビームが放たれる。

　そのパワーは圧あつ倒とう的てきで、二キロ先にいる咲耶も一撃で骨すら残さず消してしまうだろう。

　だが──

「絶対に、咲耶は殺させない！」

　ジュカは跳んだまま両りよう腕うでを交差させ、放たれたビームの射線上に入る。

「ぐうううううっ！」

　強きよう烈れつなビームが直撃し、身体が一瞬で蒸発しそうなほどの熱と衝撃が襲ってくる。

「うおおおおおおおおおっ！」

　ジュカは雄お叫たけびを上げ、ビームの直撃に耐え続けた。

　狂乱のアダムの力がさらに高まり、強烈な負荷のせいで全身が砕くだけてしまいそうだ。

　それでも──ジュカは耐え続けた。

　これに耐えきれば、必ず咲耶が決めてくれる。

　あとは──ただ待つだけでいいのだ。







「はっ、はっ、はっ……ふうっ」

　咲耶は十階建てビルの非常階段を一気に走破し、飛び込むようにして屋上へ入った。

　屋上の周囲に柵さくはなく、ビルからは景色がよく見える。

「よし、ここからなら──」

　咲耶は屋上の縁ふちに立ち、はるか向こうをじっと見つめる。

「うぇっ、ちょっと高いですね……」

　一歩後ろに下がって、咲耶は顔をしかめた。

　高いところはあまり好きではなかった。

「って、そんなこと言ってる場合でもないですね」

「はあっ、はあっ、はあっ……に、二ノ宮さん、速すぎ……！」

　咲耶に遅おくれて、トバルカインの女性隊員が屋上に入ってくる。

　このビルまで車で送ってくれたのがこの女性隊員だ。名前は久く住ずみというらしい。

　久住隊員は、咲耶のそばまで来て、双そう眼がん鏡きようを取り出した。

「た、確かに……ここからなら、駅前がよく見えるわね……」

「はい」

　咲耶はこくりと頷うなずいた。

　彼女の目には双眼鏡など使うまでもなく、二キロ先──駅前の状じよう況きようがよく見えていた。

　ベヒーモスを相手に、ジュカが孤こ軍ぐん奮ふん闘とうしている。

「急がないと」

　咲耶はキーワードを唱えて、漆しつ黒こくの弓──空絶の魔弓を発動させる。

「で、でも、二ノ宮さん。いくらあなたが覚醒者でも、これだけの距きよ離りから動き回る怪かい物ぶつを射抜けるの？」

「いえ、無理です」

　咲耶はきっぱりと答えた。

「む、無理って。じゃあ、いったいなんのためにここに!?」

「このままでは無理というだけです」

　少しだけ笑って、咲耶は言った。

　空絶の魔弓を横に寝ねかせるようにして構える。

「聖なるかな、聖なるかな、聖なるかな、全能者にして主なる神──」

　咲耶はさらにキーワードを唱えた。

　精神を集中させ、体内の霊気を練り上げ、神器を霊れい磁じフィールドで包み始める。

　神器が内包している霊気を霊磁フィールドで制せい御ぎよし、一気に解き放つ。

「二ノ宮咲耶の名において、神しん威いの行使を許し給たまえ。聖なる光と邪じやなる闇やみの相そう克こくから生まれし、天を突つき、大地を引き裂さく、霊の血を流させるものよ──」

　空絶の魔弓が、キィィィとジェット機のエンジンのような高音を響ひびかせつつ、霊気を高めていく。

「覚かく醒せい解放！　来たれ、裂れつ空くうの魔ま砲ほう──！」

　緩ゆるいカーブを描えがいていた魔弓が鋭えい角かく的なフォルムへと変形し、長さが倍ほどに伸のびる。

　さらに漆黒の弓は、新雪のような美しい白へと変わっていく。

　真っ白になった弓の中心からは細長い台座が現れ、いわゆるクロスボウの形を取った。

「これが二ノ宮さんの神器の──真の姿！」

　そう、これこそが神器覚醒者たる由ゆ縁えん。

　次の段階に進んだ神器の姿だ。

「照準！」

　魔砲の本体から地面に向けて、三本の脚あしが伸びた。

　神器本体を固定し、照準を安定させるための三さん脚きやくである。

「神器よ、すべてを見通す聖なる瞳ひとみを与あたえ給え──！」

「二ノ宮さん、目の色が……！」

　久住隊員が、また驚おどろいている。

　神器覚醒者は、神器から与えられた、背徒に劣おとらない身体能力を持つ。

　そしてもう一つ──固有の特とく殊しゆ能力を得るのだ。

　咲耶の場合は、数キロ先までも克こく明めいに視みつつ、さらに壁すらも透とう過かする能力──いわゆる〝千里眼〟の力だ。

　この能力を発動させているとき、彼女の瞳は鮮あざやかなグリーンに輝かがやく。

　咲耶は、二キロ先のジュカとベヒーモスの死し闘とうにじっと視線を注ぐ。

「久住さん、信号弾だん撃うって！」

　ギリギリと魔砲の弦つるを引き、台座の端たん部ぶの突とつ起きに固定する。

　弦がぱっと輝き、霊気が実体化して矢が生じていく。

　いや、矢ではなく──太さといい長さといい、それはまさに槍やりだった。

　槍を魔砲に装そう塡てんし、同時にドンと轟ごう音おんが響き、黄色い信号弾が上がる。

「…………！」

　咲耶の目に、ベヒーモスに押されていたジュカが、左腕から鎖を放ってその場から逃れるのが見えた。

　彼は──本当に意表を突いてくれる。あんな能力を隠かくし持もっていたとは。

　あれは、話に聞いたことのある縛鎖というものだろう。

　背徒が持ち得ないはずの縛鎖を操あやつるなど、あまりに意外すぎる。

「え……！」

　咲耶は、思わずぎょっとした。

　不意にベヒーモスが立ち止まり、咲耶と目が合ったのだ。

「気づかれたっ!?」

　まさか、と思ったが間ま違ちがいない。

　ベヒーモスは、二キロも離はなれた咲耶の殺気に気づいたのだ。

　怪物は大きく口を開き、離れたここからでも感知できるほどの霊気を集め始めた。

　あっちも私を撃うとうとしている──！

「間に合わないっ……！」

　照準を確定させるまでには、あと三秒必要だ。

　しかし、その三秒の間にベヒーモスから放たれた霊気のかたまりが咲耶の身体からだを跡あと形かたもなく消しよう滅めつさせるだろう。

　咲耶が絶望しかけた、そのとき。

「冴木君っ……!?」

　身体を蒼く輝かせたジュカが跳ちよう躍やくして──ベヒーモスから放たれた霊気のビームをまともにくらってしまう。

　いくら背徒でも、あれほどの霊気の直撃をくらえば、ひとたまりもないはずだ。

　咲耶は心臓が止まるほどの衝しよう撃げきを覚え──大きく目を見開いた。

「えっ……!?」

　直撃をくらいつつも、ジュカは全身を蒼く輝かせながらこらえている。

　ビームの放射が止やむと、彼は地面へと落下していった。

　それでも、背徒の少年は両足でしっかりと地面に着地した。

　ジュカは──生きているのだ。

　咲耶はなぜか笑ってしまいつつ。

「ありがとう、冴木君──」

　ジュカは身体を張って、咲耶を守ってくれたのだ。

　彼がつくってくれた最大のチャンス。逃のがすわけにはいかない。

　今まさに、ジュカに襲おそいかかろうとしているベヒーモスに照準を定め──

　台座の下についているトリガーをゆっくりと引く。

　ドオッと耳をつんざく轟音が響き、霊気のかたまりである巨きよ大だいな槍が放たれる。

　槍は白い光の尾おを引きながら、まっすぐに──まっすぐに飛んでいく。

　裂空の魔砲から放たれた槍は、二キロ先のベヒーモスの頭を正確に射い抜ぬき──

　そのまま体内深くにめり込むと、ベヒーモスの周囲に巨大な魔ま法ほう陣じんのような模様が、いくつも現れた。

「な、なに……あれ……？」

　久住隊員が、咲耶の横で驚きよう愕がくしている。

「これが裂空の魔砲です──狙ねらった標的を決して外さない。命中させれば、相手を確実に破は壊かいし尽つくす」

　咲耶の神器は、超ちよう長ちよう距きよ離り射しや撃げきを可能にするだけではない。

　命中と同時に、対象を徹てつ底てい的てきに破壊する能力を秘めている。

　ベヒーモスの全身を包むようにして展開したいくつもの魔法陣から発動した破壊の術式が、怪物の霊体も肉体も、粉々に圧あつ壊かいさせていく。

　咲耶の手には、確かな手て応ごたえがあった。

　百発百中の矢と、標的を粉こな微み塵じんに砕け散らせる破壊の能力。

　この二段階での攻こう撃げきが、咲耶を神器覚醒者たらしめているゆえんなのだ。

　二ノ宮咲耶の凄せい絶ぜつなる射技は──最強のカインズをも一撃で仕留めていた。







　粉々になったベヒーモスの身体が、溶とけるように光の粒つぶと化して消えていく。

　ジュカは、斬神絶魔を握にぎったまま、その様子を眺ながめていた。

　既すでに、アダムの力は消えている。ビームの直ちよく撃げきでマスクは破れ、ジャケットもボロボロだが、肉体のダメージはそれほどでもない。背徒の能力で、既に回復しつつある。

「それにしても、咲耶……」

　まさか、本当に二キロも先からの狙そ撃げきを成功させるとは。

　しかも、なにかの能力なのか、ベヒーモスの肉体は徹底的に破壊されてしまった。

　彼女は最初に「本気だったら一発で頭を射抜いていた」と言っていたが、もし命中していたらそれだけでは済まなかったということだ。

　さっきの攻撃をくらえば、背徒といえどもひとたまりもなかっただろう。

「冴木君！」

　トバルカインの装そう甲こう車が猛もうスピードで走り寄ってきて、ジュカの前で止まると、車内から咲耶が飛び出してきた。

「ああ、咲耶」

「やった、やりました！　冴木君がベヒーモスを止めてくれたおかげです！」

「いや、俺は別に──」

　首を振ふろうとしたジュカに、咲耶が勢いよく抱だきついてきた。

「よかったです、冴木君が無事で！　本当に、本当によかった！」

「おっ、おい……」

　咲耶に抱きつかれながら、ジュカは戸と惑まどってしまう。

　こんな風に素す直なおに好意を向けられたのは、初めてだった。

「ふーん……」

「へぇ……」

　すぐそばに杏里とハルがいて、冷たい目を向けてきている。

　なぜそんな目をされるのかわからないが、なぜかジュカは命の危機すら感じていた。

「っと、あ、ごめんなさい。嬉うれしくてつい……」

「いえ、別にいいわ。ええ、いいの。本当にいいの」

　ジュカから離れて謝った咲耶に、くどい調子で杏里が言った。

「あ、あー、えーと……」

　不ふ穏おんな様子を感じ取ったのか、咲耶があたふたし始める。

「そ、そうでした。兄さんを病院に連れて行かないと！　久住さん、悪いんですけどまた車で──」

　咲耶がそう言いかけたところで、ジュカは気づいた。

　いや、その場にいた全員が気づいていた。

「兄さん……！」

　鷹耶が立ち上がり、荒あらい息をつき──薬の瓶びんらしきものを握っていることを。

　彼は、明らかに様子がおかしい。

　血走った目には狂きよう気きが宿っており、憎にく々にくしげにジュカを睨にらんでいる。

「咲耶……そうか、おまえは……やはり僕から離れてしまうんだな……」

「に、兄さん、なにを言って……いいから病院へ行きましょう！　ケガもしてるんですよ！」

「はは、ははははははは……結局、こんな結末か……ならば、それでもいい。だが……最後の最後は、僕に選ばせてもらう！」

　鷹耶は持っていた瓶を掲かかげ、中からこぼれてきた大量の錠じよう剤ざいを一気に飲み込んだ。

「エリクシル!?　兄さん、やめて！」

　咲耶は兄のもとへと駆かけ出す。

　エリクシルという薬は、ジュカも知っていた。霊気を一時的に増ぞう幅ふくさせる霊れい薬やくだ。

　強い副作用があり、あれほどまでに大量に飲んだら──

「くっ、は、ははははははっ、特異点から吸い上げた霊力もたっぷり残ってる！　今の僕なら──」

　高笑いを上げる鷹耶の顔や腕うでには血管が浮うき上がり、身体が小刻みに震ふるえている。

　明らかな過剰摂取オーバードーズだ。

「咲耶ぁ！」

　鷹耶は、駆け寄って来た妹に向けて──神器を放った。

　先せん端たんにナイフがついたワイヤーが生き物のように飛び──

「えっ……」

　空中でワイヤーがくるくると舞まい──咲耶の背中へと突つき刺ささった。

「僕からの最後のお願いだ。今だけ、おまえの力を貸してくれ！　今だけ……僕の咲耶に戻もどってくれ！」

「に、兄さ……！」

　ワイヤーが白く輝き、神器の能力が発動する。

　ジュカも以前にあの神器は見ている。

　あれの能力は──他者の操作。

「あ、ああああ……！」

　咲耶は短い悲鳴を上げ、みずからの神器、空絶の魔弓を発動させる。

「どうし、て……兄さん……！」

「ケリをつけるためだ！　行け、咲耶ぁ！　背徒を殺せ！」

「うああああああああああああっ！」

　咲耶は悲鳴のような声を上げ、魔弓の弦つるを引ひき絞しぼった。

　霊気の矢が生じて、ジュカめがけて放たれる。

「くっ！」

　ジュカは斬神絶魔で、高速で飛んで来た矢を払はらい落とす。

　だが、咲耶は止まらずに立て続けに矢を放ってくる。

　学園で襲われたときと同じ──いや、それ以上の連射だった。

「咲耶っ……！　よせ！」

　ジュカには反撃ができない。

　彼にはもう、咲耶を斬きることなどできなくなってしまっている。

「はははっ、いいぞ、咲耶！　世界の裏切り者など殺してしまえ！」

　鷹耶は嬉しげに笑いながら、神器を通して咲耶に霊気を送り込んでいる。

　あの霊気の供給を止めれば、咲耶も正気に戻るのだろうが──

「ちっ……速い！」

　咲耶の矢は、まるで機き関かん銃じゆうのように止まらない。

　たとえ反撃したくても、おそらく無理だ。

　咲耶は、ジュカの周りを走りつつ、正確無比な射しや撃げきを続けている。

「ルーキー！　よく見なさいよ、バカ！」

「なに……？」

　突とつ如じよ、ハルから叱しつ咤たが飛んできた。

　よく見ろなどと言われなくても、見なければ矢をくらってしまう。

　いったい、ハルはなにを言っているのか──

「……そうか！」

　カン、と軽い音を立てて矢を一本払いながら、ジュカは気づいた。

　咲耶の連続攻撃は凄すさまじい。しかし──

「咲耶……」

　ジュカは、斬神絶魔を握っていた右腕をだらりと下げた。

　咲耶は今まさに、ギリギリと弦を強く絞しぼり、矢を放つところだった。

「…………っ！」

　矢を射る直前、咲耶は動きを止めてしまったジュカに驚き、大きく目を見開いた。

　そして──

　高速の矢は、ジュカの頰ほおをかすめ、わずかに血を噴ふき出させながら飛んでいった。

「……なにをしてる、咲耶！　おまえが外すなんて！」

「バカか、おまえは！」

　動どう揺ようする鷹耶に、ジュカが怒ど気きを込こめて言い放った。

「今のを見てもわからなかったのか！　咲耶は操あやつられてなんかいないんだよ！」

　すぐにハルが気づいたのは、さすがと言わざるをえない。

　咲耶は雨のように矢を浴びせかけてきたが、どれも当たりそうで当たらない、ギリギリのところを狙っていたのだ。

　それもまさに、神かみ業わざのレベルと言える。

「さ、咲耶……おまえ、操作されたフリを……？」

「兄さん……」

　咲耶は、弓を握っていた手を下げ、鷹耶のほうを振り向いて悲しげに言った。

　ジュカの推測は、やはり外れていなかったらしい。

「これだけのエリクシルを飲んで、それでも……咲耶を支配できないのか……？　咲耶の霊的耐たい性せいはそれほどまでに……」

　そうだ、鷹耶はなにもわかっていなかったのだ。

　妹がどれほど強いか。

　妹がどんな気持ちを抱かかえて生きているのか。

　兄を傷つけないために、操られている演技をするなど──痛々しいばかりだ。

「もうやめましょう、兄さん……。こんなことしても、なにもなりません」

「黙だまれ」

　鷹耶は、ぽつりと言った。

「黙れ黙れ黙れ黙れ黙れ黙れ黙れ黙れ黙れ黙れ黙れ黙れ黙れ黙れえぇっ！」

　鷹耶の両りよう袖そでから、数本のワイヤーが飛び出した。

　先端にナイフがついたワイヤーが、一いつ斉せいに咲耶めがけて襲おそいかかる。

「このバカが！」

　ジュカは、咲耶の前に回り込み、斬神絶魔を一いつ閃せんさせて、すべてのナイフを砕くだきつつ、払い落とした。

「なにっ……！」

「おまえに咲耶を支配できるはずがない！　離はなれていったのは咲耶じゃなくて、おまえのほうだったんだ！」

　ジュカは、咲耶の背中に突き刺さっていたワイヤーも斬り、鷹耶の前へと詰つめ寄った。

「お、おまえに……背徒のおまえなどになにがわかる！」

「咲耶は優やさしい妹なんだ！　兄貴を見捨てられるわけがない！　それでもおまえたち兄妹きようだいの距きよ離りが離れたのは、おまえが妹に背を向けたからだろう！」

「なっ、なにを……」

「俺にもわかるようなことが、貴様にわかっていないんだろうが！」

　ジュカは、素す手でで鷹耶を殴なぐり飛ばす。

　鷹耶は派手に吹ふき飛び、道路を転がっていく。

　彼の神器が消え、十じゆう字じ架かに戻って地面に落ちた。

「兄さん……！」

「おまえもだ、咲耶」

　兄のところへ駆け寄ろうとした咲耶の肩かたを、ジュカはしっかりと摑つかんだ。

「もうよせ。おまえが兄に囚とらわれていたら、こいつも咲耶も幸せにはなれない」

「でも……私の兄さんなんです……」

「だからこそだ」

　ジュカは、はっきりと言い切った。

　これは、ジュカが気持ちを押しつけているだけだ。

　それがわかっていても、愚おろかな兄のせいで不幸になる妹を──見ていられない。

　ジュカは妹を救えず、彼女を失ってしまった。

　もうそんなのは、二度と見たくない。

　だからこそ、二ノ宮兄妹を放ほうっておけない。

　咲耶や鷹耶からすれば、余計なお世話ではあるだろう。

　それでも、言わずにはいられなかった。

「おまえたちは、まだやり直せる。生きてるんだからな」

「冴木君……？」

「だが、このままではダメだ。咲耶もそれはわかってるんだろう」

「…………」

　咲耶はなにも答えられない。

　そして、地面に倒たおれている鷹耶も無言のままだ。

「咲耶。おまえはもう、自由になっていいんだ」

「自由……」

　咲耶は、ふらふらとよろめき、ジュカの胸に顔を埋うめた。

「もう……いいんですか……私、もう……」

「ああ」

　ジュカは摑んだままだった咲耶の肩を、今度は優しく抱いだく。

　細い肩はわずかに震えていて、彼女の悲しみが伝わってくる。

　ずっと一いつ緒しよだった兄から離れるのは、寂さびしいのだろう。

　それでも、咲耶も鷹耶もそうしなければならないのだ。

　そうでなければ、先に進めないのだ。

「あり……がとう……冴木君……」

「ああ、咲耶……」

　ジュカが小さく頷いたそのとき──

「う……？　ぐ……っ！」

　いきなり、ジュカの左目にうずくような痛みが走った。

　アダムの左眼──不完全にアダムの力を宿し、イヴを感知する瞳ひとみが反応を示している。

「これは、まさか……！」

「あ、ああ……」

　咲耶が顔を上げ、その瞳が淡あわいグリーンに輝かがやいていた。

　いや、目だけではない。身体からだ全体が同じ色の光に包まれている。

「イヴのかけら!?　またこんなとこで!?」

　ハルがひっくり返った声を出していた。

　杏里の身体から飛び出したイヴのかけらを強引に戻もどしたのがハルだ。

　そのとき、ひどい目に遭あったのを思い出したのかもしれない。

《イヴの一人──翠すい緑りよくのイヴ。わたしは、目覚めた──》

「やはり、そうなのか……！」

　もしやとは思っていたが、咲耶もまたイヴのかけらの所有者──フラグメントだったとは。

《そう、わたしはイヴ──あなたが出会う、三人目のイヴ》

　だが、杏里のときと違ちがい、咲耶の中からイヴのかけらが現れているわけではない。

　イヴのかけらが、咲耶の身体を乗っ取っているかのような──

《正しき契けい約やくをもって、あなたとアダムのリンクを繫つなぎます》

「……おい、それはまさか……！」

　ジュカが問いかけようとしたところで、その口は塞ふさがれてしまった。

　背せ伸のびしてきた、咲耶の柔やわらかい唇くちびるによって。

《ん……んん……》

　咲耶がくぐもった声を漏もらし、唇が押しつけられてくる。

《んんっ……ふぁ……》

　彼女の唇がゆっくりと離れる。

《契約は結ばれました。あなたとアダムの新たなる絆きずな──〝アダムの右みぎ脚あし〟の力》

「アダムの右脚……」

「……って、わああああぁ！　わ、私なにやっちゃってるんですか！　ええぇっ、今の夢じゃないんですよね!?」

「咲耶……？」

　突とつ然ぜん、咲耶がわあわあとわめき始めた。

　別人になった──というより、イヴではなく咲耶に戻ったらしい。

「あっ……いえ、違うんです、杏里ちゃん」

「見てたわ」

　杏里は端たん的てきに事実を述べた。

　その感情が込こめられていない言葉が、ジュカにも怖こわかった。

「大だい丈じよう夫ぶ、気にしてない。今のは咲耶先せん輩ぱいじゃなくて、イヴがしたことだってわかってるから。咲耶先輩の中にいるイヴにはあとで話があるけれど」

「ちょっ、凄すごく怒おこってないですか!?　というか、イヴってなんですか!?」

「……先輩、わかっていないの？」

《そう、この身体の持ち主はまだ理解していません。蒼そう穹きゆうのイヴ──天ヶ崎杏里の中のイヴが覚かく醒せいしたときとは違いますから》

　またもや、咲耶の口調が一変した。

　コロコロと咲耶とイヴの人格が切り替かわっているようだ。

「イヴ……おまえが目覚めたのはいいが……なぜ、今契約を？」

《必要になるからです。イヴの背徒、ジュカ。新たなる神殺しよ。あなたの使命を果たすときです》

「俺の……？」

　ジュカはイヴの言葉に一いつ瞬しゆん戸と惑まどい、すぐに理解した。

「なんだと……！」

　ばっと顔を上げ、すぐそばのビルの屋上を見た。

　そこには──

　キャメルのコートを着た、銀ぎん髪ぱつの若い男が立っている。

　見た目はただの優やさ男おとこ。しかし、その気配は間違えようもない。

「神魔……！」

　ジュカが殺し尽つくすと誓ちかった、世界の支配者たち。

　まだようやく、一体を殺しただけだ。

　もっともっともっと殺さなければならない。

　人の魂たましいを食らう存在など、生かしておいてはならない。

　もう二度と、誰かが妹のように魂を食われて死ぬことがないように。

　そして妹の無念を、この手で晴らすために。

「神魔、よく俺の前に……！」

「サリエ───────────ルッ！」

　ジュカの言葉を遮さえぎるように、怒ど声せいが響ひびいた。

　ジュカは驚おどろいて、横を振ふり向いた。

「ハル……？」

「サリエール……よく、あたしの前に顔を出せたもんね！」

　ハルは見たこともないような恐おそろしい目をして、銀髪の神魔を睨にらんでいる。

　視線だけで神魔を滅ほろぼせそうなほどの殺意だった。

「はははっ、久しぶりだねえ」

　サリエールと呼ばれた神魔はビルの屋上から飛び、ゆっくりと降りてきた。

　ジュカは、ハルの殺意を込めた怒気に圧あつ倒とうされ、なにも言えなくなってしまう。

　ハルとサリエールの間には、いったいなにがあるのか──







「サリエール……！」

　ハルは、砕くだけそうなほど奥歯を嚙かみ、すぐ目の前にいる銀髪の青年を睨む。

　だが、サリエールのほうは涼すずしげな笑えみすら浮うかべている。

「四年……いや、五年ぶりかな？　君が、私の牧場を壊かい滅めつさせたとき以来だね」

「黙だまりなさいよ……！」

　ハルは、両手の拳こぶしを血が出るくらい握にぎり締しめる。

　神魔サリエール──

　聖天に舞まう者に次ぐ、高位に在ある神魔の一体。

　罪を犯おかした人間を見守る神魔とも呼ばれ、人と深い関かかわりを持つ。

　しかし、ハルにとっては──

「くっ……！」

　ハルの脳のう裏りに、数年前の──背徒になる前の光景がよみがえってくる。

　そこが、なぜ〝牧場〟と呼ばれているのかハルは知らなかった。

　物心ついた頃ころには、ハルはそこにいた。

　見み渡わたす限りの草原と、山々。

　季節を彩いろどる美しい花が咲さき乱れる花はな園ぞの。

　自然に囲まれたその場所に、一いつ軒けんの洋館が建っていた。

　ハルは、そこで数十人の少女たちとともに暮らしていたのだ。

　少女たちは四、五歳から十八歳くらいまでと、年ねん齢れいもまちまちだった。

　誰だれもが、自分に家族がなく、牧場に住んでいる理由を知らなかった。

　しかし、そのことを特に疑問に思ったことはない。

　少女たちはみな仲なか睦むつまじく、物を言わない数人の使用人たちに世話され、美味おいしい食べ物と綺き麗れいな洋服、ふかふかのベッドを与あたえられて、生活に不自由はなかった。

　なによりも──

「やあ、みんな。今日も笑顔を見せておくれ──」

　館やかたの主──サリエールという青年の愛に包まれていたからだ。

　ハルもまた、彼の愛情を疑ったことはなかった。

　時々、仲間の少女が消えて、二度と戻って来ないということがあった。

　特に自分を可愛かわいがってくれた年上の少女が消えたときは、本当に悲しくて──

「ああ、可哀かわい想そうに。さあ、泣いていいんだよ……」

　それでも、サリエールに慰なぐさめてもらうと、不思議と悲しみはやわらぎ、消えた少女のことは忘れていった。

　ハルがすべてを知るのは、十二歳の誕生日。

　彼女は一人でサリエールの部屋に呼ばれ、牧場の意味を教えられることになる。

　自分は、牛や豚ぶたと同じ──

　汚けがれなく美味なる魂を主に捧ささげるために育てられた、家か畜ちくだったのだ──







「うおりゃああああっ！」

　ハルが、殺意を込めてサリエールを睨んでいたのはほんの一瞬。

　次の瞬しゆん間かんには、彼女は逆牙を発現させ、サリエールに斬きりかかっていた。

「うわっと……！」

　サリエールは軽く驚きつつ身を躍おどらせ、ハルの刃やいばをかわす。

　ジュカの目でもほとんど見えないほどの鋭するどい斬ざん撃げきだったが、繰くり出したほうもかわしたほうも、あまりにもあっさりとしていた。

「危ないなあ。いきなりなにをするんだい？」

「あんたこそ、あたしの前に現れるなんて！　ナメてくれたもんね！」

　ハルは、二本の逆牙を構えながら吠ほえるように言った。

「つれないなあ。君も、楽しかった頃を思い出してたんだろ？」

「あたしの心を読むな！　あんたが……あんたが……！」

　ハルは、肩かたを小さく震ふるわせている。

　ジュカには、なぜか彼女が小さな女の子のように見えていた。

「すべてを裏切ったくせに！　あんたは、最初からあたしたちを──！」

「愛していたのは本当のことさ。だからこそ、君たちの魂が愛いとしかった」

　サリエールのほうは、ハルの殺気にまったく怯ひるんでいない。

　ハルから一方的に向けられている殺意は、さらに激しくなり、空気が振しん動どうしているかのようだ。

　ハルとサリエール──二人の間の因いん縁ねんは、相当に深いものらしい。

「そうそう、七つの大罪に選ばれたらしいね。なんだか、自分のことのように誇ほこらしいよ」

「ふざけるんじゃないわよっ！」

「別におかしなことでもないだろう？」

　サリエールは、長い前まえ髪がみをさっとかき上げた。

「君は、私が育て上げた──娘むすめも同然なんだから」

「ふざけんなって言ってんのよ！」

　ハルは、鋭く踏ふみ込み、二本の短たん剣けんを高速で振りつつ、サリエールを追い込んでいく。

　だが、神魔は余よ裕ゆうの表情で軽かる業わざ師しのようにひょいひょいとハルの斬撃をかわす。

「はは、それだけ怒いかりに駆かられながらも、怒りに流されていない。冷静で的確な攻こう撃げきだ。たいしたものだよ。その若さで熟練した戦士となったか」

「いつまでも調子に乗らないことね……！」

　ハルが不意に立ち止まり──サリエールに、右の剣先をびしりと突つきつけた。

　それと同時に。

「むっ……！」

　サリエールの左ひだり腕うでが、跡形もなく消滅した。

「おや、いつ斬られたのかな？　逆牙は肉体じゃなくて霊れい体たいを斬るはずだが──左腕の肉も霊もまとめて塵ちりにされちゃったね」

「七つの大罪を甘く見ないで。いえ──あたしの怒りをナメんじゃないわよ」

「ふふ、そのようだね」

　サリエールは薄うすく笑い、次の瞬間、消えたときと同じように左腕が現れる。

　キャメルのコートの左袖そでまで元に戻もどっている。

「ちっ、再生か……！　デタラメな奴やつね！」

「腕を木こっ端ぱみじんにした君には言われたくないなあ……と、ああそうか」

　サリエールは苦く笑しようすると、ふとなにかに気づいた顔をする。

「どうもおかしいと思った。他ほかの七つの大罪にも前に会ったことがあるけど、こんなものじゃなかったんだよね。その気になれば、腕を塵にするどころか、腕という存在そのものを消滅させられたはず」

「……その軽い口とまとめて、頭を消滅させてやりたいわ」

　ハルが、小さく舌打ちする。

「やはり、君も力を抑おさえられてるわけか。魔術を伝えし者アザゼルの第十一封ふう印いん術式だね。背徒の中に、神魔わたしたちの術を使える者もいると聞いたけど」

「七つの大罪の力は、封印でもしないと抑えきれないのよ。ここで、あんたとあたしが本気でやり合ったら──」

「ま、この街くらいは軽く消えるかな。残念ながら、私は強いけど手加減だけは苦手だからね。だから、地上では君と同じような処置をしているわけだけど」

「あたしも、あんたが相手じゃ手加減できる自信はないわ……！」

「おまえこそふざけるな、ハル！」

　ジュカは、我が慢まんできずに叫さけんだ。

　どうやらハルは、封印とやらで力を抑えているらしい。

　ジュカにはまったく納なつ得とくできない話だ。神魔相手に本気を出すのをためらう必要があるのか。

　神魔が目前にいるのなら、ただ殺す以外に道などない。

「おまえができないなら、俺がやるっ……！」

「ま、待ちなさい、ルーキー！　そいつは……！」

　ジュカは聞く耳を持たなかった。

「狂きよう乱らんのアダムっ、もう一度力をよこせ！　左腕と──右みぎ脚あしもだ！」

　斬神絶魔を手に戻し、精神を集中して──アダムとのリンクをスタートさせる。

　一瞬、薄うす暗ぐらい暗くら闇やみに鎖くさりでがんじがらめに縛しばられた巨きよ人じんの姿が脳裏に浮かぶ。

　狂乱のアダム──イヴに生み出されし、神殺しの兵器の力。

　左腕と、さっき手に入れたばかりの〝アダムの右脚〟の力が流れ込んできて、全身に巡めぐっていく。

　蒼あおと翠みどりの光が螺ら旋せん状に混ざり合い、ジュカの身体からだを駆け上っている。

　以前、神魔を殺したときをはるかに上回るパワーだった。

「うおおおおおっ！」

　ジュカは吠え、地面を蹴けって走り出した。

「ははっ、若いねぇ、最後のイヴの背徒よ」

　サリエールは軽く笑い、両腕を大きく広げた。

「神魔ぁっ！　ふざけた余裕を見せてるんじゃないっ！」

　ジュカは、左腕を大きく振ふり上げ、拳を叩たたきつけるようにしてサリエールの頰ほおを殴なぐり飛ばした。

「ぐっ！」

　ドオン、と凄すさまじい音が轟とどろき、サリエールがぐらりとよろめく。

　ジュカは続けて拳を振るう。アダムの力は全身に回っている。右だろうが左だろうが、神魔を打ち砕く一撃が放てるのだ。

「ああああああっ！」

　叫びながら、何度も何度も神魔を殴り続ける。

　霊的にも肉体的にも高い防ぼう御ぎよ力を持つ神魔を殴るのは、ジュカのほうにも少なからずダメージがある。

　しかし、ジュカはそんなことには頓とん着ちやくしなかった。

　いや、痛みなどまるで感じていない。ただ、神魔への憎にくしみだけがあった──

「くたばれえぇぇぇぇぇっ！」

「…………！」

　サリエールは、まるでサンドバッグのように殴られながら──

　ふと、鋭い視線をジュカに向けてきた。

「…………っ！」

　そのとき、ジュカは殴るのを止め、素す早ばやく後ろに一歩下がっていた。

　ほとんど無意識の行動だった。

「……ほー」

　サリエールは、殴られすぎて真っ赤になっている頰を撫なでながら唸うなった。

「今、私が殺意を向けるより前に下がっていたね。なかなかカンは悪くないようだ」

「……ちっ」

　ジュカは舌打ちした。

　神魔を相手に引いてしまった自分が、信じられなかった。

「その怖こわい目を一つ潰つぶしてやろうと思ったんだけどね。ふむふむ、さっきのベヒーモスとの戦いで、どうも君は攻撃がイマイチに思えたんだけど」

「神魔ごときが俺のことをわかったように言うな……！」

「動き自体は悪くない。ただ、君の能力は〝生き延びること〟に特化しているようだね。自分で学んだのか、人に教わったのか知らないが」

「俺の目的は神魔を殺し尽つくすことだ。生きることより、貴様らを殺すことが優先に決まっているだろうが！」

「くだらない。それじゃ、普ふ通つうの背徒だよ。そんな背徒、山ほど見て、山ほど殺してきたからね。君にはそんな普通の色には染まってほしくないな」

「貴様はそんなことを気にする必要はない！　ここで肉も霊も砕くだけて消えろっ！」

「イヤだね」

　ジュカが拳こぶしを握にぎり締しめ、再び飛びかかろうとしたとき──

「私にはまだまだお楽しみがあるんでね。死んであげるわけにはいかないよ」

　サリエールはにやにやと笑いながら、右腕を高くかざした。

　右手に光が集まっていき──金色の細長い槍やりが現れる。

　穂ほ先さきが五つに分かれた、奇き妙みような形状をした槍だった。

「あれは……聖せい装そう兵へい器き〝ブリューナク〟！　ルーキー、逃にげなさい！」

「ははっ、逃げても無む駄だなことは知ってるだろう？」

　大地を揺ゆるがすような霊気の波動が、ブリューナクから溢あふれ出している。

　ジュカが、かつて一度だけ見た聖装兵器エクスカリバーに劣おとらない、とてつもない霊気だった。

「太陽を秘めし魔ま槍そうよ、天に抗あらがう愚ぐ者しやを貫つらぬけ！」

　サリエールが、力強く踏み込みながらブリューナクを投じた。

　金色の槍は目もくらむような光を放ち、空気を斬きり裂さき爆ばく音おんを響ひびかせながらまっすぐに飛んで──

「…………！」

　ジュカの胸の中心を正確に貫かん通つうしていった。

　胸に大穴が空き、背中から大量の血が噴ふき出す。

　全身が燃えるように熱く、急速に意識が遠ざかっていく。

　それでも──

「こ、このくらいで……止まるような覚かく悟ごだと思うな！」

　ジュカは、口から血を吐はきながら叫んだ。

　消していた斬神絶魔を発現させ、上段に振り上げながら走る。

「うおおおおおおおおっ！」

「なっ──！」

　ジュカは片腕で斬神絶魔を振り下ろし、サリエールを袈け裟さ懸がけに斬った。

　神魔の霊体を深々と斬り裂き、霊気の白い光が血のように飛び散る。

「は……ははっ、たいしたものだ。見事だよ、神殺しのジュカ」

「貴様などに褒ほめられたくない」

「だから褒めたんだよ。ははっ、お気に入りの背徒が二人もできるとは、私は幸福な神魔だよ」

「俺と出会った神魔に幸せなど訪おとずれない……！」

「それはそれで面おも白しろいな」

　サリエールが、楽しげに笑い声を上げた。

　それを最後に──ジュカの意識は遠ざかっていった。







「……君、ジュカ君……！」

「冴木君、聞こえますか？　ねぇっ！」

　ジュカの耳に、少女たちの声が聞こえてきた。

　二人とも慌あわててはいるが、最後に聞いた神魔の声などよりはるかに心地ここちいい。

「杏里……と咲耶か」

　ジュカは、目を閉じたままつぶやいた。

　咲耶はもちろん、杏里もまだ出会ってそれほど時間が経たっていない。

　それでも、彼女たちの声を間ま違ちがえるはずがない。

「おまえたちの声が聞こえるってことは、俺は死んでないのか」

「死んでない。この前、あなたがやったことを……わたしがやってみたの」

「杏里……？　それは……」

　ジュカは、ゆっくりとまぶたを開いた。

　そこは、真っ白な世界だった。

　以前、ジュカはみずからの縛鎖を通して彼女と互たがいの魂たましいを繫つないだことがあった。

　そのとき見た、杏里の魂の世界──そこによく似ている。

　しかし、杏里の魂の世界には、ソファやテーブルなどの家具があった。

　ここには、なにもない。

　ただ白いだけの世界が広がっている。

「ここは、俺の魂の世界……なのか」

　ジュカは床ゆかに横たわっていた。

　杏里と咲耶がジュカの身体の左右に座り、顔を覗のぞき込んできている。

　二人とも聖十字学園の制服姿だ。

「そう。わたしたちも実体じゃなくて魂。ジュカ君の左ひだり腕うでの縛鎖を、わたしと咲耶先せん輩ぱいの魂に繫いだの」

「……どうやって。誰だれがそんな術を使ったんだ？」

「翠緑のイヴです。彼女が手伝ってくれました」

「ずいぶんと協力的な神だな……」

　あるいは、イヴにとってそうする理由があったのか。

「あのサリエールっていう神魔はどうなった？　死んだのか？」

「ええぇ……先に自分がどうなったか訊きかないんですか？」

「サリエールは斬られたけど、笑いながらどこかに消えたわ。ハルも、あいつはあの程度じゃ死なないって言ってた」

「ハルは、あいつと因いん縁ねんがあるようだな。獲え物ものを奪うばって悪いことをしたか……」

「気にしていないみたい。ハルには、サリエールは許せない敵みたいだけど、今はまだ殺すつもりはないって」

「そうか……」

　ジュカは横たわったまま頷うなずいた。

　身体の感覚がまるでない。

　ただ、胸の中心にぽっかりと穴が空いたように、奇妙な寒さを感じる。

「奴やつは殺せなかったか……くそっ」

「でも、ジュカ君は生きてるわ」

　杏里が淡たん々たんと言う。

「けど、びっくりしましたよ……聖装兵器で貫かれちゃったんですからね。本当にもう、冴木君は無茶ばかりして……！」

「絶対者を殺すためだ。無茶もするさ」

「でも……でも……」

　咲耶は涙なみだ目めになりながら、ジュカの頰に手を添そえてくる。

「ジュカ君。あなたは生きてはいるけど、危険な状態。アダムの力が回復に注がれてるけど、このままじゃたぶん無理」

「わかりやすい説明だな」

　なにしろ、同じ聖装兵器であるエクスカリバーは、都市を丸ごと一つ消しよう滅めつさせたのだ。

　それに劣らない力を持つブリューナクに貫かれて生きているだけでも奇き跡せきだ。

「だけど……わたしはあなたを死なせない。わたしに生きろと言ってくれたあなたにも、絶対に生きてもらう」

「そうです！　私も冴木君に命を助けてもらいました。あなたのおかげで、私は解放されました。まだ……その恩を返してません」

「そんなことは、気にしなくていい。すべて、俺が勝手にやったことだ」

　杏里と咲耶、イヴのかけらを宿す二人の少女と出会い、流されるままにやったこととも言える。

　ある意味では、ジュカが彼女たちを巻き込んだということでもあるのだ。

　自分の神魔への復ふく讐しゆうのために──

「そうね。そうかもしれない。だから……わたしたちも勝手にやらせてもらうわ」

　杏里が、ジュカに顔を寄せてくる。

「やるって……いったいなにをだ……？」

「わたしたちが、なんのために魂を接続したと思っているの？　あなたを救うためよ」

「ハルさんから聞きました。私と杏里ちゃんは、イヴのかけらっていうのを持っていて、かけらを持つ者同士は引き合うって」

　咲耶は、なぜか顔を真っ赤にしている。

「私と……冴木君が強く引き合ったから、私の中にいたイヴのかけらが目覚めたんじゃないかって」

「……そうかもな」

　杏里の場合は、神魔に魂を抜ぬき出された直後にイヴのかけらも現れた。

　しかし、咲耶は兄から解放されたと同時にイヴが覚かく醒せいしてしまった。

　あるいは、あれは──

「に、兄さんじゃなくて……私がその、冴木君に感謝っていうか、私の心があなたに向いたからイヴが目覚めたって……」

「つまり、咲耶先輩はジュカ君を好きになったの？」

「い、いいええええぇ……そ、そうじゃなくて……恩人だから、そういう意味では大事な人っていうか！」

「まあ、なんでもいいわ」

「いいなら、とんでもないことを訊かないでください……」

「とにかく──わたしたちとジュカ君、互いに求め合うことで、イヴが活性化して……アダムの力も増すかもしれない」

「アダムも……？」

　ジュカの力の源はイヴではなく、狂きよう乱らんのアダムである。

　その力をダウンロードするきっかけになったのはジュカと、杏里と咲耶に宿っていたイヴだ。確かに、イヴの活性化がアダムの力の増ぞう幅ふくに繫つながる可能性はあるが……。

「ジュカ君は、まだまだアダムの左腕も右みぎ脚あしの力も完全に使い切れてない。アダムは、仮にも神殺しの兵器。神魔を何千体も殺したっていうアダムの力があれば、傷の修復くらいできるはず」

「だが……求め合うって具体的にどうするんだ？」

「わたしたちが、身も心ももっと繫がればいい」

「そ、そういうことみたいだから……ごめんなさい！」

　杏里と咲耶はそう言って、屈かがみ込んで、寄り添うようにしてきた。

　二人の少女の柔やわらかな身体からだが、ジュカの胸や腕に押しつけられてくる。

「お、おまえたち……！」

　さらに二人は、制服のリボンをほどき、ブラウスのボタンを外していく。

「わたしたちが求めるだけじゃダメだから……ジュカ君も……」

「こ、これは私たちの魂だから……こんなことしてても身体は清いままですから……だ、だから冴木君も遠えん慮りよなく！」

　杏里が恥はずかしそうに言い、咲耶は焦あせっている。

　遠慮なくと言われても、事態が唐とう突とつすぎてジュカの理解が追いついていない。

　なんとなく、理り屈くつはわかったような、わからないような感じだ。

「わ、私たちが求め合うのは自然なことなのかもしれません。前に冴木君が突とつ然ぜん私の……む、胸を揉もんできたのもイヴ同士が引き合ったからなのかも」

「……そうかもな」

　ジュカとしても、自分が欲よく望ぼうに流されたというより、イヴ同士の縁えにしのせいだと思いたいところだ。

「でも、ジュカ君は自分を抑おさえようとしてしまうから。咲耶先輩、このくらいじゃダメみたい」

「そ、そうですね……」

　咲耶は頷くと、ゆっくりブラウスのボタンを全部外し、ピンクのブラジャーをあらわにする。

　杏里も同じようにして、巨きよ大だいな胸が現れる。彼女のブラジャーは清せい楚そな白だった。

「そ、そこまでしなくても……」

　ジュカは驚おどろきを隠かくせず、声をうわずらせてしまう。

「まだダメみたいね……じゃあ……」

　杏里はつぶやいて、片手を後ろに外し、プチリと音を立ててブラのホックを外した。

　ブラが半分外れ、彼女の豊かなふくらみがぷるんと揺ゆれた。

「あ、杏里……！」

「わ、わたしも……恥ずかしいの。でも……ジュカ君がわたしを求めてくれないと」

「そうですよね……じゃ、じゃあ私は……」

　咲耶は身体を起こし、ジュカの肩かたのあたりに腰こしを下ろした。

　それから、ゆっくりとスカートをたくし上げていく。

　黒いストッキング越ごしに、ピンクのパンツがあらわになる。

「これだけじゃ……杏里ちゃんみたいな凄すごいおっぱいには勝てないから……」

　ぶつぶつと独り言のようにつぶやき、咲耶はストッキングを手でびりびりと破り始めた。

　ピンクのパンツの一部が、破れたストッキングから覗いている。

「おい、咲耶……」

「だ、だって、これくらいしないと……！　パンツ……し、下着がよく見えたほうがいいかと思いまして……！」

　咲耶は、耳まで真っ赤になり、目には涙が浮うかんでいる。

　いくらなんでもやりすぎだ──と思うが、ジュカには彼女を止められなかった。

「咲耶先輩、凄いですね。そんなことまでできるなんて……わたし、初めて先輩を尊敬したかも」

「こんなことで尊敬されても嬉うれしくないです！」

　咲耶は抗こう議ぎしつつも、スカートをめくったままだ。

　確かに間近にパンツがある、という状じよう況きようはジュカといえども欲望をかき立てられずにはいられない。

「ジュカ君、わたしももっと……」

　杏里も、ブラが半分外れた状態で、胸を腕に押しつけてきているのがたまらない。

　豊かなふくらみがジュカの腕に当たってぐにゃりと潰つぶれている。

「うっ……くっ……」

「咲耶先輩、もう少しみたい」

「う、うん。もう少しじゃないと、私もそろそろ限界ですし……」

　そんなことを言いつつ、二人の少女が顔を寄せてくる。

「というか、これって３ピ──な、なんでもないです！」

「ほとんど言ったようなものだけどね……わたしはかまわないわ」

　杏里は呆あきれて咲耶に言い、さらに顔を寄せてくる。

　咲耶の顔も、同じく息がかかるほどの距きよ離りに近づいてきた。

「ジュカ君……」

「冴木君……」

　杏里と咲耶は潤うるんだような目をして、さらに顔を──唇くちびるを近づけてくる。

「わたし、ジュカ君が好き……」

「好きかどうかはまだわからないけど……冴木君なら、私……」

「ん……！」

　彼女たちは頰ほおをくっつけながら顔を寄せてきて──二人の唇が、ジュカの唇を半分ずつ塞ふさぐ。

　少しずつ柔らかさも温度も違ちがう二つの唇の感かん触しよくが、同時に伝わってくる。

「ん……ちゅっ……」

「んん……んちゅっ……」

　杏里と咲耶は、ついばむように何度も口づけを繰くり返す。

「んっ、んん……ちゅっ、ちゅっ……ジュカ……君……」

「冴木君……ちゅっ、ん、んん……」

　何度も何度も、二人の少女と唇を重ね合い、さらに彼女たちは舌先で触ふれてくる。

「杏里……咲耶……」

　ジュカは寝ね転ころがったまま、両手をゆっくりと挙げる。

　二人の少女の唇と舌、触れ合った身体の感触。

　それだけではない──彼女たちの心まで伝わってくるようだ。

　ただ、ジュカを想おもい、救うためにすべてを差し出してくれている彼女たちの心が。

「杏里、咲耶……」

　ジュカは二人の名を呼び──

「きゃっ」

「わっ、冴木君っ？」

　両りよう腕うでで二人の身体をぎゅっと抱だき寄せた。

　杏里と咲耶の体温がさらに伝わってきて──それが、ジュカの胸を満たしていく。

「俺も、杏里と咲耶に……」

　ここまでしてくれた、彼女たちの想いに応こたえないわけにはいかない。

　ジュカは二人を抱いたまま、身体を起こす。

「ええ、もっと……わたしたちも恥ずかしいことしたんだから……ジュカ君も……」

「…………」

　ジュカは、とろんとした目を向けてくる杏里と見つめ合い──

　彼女の頭を抱かかえるようにして、唇を重ねる。

「んんっ……んんん……！」

　強引に唇を押しつけるようにすると、杏里はくぐもった声を漏もらした。

　彼女の豊かな二つのふくらみの感触が、胸に伝わってくる。

「あ、あの……冴木君、私にも……」

「……ああ」

　ジュカは小さく頷うなずくと、杏里から顔を離はなして。

　それから、軽く咲耶の肩を押すようにして地面に押し倒たおし、おおいかぶさりながら、口づけする。

「んうっ……！　んむっ、んん……！」

　咲耶の唇からかすかに熱い吐と息いきが漏れ、ジュカはさらに唇を荒あらっぽく重ねる。

「ジュカ君……」

　杏里も甘い声を出しながら、ジュカに寄り添そい、頰に口づけてくる。

　さらにジュカは咲耶から唇を離し、また杏里にキスして、彼女の身体を片手で抱いた。

「はうっ……んんん……ちゅっ、んっ……」

「さ、冴木君……私にももっと……ん、ちゅっ、ちゅっ……」

　とろけたような声を出す二人の少女と何度も口づけ、身体を抱きしめる。

　求められるだけでなく──ジュカも杏里と咲耶、二人の少女を強く強く求めている。

「ああ……」

　ジュカは、胸に空いていた穴がゆっくりと塞がっていくのを感じた。

　アダムの力を宿す少年と、二人のイヴのかけらの少女は互たがいを求め合い、心を通わせていく。

　ジュカは、彼女たちの身体を抱きながら、二人のあたたかさに涙なみだが出るような満たされた気持ちを感じていた──







　道路に寝かされていた少年が、ゆっくりと起き上がるのが見えた。

　すぐに、彼の両りよう隣どなりに寄り添って寝ていた二人の少女も目を覚まし、少年に勢いよく抱きつく。

「いやー、熱いね。さすがに、こんなのを見せられるとちょっと目に毒かな」

　ジュカたちがいる場所から数百メートル離れたビルの屋上。

　そこに、サリエールの姿はあった。

　ジュカに斬きられた傷は、ほぼ塞がりつつある。だが、これほどの深いダメージを受けたのは久しぶりのことだった。

「なにをやったか知らないけど、あの少年も助かってよかった。あんまりしつこく殴なぐられたからなあ。つい聖装兵器なんて使っちゃったよ。反省だね」

　サリエールは、苦く笑しようしつつ小さく首を振ふる。

「まあ、イヴのかけらも無事。それに──イヴの依代たる聖女もか。予備はあっても困るものじゃないからね」

　ぽつりと言って、サリエールは天を仰あおいだ。

「あなたの計画に支障はないでしょうから、これで文句はないですよね？　聖天に舞まう者、一の座──いいや、今は紅べに河かわ朱しゆ奈なでしたっけ？」

　見上げた天からの答えはない。

　いや、紅河朱奈にはサリエールの言葉は届いているはずだ。

　とりあえず、お咎とがめなしということだろう。

　彼女のお気に入りであり、計画の大事な要素ピースでもあるあの少年を死なせていたら、消しよう滅めつさせられていた可能性もあったが。

「ま、結果オーライだろう。私も楽しめたし、文句はないね」

「いえいえ、私は文句を言いたいですねっ」

　突とつ然ぜんの声に、サリエールは慌あわてずにゆっくりと後ろを向く。

　すぐそばに、聖十字学園の制服を着た小こ柄がらな少女が立っていた。

「あまり無茶をしないでほしいですねっ。あなた、ジュカさんを試ためしたんでしょう？　あと、杏里さんと咲耶さんも」

「私は観察がお仕事なんだよ。ＳＯＧソーグのオブザーバーというのは、いわゆる副業でね。副業ではいろいろ遊んでるけど」

「お遊びに、本業のほうも巻き込まないでくださいよ。あまり無茶をすると──」

「おっ？」

　サリエールは、がくんと片かた膝ひざをついてしまう。

「これは……足が麻ま痺ひしてる……？　なんだ、これは……？」

「私は背徒らしくない背徒ですが、一応逆牙というものを持ってまして」

　少女はにこやかに言い、刃はが三本ついた奇き妙みようなナイフをひらひらと振る。

「私の逆牙の能力は〝毒〟。軽く痺しびれさせる程度の毒から、即そく死しさせるものまでいろんな毒を刃から流し込めます。むろん、霊れい体たいにだって効きますよ」

「たいしたものだね。気づかれずに斬ったというのも凄すごいけど、私にも効く毒というのは尋じん常じようではないよ」

　サリエールは余よ裕ゆうの笑えみを消さず、痺れている足で無理矢理に立ち上がる。

「そうですねっ。私もちょっとびっくりです。まさか、最古参の神魔にまで効くなんて。私って凄くないですかっ？」

「だからこそ、彼の監かん視し者として選ばれたんだろう？　私たちは、ある意味では同業者というわけだ」

「私は背徒の監視者、あなたは神魔の──ですねっ」

「そういうことだ。ご存じのようだが、自己紹しよう介かいしておこう。私はサリエール。以後お見知りおきを」

「これはご丁てい寧ねいに。私はトーコ。粛清者スラツシヤーと呼ぶ者もいます」

　トーコと名乗った少女は、スカートの裾すそをつまんで礼をする。

「それじゃ、トーコ。私は少々傷も負っているので、この辺で失礼していいかな？」

「ちょっとお待ちを。ハルさんとなにかあったようですが、あまりいじめないでくださいね。私、あの人けっこう好きなんです」

「私も好きさ。好きだから、ちょっかいを出してしまうんだよ」

　サリエールは、にやりと微笑ほほえんだ。

「それにね、私は誓ちかいを立てているんだ」

「ほうほう、それは興味深いですねっ」

「なに、たいしたことじゃないよ。彼女とはいろいろあってね。私は、美少女の魂たましいがなにより好きなんだが──今は食べないと誓っている」

　サリエールは、ぺろりと舌なめずりをする。

「彼女の──あの憤ふん怒ぬの少女の魂をいただくまではね」

　今はハルと名乗っているあの少女は、サリエールの過去に深く関かかわっている。

　いつかは決着をつけなければならないだろうが、今はそのときではない。

　一番の楽しみなのだから、さっさと済ませてしまうのはもったいないのだ。

「……それって、結局食べるってことじゃないですか？」

「ははっ、そうとも言えるね。ま、彼女の魂を食べるまでは、つまみ食いも禁止ってことさ」

「最低の悪あく趣しゆ味みの神魔って噂うわさは本当みたいですねっ」

　トーコはにっこり笑って言った。

　この少女も、なかなかに面おも白しろそうだ。

　誓いさえなければ、魂をいただきたいほどだ。

　だが、それも──まだ〝そのときではない〟のだろう。

「では、また会おう、トーコ。ハルや神殺しの少年、イヴの少女たちによろしく」







　サリエールは、優ゆう雅がに礼をしてふっとその場から消えてしまった。

　トーコは、大きく息を吐はく。

「いやー、予想以上の化け物ですねっ。合格すぎますよ。さっきのベヒーモスも即死するくらいの毒を流し込んだのに片膝をつくだけとか。しかもあれで力を封ふう印いんされてるなんて……こりゃー、戦って勝てる相手じゃないですねっ」

　トーコは握にぎったままだった逆牙を軽く振り、手の中に収める。

「ま、こっちも結果オーライですかね。ジュカさんも二人のイヴも、ついでにハルさんも無事。同業者にご挨あい拶さつもできましたし。今のところ、穏おん健けん派のジジイさんたちの望みどおり、現状も維い持じされてます」

　ふふっ、とトーコは笑う。

「結局、先送りにしてるだけですけどねっ。バカな大人たちは私の村だけじゃなくて、どこにでもいるもんです。私は、上手うまく立ち回らせてもらいますけどねっ」

　トーコは、数百メートル先でなにやら騒さわいでいるジュカたちに視線を向ける。

　そのとき、どくんと彼女の心臓が跳はねた。

「おっと、待ってください、落ち着いて」

　トーコは自分の豊かな胸に手を当てる。

　そこは──わずかに白く輝かがやく光を放っていた。

「アダムの少年に、イヴの少女が二人もいるんですからね。心が騒ぐのは当然ですけど、落ち着いてください」

　トーコは、自分の胸を撫なでながら優やさしく言う。

「あなたの出番はまだなんですよ──白はく雪せつのイヴ」

　少しずつ、淡あわい白の輝きが消えていく。

「あなたを抑おさえつけるために力を使ってるせいで、私の戦せん闘とう能力はショボイんですからね。ここまでして隠かくしてるのに、こんなところで出てこられちゃたまりません」

　トーコはくすくすと笑う。

　銭せん湯とうでハルに話した内容には、多少の噓うそが含ふくまれている。

　トーコの村に生いけ贄にえを要求していた神魔は、決して弱くはなかった。

　高位ではないにしても、おそらく先日ジュカが倒たおしたという名もなき神魔よりは上だっただろう。

　それを背徒に目覚めたばかりのトーコがあっさり殺せたのは──彼女の才能が非ひ凡ぼんすぎたからだ。

「やれやれ、こんなイヴもの抱かかえるハメになって大変です」

　今は、背徒としての能力の大半を費ついやして、体内のイヴを隠いん蔽ぺいしている。

　おかげで暗殺のような戦い方しかできないが、性しように合っているので、特に問題はない。

　サリエールほどの神魔とも、やり方によっては戦える。

　トーコには、それで充じゆう分ぶんだった。

「はいはい、イヴさんお静かにねっ。処女をなくしたらどうなるかとか、気になることはありますけど──やっぱり、まだ誰だれにもバレたくないですねっ」

　そして、白い光は完全に消え、高く鳴っていた心臓も静かになる。

　ずっと眠ねむらせている彼女イヴがこんなに騒いだのは初めてのことだった。

　アダムやイヴの力が使われたばかりの、ジュカたちがいる場所へは近づかないほうがいいだろう。アダムの左眼の探知に引っかかる可能性もゼロではない。

「さーて、のんびり観察を続けますかねっ。もうすぐ夜です」

　トーコは、空を見上げた。

　そこはオレンジ色に染まり、わずかな雲が風に流れている。

　騒がしすぎた一日だったが、夕暮れは静かに訪おとずれようとしていた。







　エピローグ







　ベヒーモスの出現から数日後。

　間もなく、聖せい十じゆう字じ学園は衣ころも替がえを迎むかえる。

　この日は気温も高く、風もないのでずいぶんと蒸し暑かった。

　昼休みの中庭。

　あちこちにいる生徒たちのほとんどは、ブレザーを脱ぬいでいる。

「まったく、暴れるだけならまだしも、トバルカインの連中なんぞに見られるなよ。揉もみ消すの、けっこう大変なんだぜ？」

「それがおまえの仕事だろう」

　ジュカもワイシャツ姿で、中庭に設置されたベンチの一つに座っている。

　隣となりにいるのは同じ格好の八や坂さかだ。

「別に、おまえたちの尻しりぬぐいが仕事じゃないんだけどね。俺、情報連れん絡らく員だからな。その辺、忘れないように……っと、やべぇ人が来た。んじゃ、俺はこれで」

　八坂はそう言うと、素す早ばやく立ち上がって去っていった。

　入れ替わりに、ハルがつかつかとジュカのところへ近づいてくる。

「あいつ、八坂よね。なによ、逃にげるみたいに」

　実際、逃げたのだ──と思ったが、面めん倒どうなのでジュカは説明しなかった。

「あいつは気にするな。それで、どうした？　おまえ、クラスの友達と昼飯食ってるんじゃなかったのか？」

「適当に抜ぬけてきたのよ。まあ、最近あんたとちゃんと話してなかったしね」

「学校でも店でもけっこう話してるだろう？」

「それは……と、とにかく！　あんた、身体からだはもう大だい丈じよう夫ぶなの!?」

「…………」

　そういえば、そういう話はハルとはしていなかった、とジュカは納なつ得とくする。

　聖せい装そう兵へい器きで胸に風穴を空けられたものの、イヴの活性化でなんとか傷は塞ふさがった。

　アダムの左ひだり腕うでと右みぎ脚あしの力を使った後こう遺い症しようは多少あるが、日常生活に支障はない。

「ああ、大丈夫だ。あの力を使うのも二度目だからな。慣れたのかもしれない」

「そういう思い込みは危険だと思うけどね。とにかく……」

　いきなりハルが片足を上げ、ジュカが座っているベンチの背板を蹴けりつけた。

「あんたをベヒーモスと戦わせたのは間ま違ちがいだとは思ってない。あんたには戦闘経験が必要だからね」

「……？　ああ、まあそうだな」

　ジュカにはまだまだ実戦経験が足りていない。

　あるいは、ハルにはベヒーモスはたいした相手ではなかったのかもしれない。

　咲さく耶やに危険はあったが、ジュカが相手をして結果的には正解だったと言える。

「ただ……サリエールに挑いどませたのは失敗だったわ。あんたを半殺しにしてでも止めておくべきだった」

「どのみち半殺しにはされるのか」

「いいから！　あたしがミスを認めてるんだから、素直に受け止めておきなさい！」

「……どうでもいいが、そんな乱暴なことしていいのか。猫ねこかぶってるんだろう？」

「だいぶ飽あきてきたわ。あと、訊きかれたらあんたにパンツ見られたから思わず、ってことにしておくわ」

「確かに見えてるな」

　ハルは足を上げているので、スカートの中の青と白のストライプ柄がらのパンツがしっかりと見えている。

「きっ、きゃああああっ！」

　ハルは顔を真っ赤にして足を下ろし、ずざっと後ろに下がった。

「だーっ！　見えたんなら黙だまってありがたがっときなさいよっ！」

　勝手なことを言い、ハルは大おお股またで歩き去っていく。

　今の話をするためだけに来たのか──と、ジュカは首を傾かしげ、すぐに納得した。

　おそらく、あれだけのことを言うのに、ハルには数日の時間が必要だったのだろう。

　意地っ張りな彼女は、扱あつかいがとても難しい。

「俺も教室に戻もどるか……」

　ジュカは立ち上がり、校舎のほうへとゆっくり歩き出した。

「あ、いました。冴さえ木きくーん」

「咲耶か」

「咲耶せ・ん・ぱ・い！」

　彼女は、性しよう懲こりもなく先せん輩ぱいの威い厳げんを見せようとしている。

　そろそろ無む駄だだとあきらめてほしいところだ。

「なんだ、どうかしたのか？」

「あー、うん。たいしたことではないんですけど」

　咲耶は、ジュカの前で立ち止まり、もじもじし始める。

「今日、ＳＯＧソーグに脱だつ退たいを認めてもらえました。割と早かったです。たぶん、兄さんのことが……」

「そうか」

　鷹たか耶やは近くの病院に運び込まれ、ベヒーモスにやられた傷と、エリクシルの後遺症の治ち療りようを受けた。

　幸い、どちらも命に関かかわるレベルではなかったものの──彼は入院した翌日、姿を消してしまった。

　ＳＯＧどころか聖十字学園からも去っていったのだ。

　咲耶もあえて彼を捜さがしていない。

　兄には時間が必要だと思っているのだろう。

　おそらく、咲耶も兄から離はなれることが必要なのだ。

「兄さんが抜けたから私も抜けます、なんて通じないかと思ったんですけど……」

「第６エデンにいれば、別に変わらないとでも思ってるんだろう。ここは、ＳＯＧがつくった街だからな」

　実際、咲耶は神じん器き覚醒者マスターとして、やるべきことは多いはずだ。

「で、でもＳＯＧを抜けたのでだいぶ楽になりました。これで──」

「食べ歩きができるとか？」

「ええ、そうなんです。一人で牛ぎゆう丼どん屋さんとラーメン屋さんはクリアしたので、次は焼き肉とか……って、そうじゃないです！　失礼な！」

「いや、半分以上認めてただろう……」

　咲耶の食い意地は相当だ。

　ジュカでも、女子高生の一人焼き肉はハードルが高いことはわかる。

「あ……実は行ってみたい焼き肉屋さんがあるんですけど、できれば今度……」

「先輩のおごりならな」

「こ、こんなときだけ先輩扱い……ええ、いいですけどね……」

　咲耶は少し涙なみだ目めになっている。

　つい、いじめすぎたかもしれない。

「そうじゃなくて、ジュカ君はイヴのかけら探しを続けるんでしょう？」

「ああ、もちろんだ」

「だったら、私も手伝います。かけらのことはまだピンと来ませんけど、私の中にイヴがいるのは確かみたいですし……それに」

「ん？」

「ちょっと、心当たりがあるので……」

　咲耶は頰ほおを染めて、ジュカに顔を寄せてくる。

　ずいぶんと距きよ離りが近すぎる気がするのは、ジュカの錯さつ覚かくだろうか。

「あ、あのですね……」

「イヴの話なら、わたしも聞くわ」

「わうっ！」

　突とつ然ぜん、杏あん里りがぬっと顔を出して、咲耶が奇き妙みような悲鳴を上げる。

「あ、杏里ちゃん……ど、どうしたんですか？」

「いえ、別に。面おも白しろそうな話をしてるから参加してみただけ」

　杏里は淡たん々たんと言っているが、どこか怒いかりのオーラが感じられる。

　それは錯覚ではなさそうだ。

「……とんだ泥どろ棒ぼう猫ねこがいるから油断できないわ」

「ちょっと、杏里ちゃん！　全然小声じゃないですよ！　それってまさか私のことじゃないですよね!?」

　咲耶が、わあわあとわめき出す。

　どうも、ジュカには杏里と咲耶が仲がいいのか悪いのかわからない。

「も、もう……杏里ちゃんは変な誤解してますよね。えっと、なんの話でしたっけ。あ、そうでした。心当たりです」

　咲耶は気を取り直し、ブラウスのポケットから小型のスマホを取り出した。

「これです」

　そのスマホの画面に、一枚の写真が表示される。

　ジュカたちと同じ年とし頃ごろ、高校生くらいの女の子が写っていた。

　金色の長い髪かみを、二つにくくっている。

　目が大きく、整った顔立ちをした美少女だった。

「この子、私の知り合いで──神器適性を認められて検査を受けて、私もそれに立ち会ったんですけど、そのときに〝魂たましいが二つある〟って噂うわさになったんです」

「魂が二つ……？」

　ジュカは、思わず身を乗り出して写真を見直す。

　イヴのかけらを宿す少女たちは、自分の魂とともに六分割されたイヴの魂を持っている。

　まさに、魂が二つある状態だ。

「神器は、通常は一人が一つしか使えません。私のような覚醒者でもそれは同じです。でも、彼女は──二つの神器を同時に操あやつれたんです。だから、そういう噂が流れたんでしょうけど……」

「確かに、そいつは気になる話だな……」

　少なくとも、その少女がある種の異常性を持っていることは間違いない。

　咲耶の知り合いなら、イヴと縁えにしがあると言えなくもない。

「というかこの子、桐きり美み原はらいつきだわ」

　スマホを覗のぞき込んでいた杏里が、ぽつりと言った。

「あれ？　杏里ちゃん、いつきちゃんを知ってるんですか？」

「ええ、だっていつきは、わたしの従姉妹いとこだもの」

　杏里は、なんでもないように言った。

「そ、そうだったんですか？　それは初めて知りました……つまり、私だけじゃなくて、杏里ちゃんとも縁があるってことですか……」

「…………」

　ジュカは、なにも反応できなかった。

　魂が二つあり、杏里と咲耶、二人と縁があるのは怪あやしすぎる。

　だが、それ以上に──

「桐美原いつき……こいつ、第６エデンにいたのか……」

「は？　冴木君……？」

「まさか……ジュカ君も、彼女を知ってるの？」

　ジュカは、まじまじと写真を見つめながら頷うなずいた。

「ああ、間違いない。こいつ、妹の友達で……エデン・ゼロの中学の後こう輩はいだ……」

　髪型が変わり、多少印象も違ちがうので写真だけでは気づかなかった。

　しかし、確かによく見るとジュカが知っている少女だった。

「エデン・ゼロが消しよう滅めつする少し前に転校していったが……こんなところで、またこいつの顔を見るとは……」

　杏里と咲耶だけではない。

　桐美原いつきは、ジュカ自身とも繫つながりがある少女なのだ。

　ふと、ジュカの脳のう裏りを──奇妙な疑念がよぎった。

　どうも、できすぎている気がする。

　ジュカと杏里、それに咲耶。三人との繫がりがある少女に、イヴのかけらが宿っている可能性があるとは。

　なにかの作さく為いを感じる──いや、誰だれかが台本を書いているようにすら思えてしまう。

「咲耶。こいつは……桐美原いつきは、今どこにいるんだ？」

　しかし、答えの出る疑問ではない。

　ジュカはひとまず、その考えは忘れることにして、別の質問をした。

「あ、うん。たぶん冴木君と杏里ちゃんは知らないと思うけど……いつきちゃん、ちょっと前に〝神じん器きアイドル〟としてデビューしたんですよ」

「神器アイドル……!?」

　ジュカは首を傾げる。また、聞き慣れない単語が出てきた。

　ただ──どうやら、イヴのかけら探しは意外な方向へと転がっていくようだった。







　あとがき







　はじめまして、またはお久しぶりです。鏡かがみ遊ゆうです。

　普ふ段だんはＰＣゲームのシナリオライターをやりつつ、ライトノベルも書かせていただいています──と、ずっと説明してきたのですが、どちらが本業とか副業とか区別はつかないですね。当然、どの仕事も全力ですし！

　ともあれ、あまり間を空けずに２巻を出せてほっとしております。




　というわけで、２巻です。

　比ひ較かく的てきシリアスムードだった１巻と比べて、少し軽めの要素も入ってきてます。

　なにせ復ふく讐しゆうのお話なので、あまり軽くなっても困るんですが、多少の変化はあったほうが面白いんじゃないかと。今回の変化は、新キャラの二人の影えい響きようでしょうか。

　二にノの宮みや咲さく耶やは、ちょっぴりへっぽこです。美人で強いし、意外としっかりしてるのに、先せん輩ぱいの威い厳げんなどかけらもないですね。そこが可愛かわいいんですが。可愛いの、大事。

　もう一人の新キャラ、トーコは謎なぞめいた人です。あるいは、ロリ巨きよ乳にゆうの人です。巨乳、大事。

　もちろん前巻から登場している杏あん里りとハルも頑がん張ばってますよ。特に杏里さんは、１巻では見せなかった顔がいろいろ出てきてるのではないかと。せっかくのシリーズものですから、キャラにも変化があったほうが楽しいですよね。

　それと、もう一人の新キャラ、サリエールさん。ゲームの仕事を含ふくめてもあまり書いてこなかった美形青年です。いいですね、こういう胡う散さん臭くさいキャラは大好きです。というか、神しん魔まはなんだか怪あやしい人ばかりですね。人じゃないけど。




　この物語は、ジュカ君の復讐とバトルがメインになっているのですが、むろん女の子の可愛さ、サービスシーンも主題の一つです。

　なにせ、他の作品でも山ほどサービスシーンを書いてきているので、前と同じものを書いてもなあと悩なやみは尽つきません。ただエロければいいのではなく、キャラクターに合わせた展開が必要ですしね！

　クールな杏里、照れ屋なハル、いじり甲が斐いのある咲耶、積極的なトーコと、今巻までのヒロインたちだけでもパターンが多いですしねー。

　すべてのサービスシーンにカグユヅ先生のエロ可愛い挿さし絵えが入るわけでもないですから、文章だけでもヒロインズが可愛くエロく見えるようにしなければなりません。課題は常に山積みです。

　まあ、執しつ筆ぴつ時間の三分の一くらいは「どうやったらエロくなるかな」とか考えている気もします。なんて楽しい商売でしょう（笑）。




　それでは、最後になりましたが謝しや辞じを。

　カグユヅ先生、今回も素晴らしいイラストをありがとうございました！

　担当さん、今回はいろいろとお手間を取らせてしまってすみません。いつもお世話になっています。

　この本の制作に関かかわってくださったすべての皆みな様さま、ありがとうございます。

　そして、読者の皆様に最大限の感謝を。

　それでは、また次巻でお会いできれば！





鏡遊












六ろく人にんのイヴと神かみ殺ごろしの使し徒と２
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